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芸術の祭典 朝霞アートマルシェ2013が開催‼

１０月６日㈰、朝霞駅の東口および南口周辺で朝霞アートマルシェ２０１３が開催され
ました。
当日は、駅前広場に設置されたステージでのジャズの演奏やダンスなどのイベン

トのほか、手作りの雑貨等を販売するテヅクリ市やカフェなど、多種多様な内容で、
たくさんのお客さんが集まり、にぎわいました。
また、ワークショップエリアでは、型を使って布やカバンに色を染める型紙染め

や、ステンシルと粘土でつくるオーナメント（飾り）作りなど、さまざまな手作り
体験が行われ、子どもから大人まで楽しみながら芸術に触れていました。

「あさか市民ラジオの時間」を放送中です！
すまいるエフエム（FM７６．７MHz）で市内のイ
ベントや市民の声など、いろいろな情報を発信し
ています。ぜひ、お聴きください。
放送時間／平日 午後４時～４時３０分

土・日曜日 午前１０時～１０時３０分
午後５時～５時３０分
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　市税・国民健康保険税は、私たちが安心して暮らしていくための貴重な財源であり、定められた期限
までに自主的に納めていただくものです。多くの方が期限までに納付されていますが、残念ながら一部
の方は滞納している状況にあります。
　税負担の公平性および税収入を確保するため、本市を始め県内63市町村と埼玉県では「滞納整理強化
期間」を設定し、「ストップ！滞納」を合言葉に徴収対策を進めています。 ／納税課　☎463-2023

不動産を公売します

【本市の取り組み】

ストップ！滞納11月～1月は市税などの
滞納整理強化期間です

◆放置せずにご相談を
　市では、市税などのほかに「保育園保育料」、「介護保険料」および「後期高齢者医療保険料」については、昨年度と同様に
納付の意思のない方の徴収事務を納税課が担当課から引き継ぎ、債権の徴収強化を図っています。
　また、徴収業務を引き継いだ方については、市税の納税相談同様、休日納税相談もご利用いただけますので、納付が困
難な方は、ご相談ください。
◆裁判所への履行の請求
　昨年度、法律上市が直接差し押えることが認められていない「学校給食費」および「放課後児童クラブ保育料」は、納付催
告などを弁護士に委託し、納付や納付誓約を受け、一定の成果を得ました。
　しかし、それでも納付の意思を示していただけない方や、納付誓約をしたにもかかわらず、納付の約束を守らない方に
対して、今後は、簡易裁判所への支払督促の申立てを行います。
※支払督促とは…申立人（債権者）からの申立てに基づいて、裁判所書記官が相手方（債務者）に対して金銭などの支払いを
命じる手続き。相手方（債務者）から異議の申立てがない場合には、強制執行の申立てをすることができます。

／納税課　☎463‒0186

◆差し押さえを強化
　市では、納期限を過ぎても納付の確認が取れない方には、
督促状を送付するなど自主的な納付をお願いしています。
　しかし、それでも納めない方に対しては、財産調査を行
い、預金、給与および不動産などの財産の差し押さえを強
化しています。

◆納税コールセンターからの呼びかけを開始
　10月1日㈫に「朝霞市納税コールセンター」を開設しま
した。コールセンターでは、市が委託した民間会社の専
門オペレーターが市税などの納期限を過ぎている方へ、
順次電話で納付の呼びかけを行っています。 　滞納処分により、差し押さえた不動産の公売を実施

します。
公 売 日／11月12日㈫
入札時間／午後1時30分～2時
会 場／埼玉県川越地方庁舎
公売財産／土地付建物
　　　　　※中止になる場合があります。

◆県・市職員による滞納整理
　10月1日㈫から埼玉県税務職員の派遣を受け、県・市
職員合同のプロジェクトチームによる滞納整理を行って
います。

◆納税相談の利用
　病気や災害などの事情により納付が困難な方は、納税課
にご相談ください。
　なお、平日にお時間を取れない方は、休日納税相談窓口
もご利用できます。
〈取扱税目〉
　市県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国
民健康保険税

〈平成25年度　休日納税相談の日程〉
　●日　程／11月…3日・17日
　　　　　　12月…1日・15日
　　平成26年１月…19日
　　　　　　2月…2日・16日
　　　　　　3月…2日・16日
　　※いずれも日曜日です。
　●時　間／午前8時30分～正午
　●会　場／朝霞市役所　納税課（2階20番窓口）
※休日のため、庁舎北側の夜間通用口をご利用ください（正
面玄関からは入れません）。

※差し押さえ件数の推移

※滞納額の推移

　　 不動産 債権
（預金、給与等） その他 合計

平成24年度 71件 1,064件 0件 1,135件
平成23年度 71件 748件 5件 824件
平成22年度 54件 494件 0件 548件

　　 市税 国民健康保険税
平成24年度 約14億9,200万円 約21億2,900万円
平成23年度 約17億 800万円 約22億2,800万円
平成22年度 約17億3,500万円 約24億円

　市税以外の滞納もストップ !
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「さしのべた　　その手がこどもの　　命綱」「さしのべた　　その手がこどもの　　命綱」

朝朝霞霞市市ででもも、、重重篤篤なな児児童童虐虐待待（（ＤＤＶＶ含含むむ））がが発発生生しし
てていいまますす。。虐虐待待でで子子どどももがが死死にに至至るるここととももあありり、、心心身身
のの発発達達やや人人格格のの形形成成ににもも重重大大なな影影響響をを与与ええまますす。。

平成２４年度朝霞市被虐待児童数

身体的虐待：４１件
心理的虐待：８９件
性的虐待 ：３件
ネグレクト（育児怠慢）：５８件
※ＤＶ（配偶者などの親密な関係にある者からの暴
力）を子どもの目の前で行うことは心理的虐待になり
ます。

電話番号
０４８―４６５―０１１０
（緊急時１１０番）
０４８―７７９―１１５４

名 称

朝霞警察署

休日夜間児童虐待通報ダイヤル

電話番号

０４８―４６３―０３６４

０４―２９９２―４１５２

名 称

子育て支援課

所沢児童相談所

電話番号

０４８―４５６―１１０１

０４８―４６４―１２５５

０４８―４６１―５２００

０４８―４７４―６１３７

０４８―４５０―７７０８

０４８―８２２―７００７

名 称
子育て支援センター「くれよん」
（朝霞しらこばと保育園内）
子育て支援センター「めだか」
（滝の根保育園内）
ステップ子育て支援室
（さわらび保育園内）
子育て支援センター「ちきんえっぐ」
（朝霞どろんこ保育園内）
仲町子育て支援センター
「さくらんぼ」（仲町保育園内）
子どもスマイルネット
（埼玉県電話相談窓口）

電話番号

０４８―４６３―２２３１

０４８―４６５―８６１１

０４８―４７１―８０８０

０４８―４６９―７０６５

０４８―４７６―８６８６

０９０―２７６９―６７３７

０４８―４７４―７３１６

名 称

家庭児童相談室

保健センター（健康づくり課）

子ども相談室

さくら子育て支援センター
（さくら保育園内）
きたはら子育て支援センター
（きたはら児童館内）
子育て支援センター「ときわ」
（大山保育園内）
子育て支援センター「おもちゃ
図書館なかよしぱあく」

児童虐待を防ぐためには、地域の皆さんの深い関心と理解そして協力が必要です。児童虐待を防ぐためには、地域の皆さんの深い関心と理解そして協力が必要です。

問／子育て支援課 ☎４６３―０３６４

虐待の要因・背景
�地域からの孤立：子育ての相談相手がいない・知り合いがいないなど
�家庭内ストレス：パートナーとの関係がうまくいかない・経済的不安など
�子どもとの関係：育てにくい子ども・相性が合わないなど
�養育者の問題：子どもをかわいく思えない・虐待されて育ったなど

※これらは、ごく一部の要因や背景です。虐待は決して特別な人だけに起きる問題ではありません。虐待が発生してしまう前
に、どこか相談先や話せる人、場所があったら子どもも保護者も家族も助かるかもしれません。地域資源を有効に利用し、子
どもも保護者も共に育っていきましょう。

✿児童虐待通告・相談先

✿育児などに関する相談先

＊虐待は、児童虐待のほかに、障害者虐待・高齢者虐待・施
設内虐待・ＤＶなどがあり、いずれも人権侵害に当たります。

問…問い合わせ

STOP ! 児 童 虐 待 11月 は 児 童 虐 待 防 止 推 進 月 間STOP ! 児 童 虐 待 11月 は 児 童 虐 待 防 止 推 進 月 間

通告・相談先
児童虐待かな・・・と思ったら
児童相談所全国共通ダイヤル

０５７０―０６４―０００
最寄りの児童相談所へ繋がります。

●通告者や相談者の秘密は守られます。また、
匿名でも構いません。通告の結果、虐待でな
くても罰せられることはありません。

平成２５年度 児童虐待防止推進月間標語平成２５年度 児童虐待防止推進月間標語
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保育園・放課後児童クラブ・障害児放課後児童クラブの
入園申込・入所申請を受け付けます
保育園・放課後児童クラブ・障害児放課後児童クラブの
入園申込・入所申請を受け付けます

平成26年
４月からの

至 志木 東武東上線

北朝霞
公民館

信金

朝霞第七小学校
あさしがおか
保育園

朝霞台

浜崎団地

スーパー

あけぼの公園

仲町どろんこ
保育園

根岸台 7丁目交差点

対象年齢
（平成２６年４月１日
現在の年齢）
２か月～５歳児
２か月～５歳児
１歳児～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
８か月～５歳児
１歳児～５歳児
１歳児～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
８か月～５歳児
１歳児～５歳児
８か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
１歳児～５歳児
１歳児～５歳児
８か月～０歳児
８か月～５歳児
２か月～５歳児
２か月～５歳児
１歳児～５歳児
８か月～５歳児

定員
（人）

９０

６０

４０
４５
６０
５０
１５０
９０
７７
６０
６０
９０
９０
８１
９０
１００
６０
５０
９０
６０
７０
１０６
１５
１０３
４８
９０
７４
１００

所在地

溝沼２―１０―２４
栄町５―１―３０
本町２―１０―４
本町１―８―２６
膝折町１―６―２９
大字溝沼８６３―１
栄町４―４―８
溝沼７―１３―１１
本町１―２０―４
栄町１―５―４３
大字岡４４―１
根岸台２―２―６
大字溝沼１３３６―４
仲町２―２３―５
根岸台１―５―２７
根岸台８―２―４１
仲町２―４―３１
宮戸３―１０―４５
田島２―４―１１
大字浜崎６９―１
朝志ヶ丘３―７―４７
大字浜崎６６２―１
朝志ヶ丘１―３―２６
朝志ヶ丘１―５―４０
宮戸４―６―２
西弁財１―１―２
三原３―２３―２
泉水２―１２―１１
大字溝沼４３５―１

保育園名

滝の根保育園
あさかたんぽぽ保育園
あさかたんぽぽ保育園（分園）
さわらび保育園
ゆりの木保育園
いずみばし保育園
朝霞ひだまりの森保育園
溝沼保育園
本町保育園
栄町保育園
太陽と大地のこども保育園
ひまわり保育園
第二あさかたんぽぽ保育園
仲町どろんこ保育園（★）
東朝霞保育園
根岸台保育園
仲町保育園
大山保育園
朝霞しらこばと保育園
朝霞どろんこ保育園
あさしがおか保育園（★）
浜崎保育園
北朝霞保育園
北朝霞保育園（分園）
宮戸保育園
朝霞ゆりかご保育園
三原どろんこ保育園
泉水保育園
さくら保育園

地
域

朝
霞
南
地
域

朝
霞
東
地
域

朝
霞
北
地
域

朝
霞
西
地
域

定員（人）
１３０
１２０
１０５
９４
１２５
１１５
１５０
１３５
８０
１３０

場所
朝霞第一小学校敷地内
朝霞第二小学校敷地内
朝霞第三小学校脇
朝霞第四小学校内
朝霞第五小学校内
朝霞第六小学校敷地内
朝霞第七小学校敷地内
朝霞第八小学校敷地内
朝霞第九小学校敷地内
朝霞第十小学校校舎内

放課後児童クラブ名
膝折放課後児童クラブ
岡放課後児童クラブ
浜崎放課後児童クラブ
幸町放課後児童クラブ
泉水放課後児童クラブ
本町放課後児童クラブ
朝志ヶ丘放課後児童クラブ
栄町放課後児童クラブ
根岸台放課後児童クラブ
溝沼放課後児童クラブ

問／子育て支援課 ☎463―2836

平成２６年４月から開園予定の認可保育園の案内図です

あ
さ
し
が
お
か
保
育
園

※放課後児童クラブの運営は、朝霞市社会福祉協議会が指定管理者として行っています。

放課後児童クラブ一覧

保育園一覧

仲
町
ど
ろ
ん
こ
保
育
園

放課後児童クラブ

※保育園名は民設民営、★は平成２６年４
月開園予定の保育園となります。なお、
★の園については、１歳児緊急待機児童
対策として、定員を変更する予定です。

対象／保護者が次のいずれかに該
当し、児童を保育することがで
きない場合
①仕事を常時している場合
②母親が産前産後の場合
③病気、負傷、または心身に障害
がある場合
④長期にわたる病気や、心身に障
害のある親族などがいるため、
常時その人の看護にあたってい
る場合
⑤震災、風水害、火災などの災害
の復旧にあたっている場合
⑥そのほか、上記に類する状態に
ある場合
※常時とは、１日４時間以上でか
つ週４日以上のことをさします。

対象／保護者が働いているな
どの理由で放課後に家庭が
常時留守となるため、保育
を必要とする小学１～４年生
（障害のある児童は６年生）
までの児童

※常時とは、１日４時間以上、
週４日以上で放課後の時間帯
のことをさします。

保育園

4広報あさか ２０１３．１１



保育園・放課後児童クラブ・障害児放課後児童クラブの
入園申込・入所申請を受け付けます

申請書の配布方法
【保育園・放課後児童クラブ・障害児放課後児童クラブ共通】
①子育て支援課窓口 午前８時３０分～午後５時１５分（平成２５年１１月５日～７日については、市役
所別館５階第６会議室にて配布します）
②市ホームページからダウンロード
【放課後児童クラブのみ】
③社会福祉協議会・総合福祉センター（はあとぴあ２階）

必要書類・注意事項等
①保育園入園申込書または放課後児童クラブ入所申請書
②勤務内容証明書または勤務（内定）証明書や、診断書等
の保育に欠ける証明書

※そのほか必要に応じて書類を提出していただきます
※お子さんの簡単な面接があります。保育園入園申込書提出時にお子さん
と一緒にお越しください。
※他市の保育園を希望するなど、ほかの機関に照会が必要な場合は、土・
日曜日では対応ができないことがあります。

①放課後児童クラブ入所申請書
②勤務内容証明書または勤務（内定）証明書や、診断書等
の保育に欠ける証明書
※そのほか必要に応じて書類を提出していただきます。
※朝霞市社会福祉協議会では日曜日の受付は行っていません。

①障害児放課後児童クラブ入所申請書
②児童票
③障害者手帳の写し（所持している場合）

受付時間

午前９時～
午後３時
※２日㈪、１２日㈭
は午後８時まで受
付

①午前９時～
午後３時
②午前８時３０分～
午後５時１５分

※社会福祉協議会のみ
１２月７日㈯は午前１０時
～午後３時まで

午前９時～
午後３時

受付場所

市役所別館５階
大会議室（手前）

①市役所本館２階
子育て支援課
②社会福祉協議会
（２階）

市役所本館２階
子育て支援課

申請書の配布期間

１１月５日㈫～

申込受付期間

１２月２日㈪
〜

１２月１３日㈮

保
育
園

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ

障
害
児
放

課
後
児
童

ク
ラ
ブ

配

布

受

付

定員（人）
２０

場所
朝志ヶ丘１―４―２

放課後児童クラブ名
朝霞市障害児放課後児童クラブ

もろずみ しょういちろう

【二席】 両角 昇一郎さん
題名「彩夏祭へYOUKOSO!!」

さ さ き ひさ こ

【入選】佐々木 久子さん
題名「私達だって負けないわ！」

※障害児放課後児童クラブの運営は、ＮＰＯ法人なかよしねっとに委託しています。

問…問い合わせ

問／朝霞市民まつり実行委員会事務局（地域づくり支援課内）�４６３―２６４５

「関八州よさこいフェスタ」フォトコンテスト審査結果「関八州よさこいフェスタ」フォトコンテスト審査結果

障害児放課後児童クラブ一覧

保育園・放課後児童クラブ・障害児放課後児童クラブのご案内

えのもと まさふみ

【一席】榎本 正史さん
題名「夢舞台」

さ とう おさむ

【入選】佐藤 修さん
題名「伝わる楽しさ」

障害児放課後児童クラブ
対象／埼玉県内の特別支援学校（小学部・中
学部・高等部）または市内の小・中学校特
別支援学級に通学する児童および生徒

の もと たけ お

【三席】野本 武男さん
題名「大旗の競演」

第３０回朝霞市民まつり「彩夏祭」に
おける「関八州よさこいフェスタ」フ
ォトコンテストの審査が終了し、ご応
募いただいた８９人の中から、以下のと
おり表彰者が決定しました。
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都市農業だより　
№15 あさかあさかあさかフレッシュフレッシュ

笑顔と元気を朝霞から

朝霞市農業祭実りのまつり実りのまつり 朝
霞
駅

↑朝霞台

↓和光市
総合体育館

図書館
図書館バス停図書館バス停

図書館入口
バス停
図書館入口
バス停

郵便局税務署

中央公民館・
コミュニティセンター

市役所

銀行

Ｎ

北朝霞駅 

朝 

霞 

台 

駅 

志 

木 

新座 

朝

 霞 黒目川 

工場 

GS

西浦和 

わくわくどーむ 
はあとぴあ 

第 

三 

小 

浜崎農業交流 
センター 

　農業祭は、年に１度の農
業技術を競い合う祭典です。
　そして、農業者と消費者
との交流の場として都市近
郊農業の発展を目的に開催
され、毎年多くの参加者で
にぎわいをみせています。
　皆さんのご来場をお待ち
しています。

日時／11月17日㈰
　　　午前10時～午後3時　雨天決行
会場／中央公民館・コミュニティセンター模擬店

無料配布 ＊なくなりしだい終了

お楽しみ抽選会

今後の開催予定

その他

※朝霞産野菜販売
※まんじゅう・豚汁・蒸しパン・フランクフルト
※みそおでん・大根漬け
※飲み物・射的・パットゴルフ等
※米・菓子・日用雑貨等
　手打ちそばの実演・販売・もちつきの実演・販売・
ちびっこコーナー（お面販売など）

　市役所で、地元で採れた新鮮でおいしい
旬の野菜を販売しているのをご存じです
か？
　昨年から始めたあさか新鮮野菜市。とて
も好評で、販売開始前からお待ちの方もい
ます。まだご存じでない方、ぜひ野菜を買
いに市役所まで足を運んでみてください。
地元の農家さんがお待ちしています。

　朝霞市都市農業推進協議会では、親しまれる都市農
業を目指して、さまざまな農業体験を実施しています。
　これからも実施を予定していますので、ぜひご参加
ください。
　参加者の募集は、広報あさかや市ホームページでお
知らせします。

　地元農業者による市内で採れた新鮮な
野菜を販売しています。
所在地／大字浜崎字下谷18‒2
営業日／毎週水・土・日曜日
　　　　午前11時～午後5時
　　　　（日曜日は午後4時まで）

　11月17日㈰は、農業祭出店のためお休みします。
　当日は農業祭会場（コミセン）で販売しています。
ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

　午前11時30分　苗木
　午後0時30分　米（朝霞産の米）

　「お楽しみ抽選券」を※印の模擬店で500円購入ごと
に差し上げます。

11月28日㈭
12月5日㈭・19日㈭
1月16日㈭・30日㈭
2月13日㈭・27日㈭
3月6日㈭

　販売時間は、午前9時30分～午後1時ま
でです（ただし、品物がなくなりしだい終
了です）。

□農産物品評会および短根人参品質改善
増収共進会の野菜展示
□農産物品評会出品農産物の販売
□朝霞産にんじんの詰め放題
□農業委員会活動に関する展示
□市民による農業体験の展示

●模擬店、無料配布、抽選等はなくなりしだい終了させていただ
きます。
●自転車でご来場の方は、市役所駐車場内の「臨時駐輪場」をご利
用ください。
●会場に駐車場はありません。公共交通機関でお越しください。
●模擬店の内容等は変更する場合があります。

いろいろな農業体験 朝霞産の野菜朝霞産の野菜

　好評販売中！　好評販売中！

～あさか新鮮野菜市～

あさか新鮮野菜市

にんじん掘り体験 じゃがいも掘り体験

さつまいも掘り体験

田植え体験

臨時休業の
お知らせ

浜崎農業交流センター（農産物直売所）のご案内浜崎農業交流センター（農産物直売所）のご案内浜崎農業交流センター（農産物直売所）のご案内浜崎農業交流センター（農産物直売所）のご案内
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H２３年度
人件費率

１６．９％

人件費率
B/A

１６．９％

人件費
B

５９億
４，４９１万
６千円

実質
収支

１０億
１，０２５万
１千円

歳出額
A

３５１億
１，７１５万
３千円

住民
基本台帳
人口

１２９，０１８
人

計
B
千円

４，１６４，４８４
１人当たり給与費（Ｂ／Ａ） ６，１９７千円

期末・
勤勉手当

千円
９７８，４０３

職員
手当
千円

６３９，８５２

給料

千円
２，５４６，２２９

職員数
A
人
６７２

概要
支給率１０％
配偶者１３，０００円、配偶者以外６，５００円
借家等２７，０００円（限度額）
交通機関：運賃相当額
交通用具：通勤距離に応じて支給
３５，０００円～７５，０００円
６月：１．２２５月分、１２月：１．３７５月分
６月：０．６７５月分、１２月：０．６７５月分
（一般職員の標準的な支給率）

名称
地 域 手 当
扶 養 手 当
住 居 手 当

通 勤 手 当

管理職手当
期 末 手 当

勤 勉 手 当

１８７千円職員１人当たりの平均支給年額

定 年
３８．９５５月分
５５．８６月分

自己都合
３２．８３月分
５５．８６月分

区 分
勤続２５年
最高限度

議員

３７９，０００

年間３．７５月分

給料月額×在職月数×３５／１００×１１５／１００
給料月額×在職月数×２１／１００×１１５／１００

副議長

４００，０００

議長

４６０，０００

副市長
７６６，０００
６８９，４００

年間３．９５月分

市長
９０３，０００
７２２，４００

市長
副市長

月額

期末
手当

退職
手当

国
１７２，２００円
１４０，１００円

埼玉県
１７８，８００円
１４４，５００円

朝霞市
１７８，８００円
１４４，５００円

区 分
大学卒
高校卒

一般
行政職

技能労務職
平均年齢
５０．０歳

平均給料月額
２８５，１３１円

一般行政職
平均年齢
４２．３歳

平均給料月額
３３４，５００円

２０～２５年

３７６，５３９円

３３７，３１６円

２８２，８６０円

１５～２０年

３３５，６４５円

２８８，４１２円

２５８，４４０円

１０～１５年

２９８，８１７円

２４４，９００円

―

経験年数

大学卒

高校卒

高校卒

一般
行政職

技能
労務職

合計

４４８

主事・
主事補
級
９７

主任
級

１１１

係長
級

１１２

課長
補佐
級
６４

課長
級

３５

部次
長級

１８

部長
級

１１

主な増減理由

業務増による増など
係新設による増など
業務増による増など
再任用職員採用による
減など

再任用職員採用による
減など
指導主事の増員による
増など

組織変更による減など

対前年
増減数

０
１
２
３

－２

０
０
０

－１

１

０
０

－２

２

職員数
H２４
７

１６１
５１
２０６

５３

２
５
３

５５

１３０

２３
１１

３１

７３８

H２５
７

１６２
５３
２０９

５１

２
５
３

５４

１３１

２３
１１

２９

７４０

区 分
部 門
議 会
総 務
税 務
民 生

衛 生

労 働
農林水産
商 工

土木（建設）

教 育

水 道
下水道
その他
（国保等）
合計

公
営
企
業
等

戒 告
０人

減 給
０人

停 職
０人

免 職
０人

◎人件費の状況（普通会計決算）（２４年度）

※住民基本台帳人口は２４年度末現在。
※人件費には報酬・給与・共済費などを含む。

◎職員給与費の状況（普通会計決算）（２４年度）

◎主な手当の概要（２５年度）

◎時間外勤務手当（２４年度）

◎職員の給与の臨時特例減額
平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日までの間、職員の給与に

ついては、給料を４．７７％～９．７７％、管理職手当・期末手当・勤勉手
当を１．３５％減額する臨時特例減額措置を実施しています。

問…問い合わせ

◎退職手当（２５年４月５日現在）

◎特別職の報酬など（２５年４月１日現在 単位：円）

※市長・副市長は、給料月額を減額中（Ｈ２５．４．１～Ｈ２６．３．３１）。上
段は本来の支給額、下段は減額中の支給額。

市職員の給与の状況などをお知らせします
問／職員課 �４６３―３１９６平成２０年度～２４年度の情報は、市ホームページでご覧いただけます。

◎職員の初任給（２５年４月１日現在）

◎職員の平均年齢および平均給料月額（２５年４月１日現在）

◎職層別職員数（一般行政職）（２５年４月１日現在 単位：人）

◎職員の経験年数別・学歴別平均給料月額
（２５年４月１日現在）

◎部門別職員数の状況と主な増減理由
（２５年４月１日現在 単位：人）

◎懲戒処分（２４年度）
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集
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だ
よ
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編
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委
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平
成
２５
年
第
３
回
朝
霞
市
議
会

定
例
会
は
、
８
月
２９
日
か
ら
９
月

２６
日
ま
で
の
２９
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

２４
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
２２
件
の
議
案
を
可

決
・
認
定
し
、
１
件
の
議
案
を
継

続
審
査
と
し
、
１
件
の
議
案
の
撤

回
を
承
認
し
ま
し
た
。

議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

歳
入
３６２
億
３
８
２
２
万
１
５
０

１
円
、
歳
出
３５１
億
６
２
１
４
万
６５７

円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

歳
入
１２１
億
９
２
０
１
万
６
９
４

０
円
、
歳
出
１１９
億
６６８
万
２
２
５
４

円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市

計
画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

歳
入
１５
億
１
０
４
０
万
５
８
２

１
円
、
歳
出
１４
億
７３８
万
８
３
７
０

円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

歳
入
５０
億
８
６
０
６
万
８
８
５

６
円
、
歳
出
４８
億
８
５
９
０
万
９８２

円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

歳
入
９
億
３
７
４
９
万
９
２
９

１
円
、
歳
出
９
億
３
１
２
７
万
１

６
６
９
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

認
定
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２４
年
度
朝
霞
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
か
ら
、

建
設
改
良
積
立
金
に
５
億
円
、
減

債
積
立
金
に
２
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ

積
立
て
る
も
の
で
す
。

平
成
２４
年
度
の
水
道
事
業
会
計

決
算
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収
入

額
２１
億
９
４
７
９
万
６
５
１
６
円
、

収
益
的
支
出
額
１９
億
１
１
３
３
万

８
５
７
７
円
、
資
本
的
収
入
額
４２３

万
２５０
円
、
資
本
的
支
出
額
８
億

２
７
７
７
万
２
３
９
９
円
で
す
。

な
お
、
収
入
額
が
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
額
は
、
当
年
度
分

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本

ほ

て
ん

的
収
支
調
整
額
な
ど
で
補
填
し
、

こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
及
び
認
定（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
、
６
億
８
５
５
１
万

９
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、

３５８
億
４
０
５
１
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
歳
入
の
主
な
も
の
は
、

地
方
特
例
交
付
金
、
地
方
交
付
税
、

市
債
を
減
額
し
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、

諸
収
入
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
平
成
２４

年
度
決
算
に
伴
う
、
前
年
度
繰
越

金
の
２
分
の
１
を
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
る
ほ
か
、
新
た
に
、

未
収
金
の
回
収
対
策
の
た
め
弁
護

士
に
訴
訟
手
続
き
を
委
託
す
る
た

め
の
経
費
や
、
社
会
福
祉
法
人
が

整
備
す
る
保
育
園
の
施
設
定
員
を

増
員
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人

立
保
育
園
整
備
事
業
補
助
金
な
ど

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）補

正
額
は
、
１
億
８
５
３
３
万

４
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、

１２１
億
８
２
５
７
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
は
、
繰
越
金
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

歳
出
は
、
保
険
給
付
費
支
払
基

金
積
立
事
業
の
基
金
へ
の
積
立
金
、

療
養
給
付
費
等
負
担
金
返
還
金
で

増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
朝
霞
都
市

計
画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

補
正
額
は
、
２
４
８
１
万
４
千

円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、
１７

億
４
３
３
８
万
７
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

歳
入
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
減
額
し
、
繰
越
金
を
追
加
、

市
債
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
汚
水
管
建
設
事
業
や

雨
水
対
策
事
業
で
、
工
事
請
負
費

等
を
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
増
額
し
て
い
ま
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額
は
、
２
億
８
１
６
９
万

７
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は

５１
億
７
３
１
５
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
介
護
給

付
費
繰
入
金
、
そ
の
他
繰
入
金
、

繰
越
金
の
増
額
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。歳

出
の
主
な
も
の
は
、
基
金
積

立
金
の
介
護
保
険
保
険
給
付
費
支

払
基
金
積
立
事
業
、
償
還
金
な
ど

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
平
成
２５
年
度
朝
霞
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

補
正
額
は
、
７０１
万
５
千
円
の
増

額
で
、
予
算
総
額
は
１０
億
２
７
９

４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
前
年
度

決
算
額
の
確
定
に
よ
り
、
繰
越
金

な
ど
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
な
ど
23
議
案
を
審
議

平
成
24
年
度
各
会
計
決
算
な
ど
23
議
案
を
審
議

第
３
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会

議会だより 
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歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
会

計
へ
の
返
還
分
と
し
て
、
繰
出
金

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

道
路
の
占
用
の
許
可
に
係
る
工
作

物
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
お

よ
び
風
力
発
電
設
備
が
追
加
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
占
用

料
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
引
用

条
文
の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
朝
霞
都
市
計
画
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

負
担
金
単
価
を
条
例
に
規
定
し
、

下
水
道
整
備
事
業
が
終
了
し
た
と

き
の
精
算
規
定
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
延
滞
金
の
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
、
地
方

税
法
の
見
直
し
に
準
じ
た
延
滞
金

の
率
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
介
護
保
険
条
例
及
び
朝

霞
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

延
滞
金
の
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
地
方
税
法
に
準
じ

て
定
め
て
い
る
介
護
保
険
料
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
係

る
延
滞
金
の
率
に
つ
い
て
、
同
様

の
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

延
滞
金
の
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
地
方
税
法
に
準
じ

て
定
め
て
い
る
市
営
住
宅
家
賃
に

係
る
延
滞
金
の
率
に
つ
い
て
、
同

様
の
引
き
下
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
朝
霞
市
部
室
設
置
条
例

朝
霞
市
部
室
設
置
条
例
の
全
部

を
改
正
し
、
市
長
の
事
務
部
局
を

現
行
の
５
部
４
室
か
ら
１
公
室
５

部
２
室
に
改
め
る
も
の
で
す
。
特

徴
は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
、
福
祉

部
門
の
業
務
量
増
大
に
よ
り
福
祉

課
と
子
育
て
支
援
課
を
そ
れ
ぞ
れ

分
割
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
事
務
の
集
約
等
を
図

る
ほ
か
、
体
制
を
強
化
す
る
な
ど
、

よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
運
用
を

図
れ
る
組
織
に
見
直
す
も
の
で
す
。

継
続
審
査

▽
朝
霞
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
に
関
す
る
条
例

行
政
部
内
で
は
得
ら
れ
に
く
い

専
門
性
を
備
え
た
人
材
を
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
期
間
を
限
定

し
て
専
門
的
な
知
識
経
験
等
を
有

す
る
者
を
職
員
と
し
て
採
用
す
る

た
め
、
新
た
に
制
定
す
る
も
の
で

す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
朝
霞
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
７７

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本

市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進

を
図
る
た
め
、
朝
霞
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
附
属
機
関
と
し
て

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
地

方
自
治
法
第
１３８
条
の
４
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
、
新
た
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
右
条
例
に
対
す
る
修
正
案

朝
霞
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
に
つ
い
て
修
正
動
議
が
提
出

さ
れ
、
原
案
と
あ
わ
せ
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

原
案
に
対
す
る
修
正
部
分
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
内
部
に

専
門
委
員
会
を
設
置
す
る
権
限
を

付
与
す
る
も
の
で
す
。

否
決
（
賛
成
少
数
）

▽
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

市
道
第
１
０
０
１
号
線
に
つ
い

て
、
駅
西
口
富
士
見
通
線
整
備
事

業
で
、
新
た
に
道
路
を
築
造
し
た

こ
と
に
伴
い
、
終
点
に
変
更
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
行
う
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
第
１
０
０
１
号
線
に
つ
い

て
、
駅
西
口
富
士
見
通
線
整
備
事

業
に
よ
り
、
新
た
に
道
路
を
築
造

し
た
こ
と
に
伴
い
、
終
点
に
変
更

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
認

定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
第
８５５
号
線
に
つ
い
て
、
開

発
行
為
に
伴
い
、
都
市
計
画
法
第

４０
条
の
規
定
に
よ
り
帰
属
さ
れ
た

道
路
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
第
２
３
９
３
号
線
に
つ
い

て
、
寄
附
採
納
さ
れ
た
道
路
を
認

定
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
朝
霞
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
改

修
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
す
。

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

※
議
案
の
撤
回

朝
霞
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
市

長
か
ら
撤
回
の
請
求
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
内
容
は
第
３
回
定
例
会
時

点
で
の
も
の
で
す
。

議
案
審
議

議
案
第
６９
号

平
成
２４
年
度
朝

霞
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

か
ら
だ
を
む
し
ば
む
長
時

間
労
働
の
常
態
化
の
抜
本

的
改
善
を

○
山
口
公
悦
議
員

健
康
を
害
し

在
職
死
の
お
そ
れ
の
あ
る
年
間
３６０

時
間
を
超
え
る
職
場
は
、
地
域
づ

く
り
支
援
課
・
福
祉
課
・
長
寿
は

つ
ら
つ
課
・
都
市
計
画
課
・
ス
ポ

ー
ツ
課
、
子
育
て
支
援
課
で
は
年

間
７７４
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
時
間

外
労
働
の
縮
減
と
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
の

実
態
。
抜
本
的
改
善
に
向
け
て
課

題
と
対
策
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ

さ
い
。

○
市
長

私
も
確
か
に
超
過
勤
務

が
、
そ
の
理
由
は
問
わ
ず
、
増
え

て
い
る
の
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

職
員
課
も
現
実
的
に
担
当
課
に
丸

投
げ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
指

導
は
し
て
い
ま
す
が
、
結
果
が
伴

っ
て
い
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
私

と
し
て
も
、
残
業
が
増
え
て
い
る

現
状
を
よ
し
と
す
る
こ
と
は
で
き

議会だより 
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市議会を傍聴して 
みませんか 

 

ま
せ
ん
。
職
員
課
が
き
ち
っ
と
担

当
課
と
話
し
合
い
を
し
て
、
業
務

量
が
増
え
た
場
合
は
別
で
す
が
、

何
と
か
事
務
改
善
を
し
な
が
ら
、

超
過
勤
務
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
指
導
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
総
務
部
長

こ
れ
ま
で
も
時
間

外
勤
務
の
縮
減
に
向
け
て
平
成
１９

年
度
に
時
間
外
勤
務
縮
減
指
針
を

策
定
し
、
時
差
勤
務
の
活
用
や
毎

週
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
、
所

属
長
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
の
周

知
を
行
う
と
と
も
に
、
時
間
外
勤

務
の
適
正
実
施
お
よ
び
そ
の
縮
減

に
つ
い
て
の
通
知
を
定
期
的
に
行

う
な
ど
、
長
時
間
労
働
の
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
時
間
外
勤
務
の
多
い
職

員
に
対
し
て
は
、
産
業
医
に
よ
る

面
接
指
導
を
実
施
し
、
勤
務
状
況

と
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
８５
号

朝
霞
市
部
室
設

置
条
例

部
室
設
置
条
例
は
撤
回
す

べ
き
で
あ
る

○
小
山
香
議
員

朝
霞
市
部
室
設

置
条
例
は
、
市
長
部
局
の
組
織
を

変
更
す
る
に
当
た
り
、
従
前
の
教

育
委
員
会
の
青
少
年
に
関
す
る
事

務
分
掌
を
市
長
部
局
に
移
管
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
事
前
に
教
育
委
員
会
に
対

し
意
見
聴
取
を
し
て
い
な
い
。
こ

れ
は
地
方
教
育
行
法
に
違
反
し
て

い
る
。
埼
玉
県
市
町
村
課
行
政
担

当
も
「
教
育
委
員
会
の
事
務
分
掌

を
市
長
部
局
に
移
管
す
る
な
ら
ば
、

市
長
は
議
会
に
提
出
す
る
前
に
教

育
委
員
会
の
意
見
を
前
も
っ
て
聞

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
回
答

し
て
い
た
。
条
例
の
提
出
を
撤
回

す
べ
き
で
あ
る
。

○
審
議
監

今
回
提
案
し
ま
し
た

部
室
設
置
条
例
は
、
市
長
の
事
務

部
局
の
組
織
、
部
と
室
を
位
置
づ

け
る
部
分
に
つ
い
て
の
改
正
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
中
に
は
事
務
分
掌
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
の
組
織
と
事
務
分

掌
に
つ
い
て
は
、
朝
霞
市
教
育
委

員
会
事
務
局
組
織
規
則
が
あ
り
、

条
例
の
審
議
後
、
教
育
委
員
会
の

会
議
の
中
で
規
則
の
改
正
手
続
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
手
続
の
中

で
教
育
委
員
会
の
意
向
も
踏
ま
え

た
形
で
処
理
さ
れ
る
と
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
町
村
課
に
問
い
合
わ
せ
を
し

た
と
こ
ろ
、
今
回
提
案
し
て
い
る

市
長
部
局
の
部
室
設
置
条
例
の
内

容
で
、
地
教
行
法
の
第
２９
条
に
抵

触
す
る
と
い
う
判
断
に
は
な
ら
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

部
室
設
置
条
例
に
つ
い
て

○
田
辺
淳
議
員

教
育
委
員
会
に

諮
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
職
員

定
数
（
削
減
）
条
例
案
を
取
下
げ

た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
部
室
設
置

条
例
案
や
子
育
て
会
議
条
例
案
な

ど
も
、
教
育
委
員
会
に
諮
ら
ず
に

提
案
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
来

は
、
こ
れ
ら
議
案
も
撤
回
す
る
の

が
筋
だ
と
思
い
ま
す
。
政
策
企
画

室
や
入
札
契
約
室
を
廃
止
し
、
新

た
に
危
機
管
理
室
を
設
置
。
そ
こ

に
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
部
長
待
遇
の
危

機
管
理
監
と
し
て
迎
え
よ
う
と
の

こ
と
。
そ
も
そ
も
、
防
災
は
、
災

害
に
強
い
街
づ
く
り
こ
そ
、
自
治

体
の
行
う
一
番
重
要
な
手
立
て
で

す
。
そ
の
役
割
を
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
で

担
え
ま
す
か
？

○
審
議
監

危
機
管
理
室
は
、
今

後
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
、
強
い
指
導
力
を
持
っ
て
全
庁

に
意
識
を
徹
底
し
、
ま
た
、
市
民

の
皆
様
の
防
災
意
識
を
さ
ら
に
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
市
長
直
轄
の

組
織
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
危
機
管
理
単
独
の
部
長
職
と

し
て
危
機
管
理
監
と
い
う
職
を
予

定
し
て
お
り
、
市
長
、
副
市
長
の

直
接
の
指
示
を
受
け
て
危
機
管
理

対
策
を
推
進
す
る
体
制
を
し
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
８７
号

朝
霞
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

当
事
者
や
市
民
の
参
加

○
黒
川
滋
議
員

子
ど
も
子
育
て

事
業
計
画
の
策
定
に
、
子
ど
も
や
、

待
機
児
童
の
保
護
者
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
は
行
わ
な
い
の
か
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
だ
け
で
は
少
数
意
見
と
し

て
し
か
現
れ
な
い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
質
的
調
査
が
必
要
だ
。

保
育
所
の
整
備
と
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
課
題
と
、
幼
稚
園
の

公
的
位
置
づ
け
と
、
子
ど
も
の
遊

び
を
支
え
る
様
々
な
活
動
と
、
児

童
虐
待
防
止
と
盛
り
込
む
計
画
と

な
る
が
、
専
門
的
な
分
科
会
を
設

け
な
い
の
で
は
中
途
半
端
な
議
論

し
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

○
福
祉
部
長

子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
審
議
す
る
事
項
に
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

策
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、

本
市
の
乳
幼
児
期
に
お
け
る
教
育
・

保
育
に
関
す
る
需
給
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
中
心
と
な
り
ま
す
の
で
、

委
員
に
は
子
ど
も
当
事
者
で
は
な

く
そ
の
保
護
者
の
選
任
を
考
え
て

い
ま
す
。
会
議
で
は
限
ら
れ
た
方

の
参
加
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

計
画
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

部
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
設
置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
条
例
第
７
条
に
お
い
て
委

員
以
外
の
者
の
出
席
を
求
め
て
意

見
や
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
制
度
も
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議会を傍聴することは、市民として
市政を身近に知るための最もよい方法
です。皆さんが選んだ議員がどのよう
な活動、仕事をしているかなどを十分
にご理解いただけると思います。
市議会定例会は、３月、６月、９月、

１２月の年４回開かれます。ぜひ傍聴に
お出かけください。
問／議会事務局 ☎４６３―０５４９

議会だより 
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総
務
関
係

防
災
対
策
に
つ
い
て

○
小
池
正
訓
議
員

東
日
本
大
震

災
発
生
を
受
け
て
最
近
で
は
、
関

東
・
東
海
・
近
畿
地
方
に
大
地
震

発
生
の
心
配
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
の
公
共
施
設
や
学
校
の

建
物
本
体
の
耐
震
化
工
事
は
お
お

む
ね
完
了
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
つ

り
天
井
に
つ
い
て
は
、
約
９
割
が

落
下
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

な
い
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
生
お
よ
び
多
く
の
市
民

の
皆
様
が
利
用
す
る
施
設
で
す
。

朝
霞
市
の
公
共
施
設
、
小
・
中
学

校
の
つ
り
天
井
設
置
実
態
と
そ
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

○
総
務
部
長

本
市
の
状
況
で
す

が
、
つ
り
天
井
の
構
造
を
有
し
て

い
る
施
設
は
多
数
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
国
の
規
制
対
象
に
該
当

す
る
小
・
中
学
校
以
外
の
公
共
施

設
は
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
、
博
物

館
展
示
室
、
総
合
体
育
館
の
ラ
ウ

ン
ジ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
５
か
所
で
す
。

今
後
の
対
応
と
し
て
は
、
本
年
８

月
に
国
土
交
通
省
が
示
し
て
い
る

つ
り
天
井
の
脱
落
対
策
に
つ
い
て

の
技
術
的
助
言
を
活
用
し
、
当
該

施
設
の
適
切
な
調
査
点
検
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
改
修
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
学
校
教
育
部
長

国
の
規
制
対

象
に
該
当
す
る
つ
り
天
井
を
設
置

し
て
い
る
市
内
の
学
校
施
設
は
、

第
一
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
メ
イ

ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
お

よ
び
武
道
場
の
３
か
所
で
す
。
対

応
方
法
と
し
て
は
、
文
部
科
学
省

か
ら
示
さ
れ
た
学
校
施
設
に
お
け

る
天
井
等
落
下
防
止
対
策
の
た
め

の
手
引
を
活
用
し
、
当
該
施
設
の

点
検
を
行
い
ま
す
。
点
検
の
結
果
、

改
修
等
の
必
要
が
あ
れ
ば
改
修
計

画
を
策
定
し
、
工
事
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

黒
目
川
通

り
の
膝
折
町
４
―
１５
の
道
路
拡
幅

と
歩
道
設
置
／
西
朝
霞
公
民
館
入

口
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て

基
地
跡
地
の
今
後
の
展
開

○
黒
川
滋
議
員

暫
定
利
用
地
の

管
理
受
託
の
契
約
更
新
の
状
況
は
。

契
約
更
新
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
か
。

国
に
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る

利
用
計
画
の
策
定
に
、
作
業
に
入

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

あ
る
日
突
然
、
具
体
的
な
利
用
が

決
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
市
政
を
め
ぐ
り
再
び
混
乱
が

起
き
る
。
未
来
に
必
要
と
さ
れ
る

最
低
限
必
要
な
施
設
を
市
民
と
確

認
し
、
そ
れ
ら
を
ど
こ
に
配
置
す

る
か
議
論
を
始
め
、
合
意
が
必
要

は
な
い
か
。

未
利
用
地
は
、
森
林
浴
の
た
め

に
開
放
で
き
な
い
か
。

○
審
議
監

暫
定
利
用
地
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
８
月
か
ら
２
年
間

と
い
う
期
限
つ
き
で
朝
霞
市
と
関

東
財
務
局
と
の
間
で
管
理
委
託
契

約
を
締
結
し
、暫
定
利
用
広
場「
朝

霞
の
森
」
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
関
東
財
務
局
が
実
施
し

て
い
ま
す
跡
地
内
の
土
壌
汚
染
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
他
の

土
地
利
用
方
針
の
変
更
が
必
要
か

ど
う
か
な
ど
、
庁
内
の
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
後
、
有
識

者
や
市
民
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る

見
直
し
の
た
め
の
委
員
会
で
、
幅

広
い
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
頂

戴
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
順
次
見

直
し
作
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

基
地
跡
地
の
公
開
に
つ
い
て
は
、

利
用
計
画
の
見
直
し
を
行
う
た
め

に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
現
地
を

見
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
広
く
設

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、
現
状
も
立
入
禁
止
の
状

態
で
す
の
で
、
森
林
浴
の
た
め
と

い
う
名
目
は
無
理
か
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
利
用
計
画
の
見
直
し

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
く

う
え
で
必
要
だ
と
い
う
観
点
で
、

公
開
の
機
会
は
今
後
も
、
関
東
財

務
局
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

臨
時
職
員

の
安
定
雇
用
の
改
革
／
新
制
度
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／
地
域
の
バ

ス
／
市
道
１
号
線
の
安
全
確
保

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
石
川
啓
子
議
員

国
保
税
、
年

金
保
険
料
が
家
計
に
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
２００
万
円
の

４
人
家
族
で
は
、
国
保
税
と
年
金

保
険
料
は
６５
万
７
千
円
、
所
得
の

３
分
の
１
を
占
め
ま
す
。
未
納
者

全
体
の
８４
％
が
所
得
２００
万
円
の
世

帯
で
す
。
差
し
押
さ
え
は
６６１
件
に

も
上
り
ま
す
。
最
低
生
活
費
１５
万

円
を
残
し
、
給
与
を
差
し
押
さ
え

ら
れ
た
方
は
家
賃
と
生
活
費
を
支

払
う
と
通
勤
費
用
も
な
く
、
仕
事

を
続
け
ら
れ
な
い
と
分
割
納
付
を

申
し
出
て
も
解
除
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
生
活
状
況
を
見
て

生
活
を
支
援
す
る
納
付
相
談
を
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
健
康
づ
く
り
部
長

国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
災

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
９
月
１８
日
か
ら
２０
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

１８
人
の
議
員
か
ら
８３
項
目
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
か

ら
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

質
問
議
員
（
発
言
通
告
順
）

高
橋

勅
幸

遠
藤

光
博

駒
牧

容
子

福
川

鷹
子

本
山

好
子

岡
﨑

和
広

小
池

正
訓

大
橋

正
好

獅
子
倉
千
代
子

黒
川

滋

船
本

祐
志

松
下

昌
代

石
原

茂

小
山

香

山
口

公
悦

石
川

啓
子

田
辺

淳

斉
藤

弘
道

一

般

質

問

問…問い合わせ

議会だより 
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害
や
世
帯
主
の
所
得
の
著
し
い
減

少
等
で
国
保
税
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
、
世
帯
の
人
数
、
資
産
状

況
等
を
踏
ま
え
、
い
ろ
い
ろ
な
状

況
を
加
味
し
て
、
来
た
人
と
十
分

相
談
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
総
務
部
長

ご
質
問
の
件
の
そ

の
後
の
対
応
と
し
て
は
、
差
し
押

さ
え
は
解
除
し
、
分
納
に
移
行
し

ま
し
た
。
差
し
押
さ
え
の
解
除
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
実
施
す
る
段

階
で
解
除
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
て

も
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

職
員
の
対
応
に
手
違
い
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
今
後
指
導
し
て
ま
い
り

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

震
災
時
の

学
校
、
保
育
園
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
安
全
対
策
／
四
中
校
庭
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
善
を

建
設
関
係

都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

○
船
本
祐
志
議
員

都
市
計
画
道

路
は
、
快
適
な
都
市
を
つ
く
る
た

め
の
基
盤
的
施
設
と
し
て
、
法
に

基
づ
き
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
道

路
で
あ
り
ま
す
。
朝
霞
市
に
は
十

四
本
の
都
市
計
画
道
路
が
あ
り
、

す
で
に
整
備
済
み
の
も
の
は
交
通

渋
滞
緩
和
や
利
便
性
の
向
上
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
都

市
計
画
決
定
後
六
十
年
を
経
過
し
、

ま
だ
未
整
備
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
道
路
上
に

あ
た
る
土
地
所
有
者
に
は
、
家
を

建
て
る
際
の
制
限
が
か
か
り
ま
す
。

今
後
、
整
備
不
可
能
な
都
市
計
画

道
路
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
さ

れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

○
都
市
建
設
部
長

都
市
計
画
道

路
の
課
題
と
し
て
、
事
業
中
の
路

線
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
、
財
源
の
確
保
が

難
し
い
こ
と
と
用
地
買
収
の
交
渉

に
お
い
て
地
権
者
の
合
意
が
得
ら

れ
ず
、
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
粘
り
強

い
用
地
交
渉
を
行
う
と
と
も
に
、

国
庫
補
助
の
活
用
な
ど
も
検
討
し

な
が
ら
、
早
期
完
成
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
着
手
の
路
線
や
、
土

地
区
画
整
理
事
業
等
で
一
部
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
多
く
が
未

整
備
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
存
続

ま
た
は
廃
止
の
検
討
を
行
う
こ
と

が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

政
策
決
定

に
つ
い
て
①
新
組
織
で
の
政
策
決

定
に
つ
い
て
②
政
策
研
究
の
あ
り

方
に
つ
い
て

生
産
緑
地
の
追
加
指
定
に

つ
い
て

○
石
原
茂
議
員

都
市
化
が
進
展

し
、
農
業
環
境
も
多
種
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
新

鮮
野
菜
の
供
給
や
都
市
農
業
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生
産
緑

地
指
定
の
効
果
は
、
農
地
を
保
全

す
る
こ
と
、
環
境
の
保
全
や
災
害

を
防
止
す
る
こ
と
で
す
。
生
産
緑

地
に
指
定
さ
れ
る
と
優
遇
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
３０
年
間
農
地

を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。
平
成
２４
年
度
か
ら
生
産
緑
地

地
区
の
追
加
指
定
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
ど

れ
く
ら
い
申
請
が
あ
り
ま
し
た
か
。

ま
た
、
朝
霞
市
の
生
産
緑
地
は
ど

れ
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
か
伺
い

ま
す
。

○
都
市
建
設
部
長

平
成
２４
年
度

の
生
産
緑
地
の
追
加
指
定
は
、
申

請
が
２３
件
で
、
約
4.2
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

平
成
２４
年
度
末
に
お
け
る
生
産
緑

地
地
区
数
お
よ
び
面
積
は
計
２２０
地

区
、
面
積
約
６５.６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
２５
年
度
は
、
５

月
１３
日
か
ら
６
月
２８
日
の
期
間
で

追
加
指
定
の
申
請
を
受
け
、
７
件

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
面
積
は

約
０.８
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
指
定
さ
れ
る

予
定
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

生
涯
学
習

に
お
け
る
小
学
生
に
対
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

教
育
環
境
関
係

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
」

の
設
置
に
つ
い
て

○
福
川
鷹
子
議
員

８
月
１９
日
、

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
」
を

来
年
４
月
か
ら
通
え
る
よ
う
に
設

置
し
て
ほ
し
い
と
朝
霞
市
難
聴
児

ろ
う
児
の
親
の
会
の
方
が
２
８
３

８
人
の
署
名
を
朝
霞
市
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
埼
玉
新

聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

６４
市
町
村
の
う
ち
、
設
置
の
な
い

市
は
朝
霞
市
を
含
め
５
市
の
み
で

す
。
朝
霞
市
は
来
年
難
聴
児
が
３

人
、
現
在
も
「
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
教
室
」
が
必
要
な
子
ど
も
３
人

は
お
隣
の
新
座
市
ま
で
通
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
４
月
に
は
朝
霞

市
に
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
い
か
が
で
す
か
。

○
学
校
教
育
部
長

現
在
、
通
常

学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
害
の
児

童
を
対
象
と
し
た
通
級
指
導
教
室

を
朝
霞
第
四
小
学
校
に
１
学
級
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
新
設
・
増
設

に
つ
い
て
は
、
朝
霞
市
教
育
委
員

会
と
し
て
も
喫
緊
の
課
題
と
捉
え

て
い
ま
す
。

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
」
を

含
む
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、

例
年
９
月
末
に
埼
玉
県
教
育
委
員

会
よ
り
埼
玉
県
内
の
全
市
町
村
の

教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
設
置
を

希
望
す
る
か
ど
う
か
の
意
向
確
認

の
文
書
が
届
き
ま
す
。
そ
の
後
、

希
望
し
た
市
町
村
教
育
委
員
会
に

対
し
て
県
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

２
月
ご
ろ
、
国
か
ら
の
加
配
教
員

数
の
決
定
を
受
け
て
、
県
が
市
町

村
教
育
委
員
会
に
設
置
の
許
可
を

行
い
ま
す
。
朝
霞
市
教
育
委
員
会

の
方
針
と
し
て
は
、
通
級
し
て
い

る
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
考
え
、

通
級
指
導
教
室
の
新
設
・
増
設
を

希
望
し
、
県
に
申
請
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

教
職
員
の

不
祥
事
／
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費

拡
大
／
高
齢
者
対
策
／
市
道
５２９
号

線
／
行
政
サ
ー
ビ
ス
比
較

小
・
中
学
校
に
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
の
設
置
を

○
岡
﨑
和
広
議
員

熱
中
症
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
近
年
、
公
共
の

場
に
細
か
い
霧
状
の
シ
ャ
ワ
ー
で

夏
の
暑
さ
を
和
ら
げ
る
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
の
設
置
が
増
加
し
て
い
ま

議会だより 
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す
。ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
水
道
の
蛇

口
に
直
結
し
て
使
用
す
る
た
め
、

噴
射
に
は
電
気
も
不
要
、
低
コ
ス

ト
で
冷
却
効
果
は
高
く
、
蒸
発
す

る
際
の
気
化
熱
で
気
温
を
約
３
度

程
度
冷
や
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

猛
暑
の
中
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
熱
中
症
か
ら
防
ぐ
た
め

に
も
、
小
・
中
学
校
に
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
の
設
置
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

○
学
校
教
育
部
長

近
年
の
猛
暑

に
よ
り
、
熱
中
症
な
ど
の
症
状
で

体
調
不
良
に
な
る
方
々
が
多
く
い

る
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

の
報
道
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ミ
ス
ト
シ

ャ
ワ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

天
候
や
設
置
状
況
に
も
よ
り
ま
す

が
、
周
辺
の
気
温
を
２
度
か
ら
３

度
程
度
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
け
る

教
育
施
設
の
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の

設
置
状
況
は
、
総
合
体
育
館
の
入

り
口
と
ロ
ビ
ー
外
側
の
休
憩
ス
ペ

ー
ス
、
青
葉
台
お
よ
び
滝
の
根
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
合
計
４
か
所
に
、

簡
易
な
も
の
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
小
・
中
学
校
に
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
設
置
の
効
果
、
効
用
な
ど
を

検
証
し
、
各
学
校
の
設
置
要
望
や

設
置
場
所
を
確
認
し
た
う
え
で
、

来
年
度
の
設
置
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

景
観
・
観

光
・
文
化
な
ど
朝
霞
の
魅
力
の
発

信
を
／
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い

て
（
空
き
店
舗
の
活
用
を
）

朝
霞
市
の
学
校
教
育
に
つ

い
て

○
大
橋
正
好
議
員

誰
も
が
朝
霞

地
区
内
の
高
校
進
学
が
か
な
う
よ

う
、
さ
ら
に
学
業
の
全
て
に
お
い

て
、
平
均
レ
ベ
ル
以
上
を
望
み
、

そ
し
て
一
人
一
人
の
特
色
を
見
い

だ
し
長
所
を
伸
ば
し
て
、
気
づ
き

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
環
境

を
整
え
て
い
く
べ
き
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
の
で
、
市
の
教
育
指
針

『
理
念
』�
２１
世
紀
を
心
豊
か
に

生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

朝
霞
の

教
育
�
と
教
育
振
興
基
本
計
画
と

は
、
ま
た
、
人
材
育
成
と
確
か
な

学
力
と
は
何
か
、
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
分
か
り
や
す
く
具
体
的

に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、

こ
の
と
こ
ろ
の
成
果
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

○
教
育
長

４
月
か
ら
朝
霞
市
教

育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
、
二

つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
施
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、

「
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が

連
携
協
力
し
て
子
供
た
ち
に
生
き

る
力
を
育
み
ま
す
」
を
掲
げ
ま
し

た
。
学
校
、
家
庭
は
も
と
よ
り
、

市
民
の
皆
様
の
教
育
力
を
結
集
し

て
、
全
て
の
朝
霞
市
の
子
供
た
ち

に
生
き
る
力
を
育
成
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
二
つ
目
は
、
「
一
人

一
人
が
心
豊
か
に
、
と
も
に
学
び
、

生
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
朝
霞
市
に
暮
ら
す

市
民
一
人
一
人
が
心
豊
か
な
暮
ら

し
を
送
り
、
地
域
の
中
で
と
も
に

学
び
生
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

○
学
校
教
育
部
長

朝
霞
市
教
育

振
興
基
本
計
画
の
基
本
目
標
で
は
、

「
未
来
の
朝
霞
を
開
く
人
材
育

成
」
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
豊

か
な
心
を
育
む
教
育
や
人
権
を
尊

重
し
た
教
育
の
推
進
、
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
の
充
実
、
い
じ
め
・
不

登
校
対
策
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
「
確
か
な

学
力
と
自
立
す
る
力
の
育
成
」
で

は
、
こ
の
夏
休
み
中
に
市
内
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
彩
夏
ち
ゃ
ん

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
う
補
習

教
室
、
英
語
・
わ
く
わ
く
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
と
い
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
指
導
に

よ
る
小
学
生
対
象
の
英
会
話
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

市
内
道
路

交
通
渋
滞
を
無
く
す
／
朝
霞
で
防

災
・
災
害
が
有
っ
た
ら
膝
折
地
区

に
大
雨
冠
水
を
無
く
す

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て

○
松
下
昌
代
議
員

各
課
の
事
業

に
沿
っ
て
、
市
内
で
は
市
民
団
体

が
数
多
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
同

じ
よ
う
な
活
動
内
容
で
あ
っ
て
も
、

課
が
異
な
る
と
交
流
し
づ
ら
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
連
携
を
図
る
こ

と
で
相
互
の
活
動
が
広
が
り
、
ひ

い
て
は
多
世
代
交
流
に
つ
な
が
り

ま
す
。
多
世
代
交
流
を
核
と
し
た

地
域
の
つ
な
が
り
を
形
成
す
る
に

あ
た
り
、
団
体
の
組
織
力
・
事
業

力
の
強
化
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
、
課
に

と
ら
わ
れ
な
い
団
体
間
と
連
携
・

交
流
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
が
、

本
市
の
見
解
に
つ
い
て
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

○
市
民
環
境
部
長

市
で
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
に
関
す
る

情
報
の
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

市
民
活
動
団
体
を
幅
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
あ
さ
か
市
民

活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
や

団
体
の
活
動
を
取
材
し
た
「
あ
さ

か
市
民
活
動
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」

を
「
広
報
あ
さ
か
」
へ
掲
載
す
る

な
ど
し
て
、
個
人
と
団
体
ま
た
は

団
体
同
士
が
つ
な
が
れ
る
よ
う
、

情
報
の
提
供
や
発
信
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
個
々
の
団
体
か
ら
ご
相

談
を
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
関

係
す
る
と
思
わ
れ
る
団
体
の
紹
介

や
、
関
係
部
課
と
の
連
絡
や
調
整

役
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

応
じ
た
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
関
係
部
課

と
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有

の
機
会
を
設
け
る
な
ど
し
て
、

個
々
の
団
体
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

の
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

夏
休
み
の

教
育
事
業
に
つ
い
て
／
女
性
職
員

の
メ
ン
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
／
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ
い
て

民
生
関
係

個
別
が
ん
検
診
に
つ
い
て

○
高
橋
勅
幸
議
員

平
成
２４
年
４

月
３０
日
ま
で
無
料
で
あ
っ
た
個
別

が
ん
検
診
が
、
２４
年
５
月
１
日
か

議会だより 
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ら
一
部
負
担
を
導
入
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
市
の
歳
出
が
ど
の
く
ら

い
抑
制
で
き
た
の
か
、
ま
た
、
検

診
の
実
績
は
、
以
前
の
状
況
と
し

て
ど
う
な
の
か
伺
い
ま
す
。
冒
頭

に
歳
出
の
抑
制
状
況
と
検
診
状
況

を
お
伺
い
し
た
の
は
市
民
の
声
と

し
て
個
別
が
ん
検
診
を
新
座
市
同

様
無
料
化
に
戻
し
て
欲
し
い
と
の

市
民
の
声
で
す
。
市
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
と
い
う
視
点
で
個
別

が
ん
検
診
の
無
料
化
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
部
長

個
別
が
ん

検
診
の
一
部
負
担
に
よ
る
歳
出
の

抑
制
状
況
に
つ
い
て
は
、
個
別
が

ん
検
診
に
お
い
て
委
託
料
の
１
割

相
当
の
自
己
負
担
を
導
入
し
た
結

果
、
無
料
で
実
施
し
た
場
合
と
比

較
し
て
１
４
６
７
万
２００
円
の
支
出

の
縮
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
検
診
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
平
成
２３
年
度
と
比
較
し
て
受

診
者
数
で
は
、
胃
が
ん
検
診
で
７８７

名
、
肺
が
ん
で
１
１
２
６
名
、
大

腸
が
ん
で
４３２
名
、
子
宮
が
ん
で
２７８

名
、
乳
が
ん
で
３３７
名
、
前
立
腺
が

ん
で
３１７
名
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
受

診
率
で
は
、
胃
が
ん
１.７
％
、
肺
が

ん
２.２
％
、
大
腸
が
ん
０.９
％
、
子
宮

が
ん
０.７
％
、
乳
が
ん
１.１
％
、
前
立

腺
が
ん
３.７
％
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
て

い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
再
度
無
料
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成
２４
年
度

か
ら
一
部
自
己
負
担
を
開
始
し
た

ば
か
り
で
あ
り
、
近
隣
市
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
自
己
負
担
導
入
の

初
年
度
は
受
診
者
が
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
、
徐
々
に
回
復

し
て
い
る
状
況
も
う
か
が
え
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
が
ん

検
診
の
よ
り
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努

め
、
受
診
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

外
来
生
物

に
つ
い
て
⑴
朝
霞
市
に
お
け
る
状

況
に
つ
い
て
⑵
対
応
と
処
置
に
つ

い
て

障
が
い
者
施
策
の
充
実
に

つ
い
て

○
遠
藤
光
博
議
員

あ
さ
か
福
祉

作
業
所
の
定
員
の
空
き
が
あ
と
２

名
と
聞
い
て
い
ま
す
。
特
別
支
援

学
校
の
卒
業
生
皆
さ
ん
が
作
業
所

に
行
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

朝
霞
市
障
害
福
祉
計
画
か
ら
も
大

き
な
課
題
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
的
就
労
を
安
定
さ
せ
る
意
味

で
も
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
作
製
し
た
製
品
な
ど
の
販
売
の

場
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
市
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
で
販
売

が
で
き
な
い
か
、
今
年
３
月
に
も

一
般
質
問
し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

○
福
祉
部
長

あ
さ
か
福
祉
作
業

所
は
、
平
成
２３
年
度
に
定
員
を
１９

人
か
ら
４０
人
に
拡
大
し
、
平
成
２５

年
９
月
現
在
３８
人
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
利
用
者
が
増

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
作
製
し
た
製
品
を
市
庁

舎
で
販
売
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
施
設
に
お
い
て
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
市
と
し
て
も
、
販
売
の
機
会

を
提
供
、
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

施
設
利
用
者
の
工
賃
な
ど
が
増
額

さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
こ
の
支
援
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
施
設
で
作
製
し
た
作
品
な
ど

を
販
売
し
た
い
と
い
う
場
合
に
は
、

随
時
市
民
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
庁
舎
を
管
理

す
る
担
当
と
も
協
議
し
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

ゲ
リ
ラ
豪

雨
対
策
／
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
／
福

祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
／
障
が
い

者
就
労
支
援
に
つ
い
て

他

軽
度
認
知
障
が
い
の
早
期

発
見
の
た
め
に

○
駒
牧
容
子
議
員

軽
度
認
知
障

が
い
は
認
知
機
能
の
一
つ
に
低
下

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
日
常
生
活

に
は
支
障
の
な
い
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
状
態
で
、

軽
度
の
う
ち
に
適
切
な
運
動
や
生

活
習
慣
の
改
善
な
ど
の
対
策
を
取

れ
ば
、
認
知
障
が
い
の
進
行
を
遅

ら
せ
、
認
知
症
を
予
防
す
る
こ
と

も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽
度

認
知
障
が
い
と
老
化
現
象
に
よ
る

物
忘
れ
を
、
高
い
精
度
で
判
別
出

来
る
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト

を
活
用
し
た
「
あ
た
ま
の
元
気
ま

る
」
測
定
を
、
高
齢
者
の
健
康
管

理
の
た
め
に
朝
霞
市
で
も
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

○
健
康
づ
く
り
部
長

認
知
症
は
、

早
期
に
発
見
し
て
適
切
な
対
応
を

と
る
こ
と
や
治
療
を
す
る
こ
と
で

進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
言

わ
れ
て
お
り
、
生
活
習
慣
病
を
予

防
改
善
す
る
こ
と
は
、
脳
血
管
疾

患
に
伴
う
認
知
症
の
予
防
に
効
果

的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
介
護
予
防

事
業
の
中
で
年
間
を
通
し
て
高
齢

者
の
た
め
の
体
操
教
室
や
栄
養
改

善
サ
ロ
ン
を
実
施
す
る
ほ
か
、
平

成
２４
年
度
に
は
膝
折
団
地
に
お
い

て
、
約
５
か
月
間
に
わ
た
り
地
域

参
加
型
認
知
症
予
防
事
業
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
本
市

の
平
成
２５
年
１
月
１
日
現
在
の
高

齢
化
率
は
１７.２
％
と
な
り
、
同
時
期

の
県
平
均
２１.７
％
、
国
平
均
２４.４
％
に

比
べ
低
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
率
は
年
々
高
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
に

お
い
て
は
、
引
き
続
き
こ
う
し
た

事
業
の
実
施
を
通
じ
て
認
知
症
の

予
防
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
軽
度

認
知
障
害
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
導

入
し
て
い
ま
す
自
治
体
の
情
報
収

集
に
努
め
る
な
ど
、
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

５
歳
児
健

診
の
導
入
／
投
票
率
向
上
の
た
め

に
／
部
活
の
遠
征
に
対
し
て
補
助

金
枠
の
拡
大
／
地
域
問
題

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
建
設
に
つ
い
て

○
本
山
好
子
議
員

近
年
、
精
神

障
が
い
を
含
む
障
が
い
の
あ
る
方

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
は
相

議会だより 
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談
数
と
と
も
に
増
え
て
い
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
精
神
障
が
い
を
抱
え

る
方
そ
の
ご
家
族
も
増
加
が
著
し

い
現
在
、
生
活
を
支
え
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
新
設
予
定
、
そ
れ
に

対
す
る
支
援
は
市
と
し
て
何
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
将
来
の
ケ
ア
ホ

ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
一
元

化
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
お

考
え
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

○
福
祉
部
長

現
在
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
建
設
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
者
に

よ
る
開
設
の
動
き
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
ケ

ア
ホ
ー
ム
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

統
合
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
障
害
の

あ
る
方
の
地
域
移
行
を
促
進
す
る

た
め
、
地
域
生
活
の
基
盤
と
な
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
住
ま
い

の
場
の
確
保
が
よ
り
一
層
促
進
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら

適
切
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

彩
夏
祭
の

反
省
点
と
今
後
の
課
題
／
猛
暑
対

策
猛
暑
時
の
子
ど
も
の
ヤ
ケ
ド
／

豪
雨
や
落
雷
時
の
防
災
対
策

児
童
虐
待
防
止
の
支
援
体

制
に
つ
い
て

○
獅
子
倉
千
代
子
議
員

児
童
虐

待
に
対
す
る
痛
ま
し
い
事
件
は
後

を
絶
た
ず
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
き

ま
し
て
も
昨
年
公
立
保
育
園
に
通

う
５
歳
の
児
童
が
親
の「
し
つ
け
」

と
称
し
て
約
１
か
月
に
も
及
ぶ
執

よ
う
な
暴
行
を
受
け
死
亡
す
る
と

い
う
悲
し
い
事
件
が
起
き
て
い
ま

す
。
８
月
２９
日
に
こ
の
事
件
に
関

わ
っ
た
母
親
に
求
刑
を
上
回
る
懲

役
１１
年
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
を
二
度

と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
本
市
の

児
童
虐
待
防
止
の
支
援
体
制
の
中

で
児
童
相
談
窓
口
の
現
状
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

○
福
祉
部
長

本
市
の
児
童
相
談

の
件
数
は
、
平
成
２４
年
度
４４２
件
、

児
童
虐
待
通
告
の
受
理
件
数
は
、

平
成
２４
年
度
は
１０７
世
帯
で
す
。

児
童
相
談
や
虐
待
通
告
に
対
応
す

る
職
員
体
制
と
し
て
は
、
子
育
て

支
援
課
に
こ
ど
も
相
談
係
を
設
置

し
、
係
長
以
下
４
名
の
職
員
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
３
名
の
職
員
は

社
会
福
祉
主
事
で
あ
り
、
こ
の
う

ち
２
名
は
保
健
師
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

夜
間
や
休
日
な
ど
市
役
所
の
閉

庁
時
間
に
お
け
る
相
談
体
制
に
つ

い
て
は
、
２４
時
間
対
応
で
あ
る
児

童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
を

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
緊
急
性
が
高
い
場
合
に

は
、
警
察
署
に
通
報
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
場
合

に
は
、
警
備
員
か
ら
児
童
相
談
の

担
当
職
員
に
連
絡
が
入
る
体
制
と

し
て
お
り
、
随
時
対
応
し
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

市
民
祭
り

の
安
全
対
策
に
つ
い
て
／
夏
休
み

中
の
中
学
生
の
部
活
動
の
状
況
と

小
中
学
生
の
登
校
日
に
つ
い
て

保
育
料
格
差
を
是
正
す
べ

き
で
あ
る

○
小
山
香
議
員

就
学
前
の
子
ど

も
が
三
人
い
る
場
合
、
認
可
保
育

園
に
入
っ
た
三
人
目
の
子
ど
も
の

保
育
料
は
無
料
に
な
る
。
し
か
し
、

同
じ
く
三
人
目
で
も
認
可
保
育
園

が
満
員
で
入
れ
ず
、
家
庭
保
育
室

に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、

同
じ
条
件
で
認
可
保
育
園
に
入
っ

た
場
合
に
比
べ
て
、
市
の
要
綱
に

よ
り
補
助
を
受
け
て
も
約
一
万
三

千
円
負
担
の
差
が
あ
る
。
こ
れ
は

認
可
保
育
園
の
定
員
不
足
か
ら
生

じ
た
格
差
で
あ
る
た
め
、
是
正
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
是
正
が
で
き

な
い
と
言
う
の
な
ら
ば
、
要
綱
を

条
例
化
し
て
議
会
に
格
差
の
是
非

を
問
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
市
長

ど
こ
の
市
も
、
家
庭
保

育
室
に
入
っ
て
い
る
方
々
の
負
担

軽
減
と
い
う
意
味
で
、
補
助
事
業

を
要
綱
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

条
例
化
に
つ
い
て
は
、
出
す
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
福
祉
部
長

保
育
園
の
保
育
料

は
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
徴
収

基
準
を
も
と
に
、
市
が
保
護
者
の

負
担
能
力
に
応
じ
て
定
め
、
家
庭

保
育
室
の
保
育
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
保
育
室
が
独
自
に
定
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
で
は
、
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
保
育
園
に
お
け

る
保
育
料
の
減
免
制
度
や
家
庭
保

育
室
に
お
け
る
保
護
者
負
担
軽
減

費
補
助
金
の
交
付
な
ど
、
そ
の
制

度
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
全
て
保
護
者
の
負
担

を
同
様
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
に
お
い
て
、
家
庭
保

育
室
を
含
め
た
認
可
外
保
育
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

市
広
報
、

選
挙
公
報
の
全
戸
配
布
／
生
活
保

護
費
切
下
げ
／
障
が
い
者
等
の
共

生
／
市
と
社
協
の
福
祉
業
務
連
携

障
が
い
者
（
児
）
の
生
涯

を
見
通
し
た
適
切
な
相
談

と
支
援
体
制
を

○
山
口
公
悦
議
員

障
害
の
あ
る

子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
適
切
な
相
談
と
支
援
の
体
制
を

朝
霞
市
に
構
築
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
早
期
発
見
」「
家
族
に
対

す
る
相
談
と
支
援
体
制
」
そ
し
て
、

保
育
園
や
幼
稚
園
の
入
園
時
、
小

中
学
校
へ
の
就
学
の
時
、
就
労
の

時
、
保
護
者
が
亡
く
な
っ
た
時
の

体
制
で
す
が
、
今
議
会
で
は
、
誕

生
か
ら
就
学
前
後
に
つ
い
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
親
同
士
の

交
流
、
育
み
バ
ー
チ
ャ
ル
セ
ン
タ

ー
の
対
象
拡
大
・
強
化
、
責
任
組

織
の
明
確
化
、
一
貫
し
た
支
援
が

行
わ
れ
る
た
め
の
計
画
、
個
別
支

援
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
も
お
答

え
く
だ
さ
い
。

議会だより 
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○
健
康
づ
く
り
部
長

就
学
前
の

相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
保

健
師
が
継
続
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、
ま
た
、
育
み
支
援
バ
ー
チ
ャ

ル
セ
ン
タ
ー
事
業
の
保
育
園
、
幼

稚
園
へ
の
巡
回
相
談
事
業
に
お
い

て
、
発
達
の
お
く
れ
や
発
達
障
害

の
早
期
発
見
・
支
援
を
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
と
と
も
に
行
っ
て
い

ま
す
。

○
学
校
教
育
部
長

就
学
前
に
就

学
相
談
を
行
い
、
支
援
の
あ
り
方

や
、
特
別
支
援
学
校
や
特
別
支
援

学
級
な
ど
、
ど
の
教
育
形
態
で
の

就
学
が
適
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ

と
を
相
談
い
た
し
ま
す
。

就
学
後
は
、
保
護
者
と
の
教
育

相
談
を
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
医

療
、
保
健
、
専
門
家
へ
の
相
談
を

行
っ
た
り
し
て
、
適
切
な
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
日
常
の
活
動

に
生
か
し
て
い
ま
す
。

○
福
祉
部
長

第
４
次
朝
霞
市
障

害
者
プ
ラ
ン
で
は
、
障
害
の
あ
る

児
童
へ
の
支
援
と
し
て
、
育
み
支

援
バ
ー
チ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
事
業
に

よ
り
、
幼
児
期
か
ら
就
学
、
就
労

ま
で
の
支
援
体
制
を
図
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
施
策
に
つ
い
て
は
点
検
、

評
価
と
い
っ
た
進
捗
管
理
や
、
社

会
環
境
な
ど
の
変
化
に
応
じ
た
見

直
し
な
ど
、
計
画
の
推
進
を
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

さ
い
か
幼

稚
園
前
に
信
号
機
と
横
断
歩
道
の

設
置
を
／
豪
雨
に
よ
る
水
害
対
策

を
前
倒
し
に
／
平
和
事
業
の
充
実

朝
霞
台
中
央
総
合
病
院
移

転
に
よ
る
影
響
と
課
題
に

つ
い
て

○
田
辺
淳
議
員

先
日（
８
月
末
）、

議
会
に
突
如
説
明
が
あ
っ
た
朝
霞

台
中
央
総
合
病
院
の
（
現
東
洋
大

敷
地
へ
の
）
移
転
問
題
は
、
市
内

最
大
規
模
の
病
院
で
も
あ
り
、
そ

の
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
人
口
密
集
地
域
に
あ
り
、

移
転
す
れ
ば
、
地
域
住
民
の
利
便

性
が
後
退
す
る
こ
と
や
、
周
辺
経

済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
本
来
中
央
病
院
の
担
う

べ
き
（
二
次
救
急
・
高
度
専
門
医

療
）
機
能
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
を

機
会
に
、一
次
医
療＝

地
域
の「
掛

か
り
つ
け
医
」
の
仕
組
み
を
、
積

極
的
に
市
と
し
て
推
進
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
お
考
え
で

す
か
？

○
健
康
づ
く
り
部
長

病
院
の
東

洋
大
学
跡
地
へ
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
埼
玉
県
の
開
発
審
査
会
の
議

を
経
た
う
え
で
の
開
発
許
可
と
な

り
ま
す
。
仮
に
朝
霞
台
中
央
総
合

病
院
の
移
転
が
決
定
し
た
と
想
定

し
ま
す
と
、
メ
リ
ッ
ト
は
、
病
院

の
敷
地
面
積
の
拡
大
に
伴
う
二
次

救
急
・
高
度
専
門
医
療
の
機
能
強

化
に
よ
る
医
療
の
充
実
、
近
隣
住

宅
に
対
す
る
救
急
車
両
に
よ
る
騒

音
の
解
消
、
幹
線
道
路
に
隣
接
す

る
こ
と
に
よ
る
救
急
搬
送
受
け
入

れ
の
利
便
性
の
向
上
お
よ
び
近
隣

道
路
の
渋
滞
解
消
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
移
転
予
定

地
が
現
在
地
よ
り
駅
か
ら
遠
く
な

る
こ
と
な
ど
の
影
響
や
課
題
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

二
次
救
急
が
疲
弊
し
な
い
た
め

の
一
次
救
急
の
あ
り
方
、
あ
る
い

は
か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
地
域
医
療
に
係
る
問
題
と

し
て
非
常
に
重
要
な
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
朝
霞
区
市

長
会
幹
事
会
健
康
福
祉
部
会
に
お

い
て
、
「
朝
霞
地
区
に
お
け
る
救

急
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
４
市
で
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

市
民
参
加

条
例
の
見
通
し
／
シ
ル
バ
ー
労
働

の
環
境
改
善
／
地
域
施
設
の
自
主

管
理
型
／
自
転
車
通
行
帯
の
指
定

生
活
保
護
の
引
き
下
げ
の

影
響
と
対
応
に
つ
い
て

○
斉
藤
弘
道
議
員

８
月
か
ら
の

生
活
保
護
基
準
額
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
、
３
月
に
続
き
質
問
し
ま

す
。
物
価
が
上
が
る
中
で
の
引
き

下
げ
は
、
苦
し
い
生
活
を
さ
ら
に

苦
し
め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態
を

市
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
保
護
基
準
額

は
、
他
の
制
度
に
連
動
し
て
お
り
、

受
給
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
市
民

に
影
響
が
出
る
こ
と
が
心
配
で
す
。

３
月
に
対
応
を
約
束
し
ま
し
た
が
、

ど
う
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
引
き

下
げ
は
、
段
階
的
に
３
年
間
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
来
年
度
以
降

も
影
響
が
で
な
い
努
力
を
求
め
ま

す
。

○
福
祉
部
長

生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
に
伴
う
他
の
制
度
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
多
く
の
市
民
に

影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
捉
え
、

庁
内
各
課
に
照
会
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
照
会
結
果
を
ま
と
め

て
、
各
課
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
回
の
生
活
保
護
基
準
の
見
直

し
は
、
国
の
制
度
の
変
更
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
は
見
直
し
自
体
は
い

か
ん
と
も
し
が
た
い
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
限
り
対
応
し
て

い
け
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
度
以
降
の
生
活
保
護

基
準
の
見
直
し
に
伴
い
、
生
活
保

護
の
受
給
が
で
き
な
く
な
る
方
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
世
帯
の
状
況

を
把
握
し
た
う
え
で
、
各
制
度
を

所
管
す
る
部
署
に
対
し
て
適
切
な

援
助
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
協
力
を

求
め
る
と
と
も
に
、
相
談
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

観
閲
式
へ

の
対
応
／
臨
時
職
員
制
度
の
改
善

／
入
札
制
度
の
改
善

請
願
の
審
議
結
果

―
継
続
審
査
―

▽
所
得
税
法
第
５６
条
の
廃
止
の
意

見
書
を
国
に
上
げ
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
書

（
請
願
者
）

埼
玉
西
南
民
主
商
工
会
婦
人
部

ね

も
と

み
ち

こ

代
表

根
本

道
子

次
回
定
例
会
の
開
会
日
は

１１
月
２７
日
㈬
の
予
定
で
す
。

※
請
願
の
提
出
は
、
１１
月
２０
日
㈬

午
後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
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市長コラム  

皆さんこんにちは。
各地で記録的な猛暑が続いた夏が過ぎ、少しずつ

秋の深まりを感じられるようになりました。この時
期は日中の暖かさと朝晩の涼しさの気温差が大きく、
風邪などをひきやすいため、体調管理に気をつけな
くてはいけないなと思っています。
さて、秋といえば芸術の秋ですが、先月２日から

す さき かつ しげ

丸沼芸術の森 主宰 須﨑勝茂様より「市民の皆さ
まに本物の芸術作品を気軽に親しんでいただきた
い」とのご好意で、ご自身が所蔵されているブロン
ズ像を市役所本庁舎１階市民ホールで展示させてい
ただいています。この像は、戦後の日本の具象彫刻

さ とう ちゅう りょう

をけん引した彫刻家 佐藤忠良氏の代表作「帽子・
立像」（１９７４年作）で、帽子を深めにかぶった女性
の立像です。この作品を見ていると、造詣のすばら
しさだけではなく、帽子で少し隠れた表情が見る人

の想像をかき立て、いろいろなイメージが湧いてき
ます。皆さんもぜひ、このブロンズ像を間近でご覧
いただき、この「帽子・立像」の魅力を思い思いに
楽しんでいただければと思います。
ところで、秋はスポーツの秋でもあり、朝霞の秋

のスポーツイベント、市民体育祭が先月１３日に陸上
競技場で盛大に行われました。昨年は残念ながら雨
で中止になってしまいましたが、今年は澄みきった
秋晴れの下で各自治会・町内会の皆さんが三世代玉
入れや障害物競走、年代別リレーなど、いろいろな
種目で爽やかな汗を流し、お子さんからお年寄りま
で世代を超えて和気あいあいと楽しんでいらっしゃ
いました。私もパン食い競走に出場し、たくさんの
声援を受けて全力疾走してしまいましたが、日頃か
らジョギングをしているおかげか、筋肉痛にならず
にすみました。この体育祭はスポーツを楽しむだけ
でなく、各競技や自治会・町内会で昼食にカレーや
焼きそばを手作りされるなど、さまざまな場面で地
域の絆が深まっているのを強く感じました。私は、
このような地域コミュニティを育む体育祭を今後も
できる限り応援していきたいと思っています。
秋は芸術、スポーツそして食欲、読書などいろい

ろな秋がありますが、皆さんもすてきな秋を見つけ
て楽しんでみてはいかがですか。
では、また。

いろどる

彩
富岡 勝則

１０月１日㈫、障害を持つ子どもの放課後における保育の場
の提供を目的とした複合施設が開所しました。施設の運営は、
長年、民間の障害児放課後クラブを実施してきた、障害児放
課後児童クラブの保護者を中心に構成される特定非営利活動
法人なかよしねっとにお願いしています。
１０月２１日㈪には、富岡市長が施設を訪れ、指導員と一緒に
のびのびと遊ぶ子どもたちの元気な様子を見学しました。
なお、障害児放課後児童クラブには「なかよし」、子育て

支援センターには「おもちゃ図書館 なかよしぱあく」とい
う愛称がつけられました。

１０月１７日㈭、市役所来庁者用駐車場内で電気自動車用急速充
電器の供用が開始され、あわせて公用車としてリース導入した
EV（ホンダ フィット EV）３台が納車されました。
市では今後も環境対策の一環として、地球温暖化対策の推進
や低炭素社会の形成を図っていきます。

人 口 １３万２，２６３人 （＋１４０人） 男 ６万７，２７２人（＋ ９７人） 女 ６万４，９９１人（＋ ４３人）
世帯数 ５万９，４７８世帯（＋ ６９世帯） 平成２５年１０月１日現在（ ）内は前月比

ひとの推移

「
な
か
よ
し
」
利
用
の
皆
さ
ん
と

富
岡
市
長
（
後
列
左
か
ら
２
人
目
）

市市市市市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所所所所所駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐車車車車車車車車車車車車車車場場場場場場場場場場場場場場内内内内内内内内内内内内内内にににににににににににににに電電電電電電電電電電電電電電気気気気気気気気気気気気気気自自自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車車車（（（（（（（（（（（（（（EEEEEEEEEEEEEEVVVVVVVVVVVVVV））））））））））））））用用用用用用用用用用用用用用急急急急急急急急急急急急急急速速速速速速速速速速速速速速充充充充充充充充充充充充充充電電電電電電電電電電電電電電器器器器器器器器器器器器器器をををををををををををををを設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置しししししししししししししし、、、、、、、、、、、、、、公公公公公公公公公公公公公公用用用用用用用用用用用用用用車車車車車車車車車車車車車車ににににににににににににににEEEEEEEEEEEEEEVVVVVVVVVVVVVVをををををををををををををを導導導導導導導導導導導導導導入入入入入入入入入入入入入入ししししししししししししししままままままままままままままししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！

障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害児児児児児児児児児児児児児児放放放放放放放放放放放放放放課課課課課課課課課課課課課課後後後後後後後後後後後後後後児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童ククククククククククククククララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブとととととととととととととと子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててて支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーのののののののののののののの複複複複複複複複複複複複複複合合合合合合合合合合合合合合施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設がががががががががががががが開開開開開開開開開開開開開開所所所所所所所所所所所所所所ししししししししししししししままままままままままままままししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた
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in
fo

rm
a
tio

n
インフォ
メーション

募

集

省
エ
ネ
標
語

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
職
員

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
／

①
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）
１

人

②
障
害
者
支
援
施
設
支
援

員
（
女
性
）
１
人

③
障
害
者

支
援
施
設
栄
養
士
１
人

受
験
資
格
／

①
事
務
職
（
身
体
障
害
者
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
（
７
級
を
除

く
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
方

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る
方

・
口
述
試
験
に
対
応
で
き
る
方

・
自
立
歩
行
が
可
能
で
、
か
つ
介

護
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可
能

な
方

○
昭
和
５３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、

上
級
…
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成

２６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方

中
級
…
短
大
を
卒
業
ま
た
は
平
成

２６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方

初
級
…
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は

平
成
２６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方

②
障
害
者
支
援
施
設
支
援
員

昭
和
５４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
女
性
の
方
で
、
大
学
、

短
大
ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業

ま
た
は
平
成
２６
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方

③
障
害
者
支
援
施
設
栄
養
士

昭
和
５３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
管
理
栄
養
士
ま

た
は
栄
養
士
の
資
格
を
お
持
ち

の
方
ま
た
は
平
成
２６
年
３
月
ま

で
に
栄
養
士
の
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み
の
方

採
用
予
定
日
／
平
成
２６
年
４
月
１

日
㈫

第
１
次
試
験
日
／
１１
月
３０
日
㈯

受
付
期
間
／
１１
月
５
日
㈫
〜
１９
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

※
受
験
者
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
受
付
不
可
）。

受
験
案
内
・
申
込
書
／
１１
月
１
日
㈮

か
ら
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合

で
配
布

※
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
・
問
／
①
朝
霞
地
区
一
部
事
務

組
合
事
務
局
総
務
課

�
４
６

１
―
２
４
１
５

②
③
障
害
者

支
援
施
設
す
わ
緑
風
園

�
４

６
１
―
３
０
２
８

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
企
画

運
営
協
議
会
ス
タ
ッ
フ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
企
画
運
営

協
議
会
で
は
、
ご
み
削
減
の
た
め

の
啓
発
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

か
わ

の

問
／
川
野

�
０
９
０
―
２
６
７

６
―
４
２
０
６

高
齢
者
住
宅
入
居
者

所
在
地
／
①
根
岸
台
１
―
５
―
２６

「
つ
つ
じ
荘
」
２
階

②
朝
志

ヶ
丘
４
―
５
―
１０「
け
や
き
荘
」

２
階

募
集
戸
数
／
各
１
戸

家
賃
（
使
用
料
）
／
月
額
３
万
円

入
居
資
格
／
１１
月
１
日
㈮
現
在
で
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
方

①
満
６５
歳
以
上

②
１
人
暮
ら
し

③
貸
家
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
居
住

し
、
建
て
替
え
な
ど
の
た
め
、

立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
て
い
る

④
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
住

所
が
あ
る

⑤
自
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る

申
込
方
法
／
申
請
書
と
合
わ
せ
て

必
要
な
書
類
を
１２
月
２
日
㈪
ま

で
に
、
長
寿
は
つ
ら
つ
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
に
よ

る
申
し
込
み
は
不
可
）。

※
申
請
書
は
１１
月
１
日
㈮
か
ら
長

寿
は
つ
ら
つ
課
で
配
布
し
ま
す
。

入
居
者
決
定
時
期
／
平
成
２６
年
１

月
上
旬
（
予
定
）

入
居
開
始
時
期
／
平
成
２６
年
２
月

（
予
定
）

入
居
者
の
決
定
方
法
／
①
書
類
審

査
で
住
宅
の
困
窮
度
の
高
い
順

に
決
定
、
②
住
宅
の
困
窮
度
が

同
程
度
と
認
め
ら
れ
る
人
が
複

数
で
、
順
位
が
決
め
ら
れ
な
い

場
合
は
抽
選

問
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課

�
４
６

３
―
１
９
２
１

使
い
捨
て

未
来
に
待
つ
の
は

倍
返
し

建設業許可、入札参加資格申請や電子申請、宅建業、
貨物運送の許可、会社の設立、会計記帳、相続／遺
言などで困ったら

あさか野行政書士事務所
（松尾行政書士事務所）
行 政 書 士 松 尾 信 一
電 話：０４８－４５０－１３９０
ＦＡＸ：０４８－４５０－１３９９

朝霞市本町２－７－２１
http : //www.gasaka.com
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ご
案
内

市
役
所 朝霞

市役所前

朝
霞
郵
便
局
前

郵便局
朝
霞
駅

現地

254

行き止まり 朝霞西高

朝
霞
西
高
校

朝霞警察署

幸町
３丁目

現地
病院

さくら
保育園

弁財坂下

消
防
署

浜
崎
分
署

北朝霞駅北朝霞駅

朝
霞
台
駅

北
朝
霞
駅

現地

税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト

勤
務
期
間
／
①
平
成
２６
年
１
月
下

旬
〜
３
月
末

②
平
成
２６
年
２

月
上
旬
〜
３
月
末

③
平
成
２６

年
３
月
上
旬
〜
３
月
末

勤
務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
３０
分
、
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
午
前
１１
時
〜
午
後
２
時

（
業
務
内
容
に
よ
る
）

勤
務
場
所
／
朝
霞
税
務
署

勤
務
内
容
／
事
務
の
補
助
作
業
・

確
定
申
告
会
場
で
の
業
務
（
窓

口
案
内
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
補
助

等
）
・
そ
の
他
の
業
務
（
書
類

整
理
等
）

時
給
／
８６０
円

募
集
人
員
／
①
３５
人
程
度

②
７５

人
程
度

③
１５
人
程
度

申
込
方
法
／
朝
霞
税
務
署
総
務
課

（
〒
３５１
―
８６０１

朝
霞
市
本
町
１

―
１
―
４６
）
に
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

申
込
締
切
／
１１
月
２１
日
㈭（
必
着
）

選
考
方
法
／
書
類
選
考
後
、
面
接

等
に
よ
り
採
用
者
を
決
定

※
面
接
予
定
者
に
は
、
１２
月
６
日

㈮
ま
で
に
日
時
を
連
絡
し
ま
す
。

問
／
朝
霞
税
務
署

�
４
６
７
―

２
２
１
１
（
音
声
案
内
が
流
れ

ま
す
の
で
、
選
択
番
号
２
を
お

選
び
く
だ
さ
い
）

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札

で
売
却
し
ま
す

市
で
は
、
保
有
し
て
い
る
土
地

を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す

（
市
が
定
め
る
最
低
価
格
以
上
で

最
高
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入

札
を
行
っ
た
も
の
を
落
札
者
と
し

ま
す
）。

入
札
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
実
施
要
領
等
を
熟
読
の
う

え
、
左
記
の
と
お
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
売
却
に
あ
た
っ
て
現

地
説
明
会
等
は
開
催
し
ま
せ
ん
の

で
、
事
前
に
ご
自
身
で
現
地
を
確

認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
売
却
は
、
個
人
・
法

人
い
ず
れ
の
方
も
応
募
い
た
だ
け

ま
す
。

土
地
所
在
地
／

物
件
番
号
①

本
町
保
留
地

朝
霞
市
本
町
二
丁
目
５
番
３

１１６
・
６９
平
方
㍍

物
件
番
号
②

幸
町
保
留
地

朝
霞
市
幸
町
二
丁
目
１００
番
１

５０１
・
０７
平
方
㍍

物
件
番
号
③

東
弁
財
保
留
地

朝
霞
市
東
弁
財
二
丁
目
６
番
２

２０５
・
２５
平
方
㍍

最
低
制
限
価
格
／

物
件
番
号
①

３
０
８
０
万
６
１
６
０
円

物
件
番
号
②

６
７
１
４
万
３
３
８
０
円

物
件
番
号
③

４
８
０
２
万
８
５
０
０
円

実
施
要
領
の
配
布
場
所
／
財
産
管

理
課

募
集
期
間
／
１１
月
１１
日
㈪
〜
１２
月

１０
日
㈫

申
込
方
法
／
入
札
参
加
申
込
書
・

誓
約
書
お
よ
び
添
付
書
類
（
実

施
要
領
に
記
載
）
を
財
産
管
理

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
、
書
類
の
直
接
持

参
に
限
り
ま
す
（
郵
送
・
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
受

け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
）。

※
実
施
要
領
は
、
１１
月
１１
日
㈪
か

ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
／
財
産
管
理
課

�
４
６
３
―

０
２
０
３

市
の
人
事
異
動（
１０
月
１
日
付
け
）

課
長
級
以
上
、
（

）
内
は
旧

職
名
で
す
。

《
部
次
長
級
》
都
市
建
設
部
次
長

兼
道
路
交
通
課
長

比
留
間
寿
昭

（
水
道
部
参
事
兼
水
道
経
営
課
長
）

《
課
長
級
》
納
税
課
主
幹

今
井

正
男
（
県
税
事
務
所
）

▽
水
道

経
営
課
長

益
田
智
美
（
課
税
課

主
幹
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
主
幹
兼
監
査
委
員
事
務
局
主

幹

太
田
敦
子
（
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
主
幹
）

申…申し込み 問…問い合わせ

麻薬・覚醒剤乱用防止運動
期間／１０月１日㈫～１１月３０日㈯
覚醒剤などの薬物乱用は、個人の問

題にとどまらず、社会全体に計り知れ
ない危害をもたらします。特に、脱法
ドラッグの乱用が若者を中心に広がっ
ており、健康被害が発生しています。
正しい知識を身につけ、薬物乱用を根
絶しましょう。薬物でお困りの人は、
ご相談ください。
問／朝霞保健所 �４６１―０４６８

埼玉県薬務課 �０４８―８３０―３６３３

朝霞市役所（代表） �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日
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（左から）富岡市長、テイ・
エステック株式会社人事総
務部栗山上級主幹

（左から）鈴木副支部長、和田教育
長、大塚支部長、事務局浅井様

朝
霞
都
市
計
画
の
変
更
に

よ
る
都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
第
１７
条
に
基
づ
く

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

縦
覧
内
容
／
「
朝
霞
都
市
計
画
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
」
お
よ
び
「
朝

霞
都
市
計
画
区
域
区
分
」
の
変

更
案
（
埼
玉
県
決
定
）

縦
覧
期
間
／
１１
月
２２
日
㈮
〜
１２
月

６
日
㈮

縦
覧
場
所
／
朝
霞
市
都
市
計
画
課
、

埼
玉
県
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県

朝
霞
県
土
整
備
事
務
所

※
計
画
案
は
、
埼
玉
県
都
市
計
画

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/to
shikeikakunosintyoku/

）で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

計
画
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

対
象
／
朝
霞
市
の
住
民
お
よ
び
利

害
関
係
人

提
出
方
法
／
持
参
、
郵
送
ま
た
は

埼
玉
県
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ

ス
（
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ
ス

の
詳
細
は
、
埼
玉
県
都
市
計
画

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
期
限
／
１２
月
６
日
㈮

午
後

５
時
１５
分
（
期
日
必
着
）

提
出
先
／
朝
霞
市
都
市
計
画
課

（
〒
３５１
ー
８５０１

朝
霞
市
本
町
１

ー
１
ー
１
）、
埼
玉
県
都
市
計

画
課
（
〒
３３０
ー
９３０１

所
在
地
記

入
不
要
）
ま
た
は
埼
玉
県
朝
霞

県
土
整
備
事
務
所

問
／
朝
霞
市
都
市
計
画
課

�
４

６
３
ー
２
５
１
８
、
埼
玉
県
都

市
計
画
課

�
０
４
８
ー
８
３

０
ー
５
３
４
１

生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
よ

る
朝
霞
都
市
計
画
案
の
縦
覧

都
市
計
画
法
第
１７
条
の
規
定
に

よ
り
、
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に

意
見
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

種
類
お
よ
び
名
称
／
朝
霞
都
市
計

画
第
１１
、
２４
、
２８
、
６７
、
８４
、

１０５
、
１０９
、
１５４
、
１５５
、
１６２
、
２０３
、

２２８
、
２４６
、
２４７
号
生
産
緑
地
地
区

変
更
す
る
土
地
の
区
域
／

（
追
加
）
朝
志
ヶ
丘
三
丁
目
、
岡

二
丁
目
、
北
原
一
丁
目
、
膝
折

町
一
・
二
丁
目
、
根
岸
台
六
・

八
丁
目
の
一
部

（
削
除
）
朝
志
ヶ
丘
四
丁
目
、
根

岸
台
六
・
七
丁
目
、
溝
沼
七
丁

目
、
宮
戸
二
・
四
丁
目
の
一
部

縦
覧
期
間
／
１１
月
６
日
㈬
〜
１９
日
㈫

縦
覧
場
所
／
都
市
計
画
課

意
見
提
出
方
法
／
縦
覧
場
所
に
あ

る
意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
１１
月
１９
日
㈫（
必
着
）

ま
で
に
都
市
計
画
課
（
〒
３５１
―

８５０１

朝
霞
市
本
町
１
―
１
―

１
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

提
出
者
の
条
件
／
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
、ま
た
は
利
害
関
係
人

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
個

別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問
／
都
市
計
画
課

�
４
６
３
ー

０
３
７
４

荒
川
緑
肥
を
無
償
で
配
布
し
ま
す

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
で
は
、

荒
川
な
ど
の
管
理
し
て
い
る
堤
防

の
刈
草
か
ら
作
っ
た
堆
肥
を
配
布

し
ま
す
。
た
だ
し
、
販
売
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
る
方
に
は
配
布
で

き
ま
せ
ん
。

応
募
期
間
／
１２
月
１３
日
㈮
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法
／
往
復
は
が
き
に
よ
り

応
募
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

配
布
量
／
１
人
当
た
り
最
大
１５０
㌔
㌘

配
布
方
法
／
各
自
袋
を
持
参
し
、

袋
詰
め
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

配
布
期
間
／
平
成
２６
年
１
月
２７
日

㈪
〜
２
月
８
日
㈯
ま
で
を
予
定

（
２
月
１
日
㈯
お
よ
び
２
日
㈰

を
除
く
）。

※
詳
し
く
は
、
応
募
要
領
（
荒
川

上
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w

w
w
.ktr.m

lit.go.j
p/arajo/

）・
事
務
所
・
出
張
所

・
市
町
村
に
あ
り
ま
す
）
ま
た
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒
川

緑
肥
事
務
局

�
０
４
９
―
２
４

６
―
１
０
３
１

市
へ
の
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
朝
志
ヶ
丘
３
―
１
―
３
〜
４

有
志
１４
世
帯

平
成
２５
年
度
代
表

萩
原
様
か
ら

１
万
４
千
円

市
へ
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
テ
イ
・
エ
ス

テ
ッ
ク
株
式
会

社
様
か
ら

車
椅
子

５
台

市
へ
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
朝
霞
支

部
様
か
ら

鉛
筆
１
４
６
４
本
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診療科（※）
内・消・循・糖・
血・リ・呼・眼
（要予約）・
女（要予約）
内・精・整

電話（０４８）
４７７―７３００

４８３―７３５５

住所
新座市堀ノ内１―９―２８

新座市野火止１―１９―１５

施 設 名
静風荘病院

陣屋クリニック

【近隣の無料低額診療事業所】

（※）内：内科、消：消化器内科、循：循環器内科、糖：糖尿病内科、血：
血液内科
リ：リウマチ科、呼：呼吸器内科、眼：眼科、女：女性内科、精：精
神科（心療内科）、整：整形外科・外科

ゆめぱれす臨時
休館のお知らせ
１１月１８日㈪は、保
守点検のため臨時休
館します。
問／ゆめぱれす
（市民会館）
☎４６６―２５２５

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
平
成
２５
年
１
月
１

日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
納
付
し

た
保
険
料
が
対
象
で
す
（
過
去
の

年
度
分
や
追
納
・
後
納
し
た
保
険

料
な
ど
も
含
み
ま
す
）。

平
成
２５
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
１１
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１

日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご
家
族

あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
受
付
期
間
…
１１
月
１
日
㈮
〜

平
成
２６
年
３
月
１４
日
㈮
ま
で
）

�
０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１

７
、
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か

ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な

る
場
合
は
、
�
０
３
―
６
７
０

０
―
１
１
３
０

〜
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

入
院
・
高
額
な
外
来
治
療

の
際
に
限
度
額
適
用
認
定

証
の
申
請
を

入
院
や
通
院
で
１
か
月
に
支
払

う
医
療
費
が
一
定
額
を
超
え
る
と

き
に
は
、限
度
額
適
用
認
定
証（
以

下
、
認
定
証
）
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
（
所
得
区
分
に
よ
り

異
な
る
）
ま
で
と
な
り
、
医
療
機

関
窓
口
で
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

認
定
証
を
提
示
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
あ
と
か
ら
の
申
請
で
（
対

象
に
な
る
方
は
郵
送
で
お
知
ら

せ
）
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

分
の
金
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て

後
日
支
給
し
ま
す
（
１
か
月
単
位

で
計
算
）。

※
認
定
証
を
必
要
な
方
が
７０
歳
未

満
の
場
合
、
被
保
険
者
の
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
に
保
険
税
の
滞
納

が
な
い
方
が
対
象
で
す
。

※
７０
〜
７４
歳
の
方
は
高
齢
受
給
者

証
が
認
定
証
を
兼
ね
て
い
る
の
で

申
請
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
は
、
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
申
請
は
必
要
で
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の
／
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証

問
／
保
険
年
金
課

�
４
６
３
―

０
２
８
３

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

節
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

医
療
費
と
国
民
健
康
保
険
税
は

深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
年
間
に

必
要
と
さ
れ
る
医
療
費
を
も
と
に

税
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
医
療

費
の
増
加
は
、
税
額
の
上
昇
を
招

い
て
し
ま
い
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
、
医
療
費
の

節
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、
「
は
し
ご
受
診
」「
重
複
受

診
」
は
や
め
る

２
、
時
間
外
受
診
は
な
る
べ
く
避

け
る

３
、
治
療
は
途
中
で
や
め
な
い

４
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
を
検
討
す
る

５
、
特
定
健
康
診
断
な
ど
を
受
診

し
、
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
努

め
る

問
／
保
険
年
金
課

�
４
６
３
―

０
２
８
３

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
ご
加
入
の
方
へ

ご
存
じ
で
す
か
？

無
料
低
額
診
療
制
度

近
隣
の
無
料
低
額
診
療
事
業
所
／

無
料
低
額
診
療
制
度
と
は
、
社

会
福
祉
法
第
２
条
第
３
項
で
規
定

さ
れ
て
い
る
第
二
種
社
会
福
祉
事

業
の
一
つ
で
、
「
生
計
困
難
者
の

た
め
に
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
診
療
を
行
う
事
業
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
受
診
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接
「
無

料
低
額
診
療
事
業
所
」
ま
た
は
各

担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
／
朝
霞
市
国
民
健
康
保
険
ご
加

入
者
…
保
険
年
金
課

�
４
６

３
―
０
２
８
３
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
ご
加
入
者
…
長
寿
は

つ
ら
つ
課

�
４
６
３
―
１
９

２
８

問…問い合わせ

朝霞市役所（代表） �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日
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変更後

４１，１４０円

４１，１３０～
９，７１０円

平成２５年１２月

変更前

４１，４３０円

４１，４２０～
９，７８０円

―

全部支給

一部支給

変更後の最初の支払月

手当額
（月額）
※１

※１ 第２子は５，０００円、第３子以降は１人につ
き３，０００円が加算されます。

図１ 児童扶養手当額

変更後
５０，０５０円
３３，３３０円
２６，０８０円
１４，１８０円
１４，１８０円

変更前
５０，４００円
３３，５７０円
２６，２６０円
１４，２８０円
１４，２８０円

特別児童扶養手当（１級）
特別児童扶養手当（２級）
特別障害者手当
障害児福祉手当
福祉手当（経過措置分）

図２ 特別児童扶養手当額

※これまで受給している方は、手当額の変更に
関する手続きは不要です。

は
あ
と
ぴ
あ
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

は
あ
と
ぴ
あ
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
の
あ
る
方

と
そ
の
家
族
を
対
象
に
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

支
援
内
容
／
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
援
助
、
福
祉
事
務
所
・
児
童

相
談
所
・
教
育
機
関
等
と
の
連

絡
調
整
な
ど
各
種
相
談
全
般

利
用
で
き
る
方
／
市
内
在
住
の
身

体
・
知
的
・
精
神
な
ど
の
障
害

の
あ
る
方
お
よ
び
そ
の
家
族

相
談
方
法
／
電
話
、
面
接
、
家
庭

訪
問
な
ど

受
付
日
時
／
月
〜
金
曜
日

午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
。

会
場
・
問
／
は
あ
と
ぴ
あ
（
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

�
４
８
６

―
２
４
０
０

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
等
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
額
等
は
、
毎
年
の
消
費
者

物
価
指
数
に
応
じ
て
改
定
を
し
て

い
ま
す
が
、
特
例
措
置
に
よ
り
手

当
額
を
据
え
置
い
た
年
が
あ
る
た

め
、
本
来
の
算
定
額
よ
り
も
1.7
㌫

高
い
水
準
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
法
改
正
に
よ
り
特
例

水
準
が
段
階
的
に
解
消
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
１０
月
か
ら
の
手
当
額

が
図
１
・
２
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

問
／
児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
こ

と
…
子
育
て
支
援
課

�
４
６

３
―
２
８
３
４
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
等
に
関
す
る
こ
と
…
福

祉
課

�
４
６
３
―
１
５
９
８

職
親
制
度

職
親
制
度
と
は
、
知
的
障
害
の

あ
る
方
が
自
立
更
生
を
図
る
た
め

に
、
職
親
（
知
的
障
害
が
あ
る
方

の
更
生
援
護
に
熱
意
を
有
す
る
事

業
経
営
者
な
ど
の
私
人
で
、
県
に

登
録
さ
れ
た
人
）
の
も
と
で
一
定

期
間
預
か
っ
て
も
ら
い
、
生
活
指

導
や
技
能
取
得
訓
練
等
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
福
祉
課

�
４
６
３
―
１
５

９
８

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
を
支
給
し
ま
す

支
給
を
受
け
ら
れ
る
方
／

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

②
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ

③
６５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
加
入
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
を
所
持
し
て
い
る
方

・
音
声
ま
た
は
言
語
、
そ
し
ゃ
く

機
能
障
害
、
下
肢
機
能
障
害
４

級（
一
部
）の
身
体
障
害
者
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
級

・
障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級
の
証
書

※
新
規
の
方
は
、
福
祉
課
へ
登
録

が
必
要
で
す
。

支
給
さ
れ
る
額
／
入
院
、
通
院
等

の
各
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る

医
療
費
の
一
部
負
担
金
お
よ
び

入
院
時
食
事
療
養
標
準
負
担
額
。

た
だ
し
、
各
医
療
保
険
か
ら
高

額
療
養
費
や
附
加
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
金
額

を
差
し
引
い
て
支
給

申
請
手
続
／
毎
月
１５
日
（
休
日
の

と
き
は
翌
日
）
ま
で
に
申
請
さ

れ
た
場
合
は
翌
月
の
１５
日
（
休

日
の
と
き
は
前
日
）
に
支
給

申
請
先
／
福
祉
課
、
内
間
木
支
所
、

朝
霞
台
出
張
所
、
朝
霞
駅
前
出

張
所
の
各
窓
口

※
郵
送
で
も
申
請
が
で
き
ま
す
。

〒
３５１
―
８５０１

朝
霞
市
本
町
１
―
１

―
１

朝
霞
市
役
所
福
祉
課
宛
て

問
／
福
祉
課

�
４
６
３
―
１
５

９
８

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
自
動

車
運
転
免
許
取
得
費
の
補
助

障
害
の
あ
る
方
に
対
し
自
動
車

運
転
免
許
の
取
得
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
／

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
方

・
道
路
交
通
法
第
９６
条
の
規
定
に

よ
る
運
転
免
許
試
験
の
受
験
資

格
を
有
す
る
方

・
運
転
免
許
取
得
に
よ
り
、
収
入

の
向
上
ま
た
は
就
業
に
著
し
く

有
利
に
な
る
等
そ
の
更
生
が
見

込
ま
れ
る
方

・
過
去
に
お
い
て
、
運
転
免
許
取

得
の
た
め
本
市
お
よ
び
他
市
区

町
村
よ
り
補
助
金
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方
で
、
当
該
年
度

に
運
転
免
許
取
得
の
た
め
教
習

を
始
め
る
方
も
し
く
は
免
許
を

取
得
し
た
方
ま
た
は
前
年
度
中

に
補
助
金
を
受
け
ず
運
転
免
許

取
得
の
た
め
の
教
習
を
始
め
た

方
も
し
く
は
取
得
し
た
方

補
助
額
／
１８
万
円
と
対
象
経
費
の

実
支
出
額
を
比
較
し
て
少
な
い

方
の
額
に
３
分
の
２
を
乗
じ
た
額

問
／
福
祉
課

�
４
６
３
―
１
５

９
８１１月の納付

市県民税 （随期）
国民健康保険税 （５期）
介護保険料 （５期）
後期高齢者医療保険料 （５期）

＊納期限は１２月２日㈪です。

○納税・納付は納期限までに済ませましょう。
○便利で確実な口座振替をご利用ください。
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国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

一
部
負
担
金
減
免
制
度

国
民
健
康
保
険
に
は
、
各
医
療

機
関
の
窓
口
支
払
分
（
医
療
費
一

部
負
担
金
）
の
減
額
・
免
除
ま
た

は
徴
収
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

火
災
・
事
業
の
休
止
・
失
業
等
に

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
な

ど
の
理
由
か
ら
生
活
が
困
難
と
な

っ
た
方
で
、
医
療
費
の
一
部
負
担

金
の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ
た
と

き
は
、
医
療
機
関
等
を
受
診
さ
れ

る
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
保
険
年
金
課

�
４
６
３
―

０
２
８
３

小型家電のリサイクルを開始します 問／資源リサイクル課（クリーンセンター内）�４５６―１５９３
平成２５年４月１日に「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律」（小型家電リサイクル法）が施行

され、市においても１１月１日㈮から、対象品目の選別・回収を開始することになりました。

小型家電リサイクル法の目的は？
携帯電話やゲーム機など家庭で使用されている電子

製品に含まれる金や銅、レアメタルなどを有効利用し、
有害物質を適正に処理することで環境負荷を軽減する
ことなどを目的としています。

対象となる家電品目は？
テレビや冷蔵庫などの家電リサイクル法対象の４品

目を除くほとんどの電子製品が対象で、電球や太陽光
パネルなど特定の品目については対象外です。
※市ホームページに対象品目の一覧を掲載しています。

小型家電はどのように出すの？
従来の「燃やせないごみ」や「粗大ごみ」の中から

クリーンセンター内で手選別によって対象品目を選別
しますので、ごみの出し方、分別区分は変わりません。

携帯電話等の個人情報は？
携帯電話やデジタルカメラ、IC

レコーダーなど個人情報が記録され
ている機器を廃棄する際は、必ず情
報を消去してから出してください。

回収後の小型家電は？
クリーンセンターで選別した小型家電は、国の認定

を受けた事業者に有価で引き渡し、事業者は有用な金
属を回収するなど、資源化の適正処理を行います。

どのようなメリットがあるの？
ごみの埋め立ての最終処分量が減少するとともに、

小型家電引き渡しによる収入は、本市の貴重な財源と
なります。

あさか見て歩き 内間木公園

問…問い合わせ

私たちの生活のなかで公園の果たす役割は大きなものがありま
す。あさか環境市民会議では定期的に市内の公園を訪れて、その
景観や施設、自然環境などを調べています。４０近くある朝霞市の
都市公園のなかで一番北にあるのが内間木公園です。市内唯一の
弓道場、ソフトボール球場、テニスコートなどの施設があり、夜
間まで多くの利用者があります。園内には管理員が手入れをして
いる季節の草花や樹木も豊かです。朝霞市民でも訪れたことがな
いという人が多いようですが、今後のバイパス工事で大きく環境
が変わる場所として注目しましょう。

提供／あさか環境市民会議

基本はスポーツ公園ですが、静かな雰
囲気の場所もあります。

犬
や
猫
の
ふ
ん
で
み
ん
な

が
迷
惑
し
て
い
ま
す
。

飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

平成２５年秋季全国火災予防運動
１１月９日㈯～１５日㈮

『消すまでは 心の警報 ＯＮのまま』

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
《３つの習慣》
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
《４つの対策》
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設
置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。
住宅用火災警報器を設置しましょう
本市では全ての住宅に設置が義務付けられています。
住宅火災で亡くなる人の半数以上は高齢者です。また、
死に至った原因の６割は逃げ遅れによるものです。住宅
用火災警報器は素早く火災を検知し、警報を発すること
により、火災発生を知らせます。火災から大切な生命と
財産を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
詳しくは消防署へお問い合わせください。
火災警報器により火災を未然に防いだ例
２階の部屋で布団を椅子の上にかけて
干していたところ、布団が電気ストーブ
と接触し発火、階段の住宅用火災警報器
が作動した。１階で警報音に気付いた居
住者が、１１９番通報し、バケツで初期消
火を行った。

問／朝霞消防署消防課 �４６３―１１９０

朝霞市役所（代表） �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日
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中
小
企
業
融
資
制
度

利
用
要
件
／

①
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
同
一

事
業
を
市
内
で
１
年
以
上
継
続

し
て
い
る
こ
と

②
個
人
事
業
主
の
場
合
、
代
表
者

が
市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
法
人
の
場
合
、市
内
に
登
記（
支

店
登
記
可
）
を
し
て
い
る
こ
と

※
そ
の
ほ
か
必
要
な
要
件
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
金
使
途
／
運
転
資
金
・
設
備
資
金

貸
付
限
度
額
／
特
別
小
口
融
資

１
２
５
０
万
円

中
口
資
金
融

資
…
運
転
資
金
は
１
５
０
０
万

円
、
設
備
資
金
は
２
０
０
０
万

円
、
併
用
の
場
合
は
合
計
２
０

０
０
万
円
ま
で

取
扱
金
融
機
関
／
別
表
参
照

※
こ
の
融
資
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
方
は
、
遅
滞
な
く
お

支
払
い
い
た
だ
い
た
利
子
の
７５
㌫

を
申
請
に
よ
り
補
助
す
る
利
子
補

給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
／
産
業
振
興
課

�
４
６

３
ー
１
９
０
３

花
い
っ
ぱ
い
運
動
助
成
制
度

多
く
の
市
民
の
目
に
触
れ
ら
れ

る
道
路
等
に
面
し
た
空
き
地
な
ど

に
、
花
の
苗
や
種
子
、
球
根
を
植

え
て
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
け
る

市
民
団
体
等
に
対
し
、
実
施
場
所

の
面
積
に
応
じ
た
数
の
草
花
の
苗
、

種
子
お
よ
び
球
根
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
の
要
件
／

①
市
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
市
内

に
所
在
す
る
法
人
も
し
く
は
団

体
に
所
属
す
る
方
で
構
成
さ
れ

た
５
人
以
上
の
団
体
で
あ
る
こ
と

②
目
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
道
路

等
に
面
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と

③
実
施
場
所
の
土
地
所
有
者
お
よ

び
管
理
者
の
承
諾
を
得
て
い
る

こ
と

④
団
体
等
に
お
い
て
、
実
施
場
所

を
適
正
に
管
理
し
、
年
２
回
程

度
の
植
え
込
み
が
で
き
る
こ
と

⑤
１
年
度
内
に
お
い
て
、
１
団
体

に
つ
き
２
件
ま
で

申
請
／
環
境
保
全
課
に
あ
る
申
請

書
に
関
係
書
類
（
案
内
図
・
構

成
員
名
簿
・
実
施
場
所
の
写

真
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
内
間
木
支
所
・
各
出
張

所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

助
成
の
決
定
／
申
請
後
、
調
査
を

行
い
、
助
成
が
決
定
さ
れ
る
と

草
花
の
苗
、
種
子
お
よ
び
球
根

を
実
施
場
所
の
面
積
に
応
じ
て

助
成
し
ま
す
。

面
積
お
よ
び
限
度
額
／

・
１０
平
方
㍍
超
〜
５０
平
方
㍍
ま
で

８
千
円
相
当
額
以
内

・
５０
平
方
㍍
超
〜
１００
平
方
㍍
ま
で

１
万
円
相
当
額
以
内

・
１００
平
方
㍍
超
〜
２００
平
方
㍍
ま
で

１
万
５
千
円
相
当
額
以
内

・
２００
平
方
㍍
超
〜

２
万
円
相
当
額
以
内

問
／
環
境
保
全
課

�
４
６
３
―

１
５
０
４

対 象
農業・不動産所得を有する青色申告者
事業所得を有する青色申告者

日 時
１２月９日㈪ 午後２時～４時
１２月１０日㈫ 午前９時３０分～１１時３０分

電話（０４８）
４６４―２１１１
４７１―３５５１
４６１―５６９１
４７２―５１５１
４６１―５３４５
４６６―０３３１
４６４―７１１１
４７４―１１３１
４６６―４６１１

０３―３９３０―５１２６
４６３―３１３１
４７１―４３３７
４７９―２０５０
４７５―０３１１
４６６―１１００
４７２―２２１３
４７３―７８００

取扱金融機関
朝霞支店
志木支店
和光支店
新座支店
朝霞支店
朝霞支店
朝霞支店
朝霞台支店
朝霞支店
成増支店
朝霞支店
新座支店
野火止支店
朝霞台支店
朝霞支店
新座志木支店
新座志木支店

埼玉りそな銀行

武蔵野銀行
東京都民銀行
東和銀行
りそな銀行

みずほ銀行

埼玉縣信用金庫

巣鴨信用金庫
東京信用金庫
三菱東京UFJ銀行
三井住友銀行

朝霞税務署からのお知らせ
問／朝霞税務署 �４６７―２２１１ ※自動音声案内の「２」をお選びください。

平成２５年分所得税の青色申告決算等説明会のお知らせ
日時・対象／

会場／朝霞税務署
内容／青色申告決算書の作成方法や作成にあたっての注意点など
講師／税務署職員または朝霞税務署が依頼した税理士
※説明会で使用する資料は、当日会場で配布します。
※平成２５年分の説明会は、その年に新たに青色申告承認申請をされた方を対象としています。
関東信越国税局ホームページ（http : //www.nta.go.jp/kantoshinetsu/index.htm）にも開
催日程等を掲載します。

平成２６年１月から記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます
個人の白色申告の方に対する記帳・帳簿等の保存制度について、平成２６年１月から事業所得、
不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行うすべての方（所得税の申告の必要のない方も
含む）が対象となります。記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームペー
ジ（http : //www.nta.go.jp）をご覧ください。

別表 ※順不同

※１０月から埼玉りそな銀行志木支店・和光支店・新座支店
が追加されました。
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過剰包装は断ろう

「チャレンジ２５キャンペー
ン」とは、地球温暖化防止の
ため、CO２削減に向けた具体
的な行動の実践を国民の皆さ
んに呼びかける国民運動です。

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
を
設
定
し
、
専
用
相
談
電
話

に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間
／
１１
月
１８
日
㈪
〜
２４
日
㈰

時
間
／
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７

時
（
た
だ
し
、
２３
日
㈯
、
２４
日

㈰
は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号
／
０
５
７
０
―
０
７
０

―
８
１
０

相
談
担
当
者
／
法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課

�
０
４
８
―
８
５
９

―
３
５
０
７

１１
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間
」
で
す

労
働
保
険
は
、
「
労
災
保
険
」

と
「
雇
用
保
険
」
の
総
称
で
、
政

府
が
管
掌
し
て
い
る
保
険
制
度
で
、

労
働
者
の
業
務
上
・
通
勤
途
上
の

負
傷
や
疾
病
、
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
必
要
な
保
険
給
付
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
加
入
の
手
続
き
を
行
う
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
加
入
の
手
続
き
を
行

う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
手
続
き
指
導
お
よ
び
加
入
勧
奨

で
も
自
主
的
な
加
入
手
続
き
を
行

わ
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
強

制
的
な
加
入
を
含
め
た
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
／
さ
い
た
ま
労
働
基
準
監
督
署

�
０
４
８
ー
６
０
０
ー
４
８
０
２
、

朝
霞
公
共
職
業
安
定
所

�
４

６
３
ー
２
２
３
３
、
埼
玉
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
課

�
０
４

８
ー
６
０
０
ー
６
２
０
３

申…申し込み 問…問い合わせ

給与所得者の個人市・県民税の特別徴収（給与天引き）を徹底します
個人市・県民税は１月１日現在朝霞市在住の人にかかる税金で、特別徴収とは事業者（給与支払者）が従
業員の毎月の給与から市・県民税を天引きし、従業員に代わって市に納めていただく制度です。

問／課税課 �４６３―２８５２～３

※埼玉県と朝霞市は、平成２７年度には原則すべての給与支払者を特別徴収義務者に指定する取り組みを進
めています。事業主の皆さんはすぐに特別徴収するための手続きをするか、平成２７年度までには円滑に切
り替えられるように準備をしてください。

従業員のメリット
①金融機関等へ納税に出向く手間が省けます。
②納め忘れがなくなり、延滞金がかかる心配がなくなり
ます。
③普通徴収（ご自身で納税通知書などで納める場合）の
納期が原則年４回であるのに対し、特別徴収は年１２回
払いなので１回あたりの負担が少なくなります。

自転車も交通ルールとマナーを守りましょう
自転車は手軽で身近な交通手段として子どもから高齢者の方まで利用されています。自転車は免許の要ら
ない乗り物ですが道路交通法では軽車両として扱われ、交通ルールを守らなければ交通違反となります。自
転車を利用するときは、歩行者への配慮や交通ルールを守るなど、安全利用を心がけましょう。
また、自転車の走行レーンがあるところは、走行レーンを走りましょう。なお、万が一に備え賠償責任補
償等の保険に加入しましょう。 問／道路交通課 �４６３―１５１４

冬の交通事故防止運動
１２／１㈰～１４㈯

〇重点目標
１．高齢者の交通事故防止
２．自転車の安全利用の推進
３．飲酒運転の根絶および路上寝込み等による交
通事故防止
４．交差点での自転車の交通マナーの向上

自転車安全利用五則
１．自転車は、車道が原則、歩道は例外
２．車道は左側を走行
３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４．安全ルールを守る
・夜間はライトを点灯
・飲酒運転、二人乗り、並進の禁止
・交差点での信号遵守と一時停止、安全確認
５．子どもはヘルメットを着用（努力義務）

事業主の負担は少ない
①市が従業員ごとの市・県民税を計算し通知し
ますので、所得税のように源泉徴収税額を計
算したり、年末調整をする必要はありません。
②従業員が常時１０人未満の場合、手続きにより
年１２回の納期を年２回とすることができます。

準備して
ください

朝霞市役所（代表） �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日
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利率

１．９％以内
（保証料率
別途０．７％）

１．２％以内
（保証料率別
途０．７％）

１．５％以内
（保証料率別
途０．６％）

限度額

２００万円

５０万円

５０万円

対象

勤労者

勤労者

失業中
の方

資金の使途

働くあなたの教育応援資金
扶養する子の入学金、
授業料等の教育費用

働くあなたの子育て応援
資金
妊娠から小学校入学前
までに発生する育児費用

チャレンジ応援資金
国の指定する「教育訓
練」講座の受講費用

振り込め詐欺に注意してください
問／危機管理課 �４６３―１７８８

警察官や息子や孫等をかたった振り込め詐欺の電話がかかってき
ています。
手口は、「あなたの口座が使われている」、「借金の保証人にな

っている」、「緊急にお金が必要だ」、「会社の金を使い込んでしま
った」、「代わりの者を行かせるので、お金を用意してくれ」など
と言ってきます。
突然、現金を要求する電話は、詐欺の可能性がありますので、注

意してください。
不審な電話が掛かってきたら、「１１０番通報」または「�４６５―０１１０

（朝霞警察署）」に相談しましょう。

埼
玉
県
勤
労
者
支
援
資
金

※
申
込
要
件
（
県
内
居
住
、
年
齢
、

所
得
等
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
後
の
審
査
（
中
央
労
働
金

庫
）
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
資
金
」
は
、

国
の
「
教
育
訓
練
給
付
金
」
の
支

給
対
象
者
に
限
り
ま
す
。

申
／
中
央
労
働
金
庫
県
内
各
支
店

問
／
埼
玉
県
勤
労
者
福
祉
課

�

０
４
８
ー
８
３
０
ー
４
５
１
８

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医

療
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

育
成
医
療
と
は
、
現
在
身
体
に

障
害
が
あ
る
か
、
ま
た
は
現
に
あ

る
疾
患
に
対
す
る
治
療
を
行
わ
な

い
と
将
来
一
定
の
障
害
を
残
す
と

認
め
ら
れ
る
１８
歳
未
満
の
児
童
で
、

手
術
な
ど
の
外
科
的
な
治
療
等
に

よ
り
そ
の
症
状
が
軽
く
な
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に

要
す
る
医
療
費
の
一
部
を
給
付
す

る
制
度
で
す
。

対
象
者
／
保
護
者
が
朝
霞
市
に
住

所
を
有
す
る
１８
歳
未
満
の
児
童

対
象
疾
患
／
①
視
覚
障
害
に
よ
る

も
の
、
②
聴
覚
、
平
衡
機
能
障

害
に
よ
る
も
の
、③
音
声
、言
語
、

そ
し
ゃ
く
機
能
障
害
に
よ
る
も

の
、
④
肢
体
不
自
由
に
よ
る
も

の
、
⑤
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
ま
た

は
肝
臓
の
機
能
の
障
害
に
よ
る

も
の
、
⑥
先
天
性
の
内
臓
の
機

能
の
障
害
に
よ
る
も
の
（
⑤
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
）、
⑦
ヒ

ト
免
疫
ウ
イ
ル
ス
不
全
に
よ
る

免
疫
機
能
障
害
に
よ
る
も
の

給
付
内
容
／
指
定
医
療
機
関
に
お

け
る
医
療
費
（
保
険
診
療
の
自

己
負
担
分
）
が
１
割
負
担
と
な

り
、
さ
ら
に
所
得
に
応
じ
て
月

額
自
己
負
担
上
限
額
ま
で

※
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
保
険

適
用
外

※
「
世
帯
」
の
市
民
税
年
額
が
一

定
以
上
の
場
合
に
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
／
福
祉
課

�
４
６
３
―
１
５

９
９

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
そ
う
！

１１
月
１２
日
㈫
〜
２５
日
㈪
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実
施

期
間
で
す

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や

加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ

ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
等

か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、売
買
春
・

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

等
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の

で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
根
絶
し
、

男
女
が
平
等
な
社
会
の
実
現
に
向

け
、
日
頃
の
生
活
を
見
直
す
と
と

も
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
／
そ
れ
い
ゆ
ぷ
ら
ざ
（
女
性
セ

ン
タ
ー
）

�
４
６
３
―
２
６

９
７

中
学
校
自
由
選
択

平
成
２６
年
度
に
新
中
学
１
年
生

と
な
る
お
子
さ
ん
の
中
学
校
自
由

選
択
に
よ
る
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
親
子
で
よ
く
話
し
合
い
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
日
時
／
１１
月
１１
日
㈪
〜
２１
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
含
む
）
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

申
請
場
所
／
教
育
管
理
課

持
参
す
る
も
の
／
印
鑑

問
／
教
育
管
理
課

�
４
６
３
―

０
７
９
３

消
防
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

朝
霞
、
志
木
、
和
光
、
新
座
市

の
消
防
団
に
よ
る
訓
練
を
新
座
防

災
基
地
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
１１
月
１６
日
㈯
午
前

６
時
３０
分
に
市
内
消
防
団
施
設
８

箇
所
の
消
防
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
の
で
、
火
災
等
と
間
違
え
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
お

近
く
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
／
危
機
管
理
課

�
４
６
３
―

１
７
８
８

身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的

障
害
者
相
談
員
制
度

朝
霞
市
で
は
、
障
害
の
あ
る
方

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
、

身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的
障
害
者

相
談
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員
と
知
的
障
害

者
相
談
員
を
そ
れ
ぞ
れ
２
人
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員
／

な
み

き

ち

え

こ

・
並
木
千
恵
子
さ
ん

�
４
６
４

―
１
２
１
１

す
ず

き

よ
う

こ

・
鈴
木
洋
子
さ
ん

�
４
６
４
―

８
０
５
３

知
的
障
害
者
相
談
員
／

お
お
は
し
よ
う

こ

・
大
橋
陽
子
さ
ん

�
４
６
７
―

１
５
３
９
（
ぱ
れ
っ
と
内
）

い
し
か
わ
さ
ち

こ

・
石
川
祥
子
さ
ん

�
４
６
３
―

１
８
４
０

※
相
談
内
容
や
個
人
情
報
は
、
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
。

問
／
福
祉
課

�
４
６
３
―
１
５

９
８
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このコーナーでは男女平等を進めるために毎年度テーマ
を決めて連載しています。今年度のテーマは「一歩踏み出
す勇気」。女性も男性も、新しいことを始めるときには、
誰でも最初の一歩を踏み出す勇気が必要です。そんな一歩
を踏み出した人たちのお話を男女平等推進事業企画・運営
協力員が紹介していきます。
今回は、妻の介護をしている夫のお話です。
６０代の妻が脳卒中で倒れたのが５年前。自宅でインテリ
ア関係の仕事をしていた夫の生活は一変し、「在宅介護」
のことが一気に押し寄せました。平成２１年、後遺症で重度
の半身マヒのまま退院、歩行ができない妻の在宅介護は、
夫に大きな負担がかかりました。「トイレに連れていって」
と妻から声がかかる度に、夫は仕事を中断し、妻を車いす
に乗せトイレに連れていきます。介護に熱心に取り組む夫
は、夜間も妻をトイレに連れていきました。妻も自力では
動けないので、すべて夫に頼むしかありません。介護、仕
事、家事を担う夫は、しばしば妻を叱るようになり、妻は

「私がいなければいいんだ」と気持ちがふさぎがちになっ
てほとんどベッドで過ごすようになりました。夫もまた、
罪悪感を抱えました。
夫は熱心に介護をしているのに、妻の状態はあまり改善
しない生活が丸４年になった時、ある介護保険施設が熱心
にリハビリをしており、一定期間入所した人が元気になっ
て在宅に戻っているという話を聞きました。もうすぐ妻は
７０歳。妻は、今の状況を変えるためには、一度、専門の施
設に入所してもいいのではないかと考え、夫も合意しまし
た。「これまでと違うことにトライしてみる」という行動
は、現状を打開したいという夫の勇気ある決断でした。

（次回のテーマは「地域（町内会）の仲間入りをした方」
です。）
＊このコラムは、「朝霞市男女平等推進事業企画・運営協力員」との
協働により掲載しています。

問／それいゆぷらざ（女性センター） �４６３―２６９７

問／市民活動支援ステーション・シニア活動センター �４６３―１４１７

家庭の生ごみを堆肥化し無農薬・無化学肥料の有機野菜を作っています。「なごみ農園」でコミュニケーション！
今回は、生ごみ類の資源循環を最も生活に密着した環境問題と位置づけ、「なごみ農園」を拠点に活動されている『特定非営

の ぐち く み こ

利活動法人 食品リサイクル農園あさか』代表の野口久美子さんへインタビューした内容をご紹介します。
Ｑ．いつ頃、どのようなきっかけでこの団体を立ち上げたのですか？
Ａ．今から１１年前、市の事業として「朝霞市生ごみ等減量・資源化研究会」が立ち上げられ、現在の活動拠点となっている「な
ごみ農園」で、生ごみの減量・堆肥化研究に携わってきました。その後、堆肥の有効活用ということで有機野菜作りが始まり、
生ごみ減量研究事業は「成果を見た」として終了となりました。続行を希望する有志で『青空の下で 生ごみ研究会あさか』
を立ち上げ、平成２４年２月には『特定非営利活動法人 食品リサイクル農園あさか』として、基本となる生ごみ減量啓発《生
ごみ３M「もったいない」・「燃やさない」・「もう一度生かそう」》を基盤に、「緑地としての都市農地の保全」を目標に活動を
進めています。

Ｑ．団体の主な活動内容は？
Ａ．土の中からの生態系を活用し、花も野菜も人間も元気な生活を送れるようにと、持ち
込んでいただいた生ごみや落葉などで農園の一角で堆肥や腐葉土を作り、畑で無農薬
・無化学肥料の有機野菜のほか、ハーブ、キウイ等を作っています。収穫した野菜は
会員で分かち合いますが、ご希望の方にお分けすることもあります。ほかには、広報
紙等で参加者を募り有機野菜作り講座・生ごみ減量講座・土の大切さを伝える出前講
座もしています。今年８月には市の補助金制度を利用して「特定非営利活動法人 土
と風の舎」代表理事の渋谷雅史氏をお招きし、親子やリタイヤ組の体験農業・高齢者
の健康推進・障がい者の雇用促進農業実習など“農”を通じたさまざまな活動につい
て勉強会を開催しました。（写真）

Ｑ．現在取り組んでいることや今後の目標とするものはありますか？
Ａ．１０月から「特定非営利活動法人 なかよしねっと」と連携して、週２回の障がい児童の農業体験に着手しました。子どもた
ちにたくさん土に触れてもらいたいと思っています。
来年は、初の試みとして１年間に渡る有機農法農業体験講座を計画しています。こちらは１１月に参加者を募集して説明会を
行い、来年１月から１２月までの講座となります。１年間の長期講座ならではの四季折々の作業や収穫体験をしていただけると
思います。１月末には「緑地としての都市農地の保全（仮）」としてシンポジュームも開催予定です。

Ｑ．これから活動したいと思っている方へメッセージをお願いします。
Ａ．小さいお子さんからシニアの方までどなたでもご入会いただけます。現在、耕運機や草刈機を使える若手から７４歳の経験豊
富な頼れる長老も大活躍中です。種子や肥料、農具はすべて整っています。さまざまな虫や鳥たちの鳴き声に癒されながら一
緒に都市農業を考えていきませんか？週末農業大歓迎です。１１月２３日（土・祝）には「なごみ農園」で畑パーティーを開催します。
バーベキュー、焼き芋、なべ等メニュー豊富です。活動に興味のある方、お誘い合わせて遊びに来てみませんか？

の ぐち

問／特定非営利活動法人 食品リサイクル農園あさか 野口 �・�４７６―４６９５
※このコーナーでは、主に朝霞市内でNPOなどの市民活動を行っている団体のリストとして作成しました「あさか市民活動ガ
イドブック」へ掲載している団体の活動を紹介します。ガイドブックへ掲載を希望する団体は、お気軽にお問い合わせください。

vol．３３

申…申し込み 問…問い合わせ

勉強会（産業文化センター）

～ 一歩踏み出す勇気⑥ ～

あさか市民活動ニュースレターあさか市民活動ニュースレター

朝霞市役所（代表） �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日
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日時／１２月１４日㈯ ２部制 ①午前９時３０分 ②午前
１１時 ※雨天の場合は２１日㈯
会場／高麗農園（膝折市民センターそば）
対象／市内在住で徒歩、自転車、バス等で参加できる方
定員／各部５０家族（応募多数の場合は抽選）
費用／１口５００円（１口：にんじん２．５～３㎏）
※１家族３口まで
申込方法／はがき（１家族１枚）に参加者全員の氏名、
年齢、代表者の住所、電話番号、第１希望および第
２希望の時間、申込口数を記入のうえ、〒３５１―８５０１
朝霞市本町１―１―１ 朝霞市役所産業振興課「にん

じんほり体験」係へ１１月２２日㈮【必着】までにお申
し込みください。

※申込後の変更はできませんのでご注意ください。
主催／朝霞市都市農業推進協議会・朝霞市

朝霞の森は１１月でオープン一周年を迎えます。
運営会議は誰でも自由に参加できる会議です。市民

の皆さんと意見交換をして、広場のルールや活用方法
を考えていきます。第１回では、公募市民による「運
営委員」（市民と行政の調整役）をご紹介します。
日時／１１月９日㈯ 午後２時～
会場／市役所別館第６会議室 対象／どなたでも
内容／朝霞の森運営会議（仮称）の設置

公募による運営委員の紹介など
申込方法／当日直接会場へ（予約不要）

５月にご好評いただきました
連続開催を１１月にも開催します。
木材を使った基地づくりなど連
続開催ならではの遊び場の発展
は、子どもや親子の成長そのも
のです。秋晴れの朝霞の森を遊
びつくしませんか。
日時／１１月３日㈰～１７日㈰
午前１０時～午後４時

※水曜日を除く。
会場／朝霞の森（基地跡地暫定利用広場）
対象／どなたでもご参加できます（予約不要）
内容／遊び場で、子どものやってみたいことが実現で
きるように、プレーリーダーが一緒に遊んだり遊びや
すい環境をつくったりしています。

日時／１１月２６日㈫、１２月５日㈭
午前９時３０分～１１時（雨天決行）

会場／各公設保育園（北朝霞保育園分園を除く）
※民設民営の保育園はこの園庭開放の対象となってい
ませんのでご注意ください。
内容／未就園児のお子さんもお近くの保育園で遊んで
いただけるよう、公設保育園（北朝霞保育園分園を除
く）の園庭を開放しています（晴れの日は正午まで）。

※５日㈭は「いっしょにあそぼう保育園で」とし、園
内にて製作やリズム遊びなども実施
※仲町・宮戸保育園では、５日㈭に家庭児童相談員によ
るお子さんの性格やことばの遅れなどの相談を実施。
申込方法／事前予約不要。当日直接会場へ

「あさかの森プレーパーク」－遊びの例－
手作りブランコ・竹のジャングルジム・ハンモック
木工（基地づくり、なんでも）・泥んこ遊び・水遊びなど）。

日時／１１月３０日㈯ 午前９時３０分～午後３時
会場／東松山市民文化センター（東松山市六軒町５―２）
内容／・舞台発表（各種文化活動の成果発表）

はぎわ ら な が れ

・講演会 出演者：萩原 流行さん（俳優）
・アトラクション
出演者：コント山口君と竹田君（漫才コンビ）

・その他（啓発資料展示・ビデオ上映・人権相談）
※事前申込不要・先着順

日時／１１月１６日㈯ 午前１１時～午後２時
内容／黒目川水族館、伝統投網漁労体験、子ども工作
コーナー、模擬店、川の事業や新河岸川流域市民活
動のパネル展示、苗木（ブルーベリー）無料配布など

申込方法／当日直接会場へ ※駐車場はありません。

防災の基礎知識や日ごろの備えについて学ぶことができます。自分や家族、さらには地域を守るために、防災に
ついて考えてみませんか。
日時・学習内容・講師・会場
／右表のとおり
対象／自主防災組織および市
内在住・在勤の方

申込方法／１１月２９日㈮までに
電話または危機管理課窓口
で受け付け

会場
市役所別館５階
大会議室

東京臨海広域防災公園（江東区）
※市役所に集合し、バスで移動
します。

中央公民館・コミュ
ニティセンター

市役所別館５階
大会議室

日時
１２月１４日㈯
午前１０時～正午

平成２６年１月１８日㈯
午前９時～午後１時３０分

平成２６年１月３１日㈮
午後２時～４時

平成２６年２月１５日㈯
午前１０時～正午

講師
おお は が ひで お

一級建築士 大羽賀 秀夫さん

施設職員

未 定

（公財）市民防災研究所
おかじま あつし

岡島 醇さん

学習内容
開 校 式
講義「朝霞の地震災害と市民力」

体験学習 ～施設見学～
地震発生後７２時間の行動を学ぶ地震体験
プログラムや防災用品の展示があります。

防 災 講 演 会

閉 校 式
災害シミュレーション

№

１日目

２日目

３日目

４日目

朝霞市農業体験事業 にんじんほり体験
問／産業振興課 ☎４６３―１９０４

園庭開放（いっしょにあそぼう保育園で）
問／子育て支援課 ☎４６３―２８３７

人権・同和問題を考える「県民の集い」
問／埼玉県人権推進課 ☎０４８―８３０―２２５８

申・問／危機管理課 ☎４６３―１７８８

第１回朝霞の森運営会議（仮称）
～朝霞の森の市民参加が変わります～

問／都市計画課 ☎４６３―０３７４

誰もが遊びの主人公！
～冒険遊び場づくり事業（プレーパーク）～

の がみ

問／NPO法人あさかプレーパークの会 野上
☎０８０―５０８１―３１８６

プレパークで遊ぶ
子どもたち

～豊かで輝く県土づくりキャンペーン～
黒目川・秋の川まつり２０１３
主催・会場・問／埼玉県朝霞県土整備事務所 ☎４７１―４６６１

朝霞市防災学校を開校します

※都合により日程、会場等が変更
になる場合があります。

費用の記載がないもの
は原則として無料です
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男女共同参画社会の実現を目指して、埼玉県男女共
同参画推進センターと朝霞市の共催で講演会を開催し
ます。
日時／１２月２０日㈮ 午後１時開場 午後１時３０分開演
会場／中央公民館・コミュニティセンター

ひ ぐち けい こ

講師／東京家政大学名誉教授 樋口 恵子さん
定員／２００人（先着順）
申込方法／電話または FAX（講演会名・氏名・連絡
先・居住地市町村名を明記）で申し込み

保育／保育を希望される方は、１２月６日㈮までに電話
または FAXでお申し込みください（保育料無料）。

保育対象／１歳～未就学児（先着１５人）
その他／車での来場はご遠慮ください。手話通訳、車
椅子ご利用の方は、席をご用意しますので、申込時
にお伝えください。FAXでお申し込みの場合・定
員に達し参加できない方のみ連絡します。

子育て支援なんて関係ない‼めんどう‼…でも何か
楽しみたい‼と思っている方とご家族の方。
まずはこの講演会にご参加ください。

日時／１２月４日㈬ 午後６時～７時３０分
会場／産業文化センター

しお み とし ゆき

講師／白梅学園大学学長・東京大学名誉教授 汐見 稔幸さん
（専門は教育学、教育人間学、育児学、はじめてパパの育児
ガイドの監修など、男性の子育て応援者）

おお ひ なた まさ み

恵泉女学園大学大学院 教授 大日向 雅美さん
（専門は発達心理学。国の重要な子育て支援の会議委員など、
子育て支援の第一人者）
「朝霞市ぐらんぱ育児支援マイスター１期生」代表
者による活動発表

内容／社会経験豊かなシニア男性の「知識」「技術」「経
験」を、朝霞の子どもたちの未来のために生かして
いただく方法を考えます。
「朝霞市ぐらんぱ育児支援マイスター認定資格取得
研修（再開）」参加の前に、この講演会からご参加く
ださい。

対象／朝霞市民：シニア男性（おおむね５５歳から７０歳）
大歓迎。子育てを応援する女性も大歓迎

定員／１００人（先着順）
申込方法／１１月１２日㈫から電話で健康づくり課へ

景観の第一人者である「東京大学 堀 繁教授」によ
る講演会を開催します。地域の大切な風景を守り、に
ぎわいを創出するための景観まちづくりについて、理
解を深めていただく機会となりますので、ぜひご参加
ください。
日時／１１月３０日㈯ 午後２時～３時３０分
会場／図書館本館 対象／どなたでも
定員／８０人（先着順）
申込方法／１１月１日㈮午前８時３０分から都市計画課窓
口、電話またはメール（氏名を明記）で受け付け

※講演会前に景観写真コンクールの表彰式を行います。
※当日空きがあれば入場可能
※詳細は、市ホームページをご覧ください。

日時／１２月８日㈰ 午前７時～９時
会場／市役所正面駐車場
内容／服飾、雑貨、新鮮野菜・果物、お茶などお手ご
ろな価格で提供しています（商品がなくなりしだい
終了。内容は変更になる場合があります）。

主催／朝霞市朝市出店者協議会

今年も秋の実りが出そろいました。この機会にぜひ
朝霞の野菜を味わってください！
日時／１２月７日㈯ 午前１０時～午後４時
会場／浜崎農業交流センター（農産物直売所）
（大字浜崎１８―２ わくわくどーむそば）

内容／地元野菜の直売・農協による販売のほか、お楽
しみ抽選会・豚汁の無料配布もあります。

日時／１１月２８日㈭、１２月５日㈭ 午前９時３０分～午後
１時 ※商品がなくなりしだい終了

会場／市役所市民ホール
内容／市内の農家の方が作った旬の野菜を直売します。
主催／朝霞市都市農業推進協議会・朝霞市
協力／ファーマーズ朝霞

対象／市内在住の１８歳以上の方 申込方法／１１月１０日㈰午前９時から電話または直接エコネットあさかへ（先着順）

※どの講座でも、参加された方には手作り石けんを１個差し上げます。

固形石けん作り
日時／１１月２７日㈬ 午前１０時～正午 定員／１０人
内容／廃食油で手作り石けんを作ります。
持ち物等／開かず洗い乾かした５００ml 牛乳パック、マスク、
エプロン、ゴム手袋（軍手でも可）

残り毛糸の再利用
日時／１２月２日㈪ 午前１０時～正午 定員／１０人
内容／暖かいミニざぶとんを作ります（編み足していけば
膝かけにもなります）。
持ち物等／かぎ針４～７号、不用になった毛糸
※初心者の場合、作品の内容が変わることがあります。

布のリフォーム
日時／１２月８日㈰ 午前１０時～午後３時 定員／１０人
内容／古い衣類を利用して秋冬用の帽子を作りましょう。
持ち物等／裁縫道具、タンスに眠っている厚手の衣類（ブ
ラウス、スカートなど）、裏地（９０㎝幅で５０㎝くらい）、
接着芯（１ｍ）、昼食の用意（お弁当）

【お知らせ】第４回あさか市民活動まつりに参加します
日時／１２月１４日㈯ 午前１０時～午後３時
内容／廃棄物減量活動の写真やリサイクル作品の展示をし
ます。クイズ・アンケートにお答えの方におみやげを差
し上げます。
会場／中央公民館・コミュニティセンター

申…申し込み 問…問い合わせ

リサイクルプラザ企画運営協議会講座 会場・申・問／エコネットあさか（リサイクルプラザ）
☎４８６―０２２２

男女共同参画講演会「大介護時代を元気に生きる」
～ゆるやかな有縁・有援社会をつくるために～
申・問／埼玉県男女共同参画推進センター（With You さいたま）

☎０４８―６０１―３１１１ �０４８―６００―３８０２

朝霞市景観講演会
景観からのまちづくり－景観の理論とその応用－

問／都市計画課 ☎４６３―２５１８

農産物直売 あさか新鮮野菜市
問／産業振興課 ☎４６３―１９０４

～朝霞市「ぐらんぱ育児支援事業」＜講演会＞～
「求む！シニア男性の底力」
～地域が求める人材と現代の子育て事情から～

申・問／健康づくり課 ☎４６５―８６１１

朝市 ～第１日曜の朝は朝市へ！～
問／産業振興課 ☎４６３―１９０３

浜崎農業交流センター（農産物直売所）収穫祭開催！
問／産業振興課 ☎４６３―１９０４

費用の記載がないもの
は原則として無料です

朝霞市役所（代表） �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日
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バルとは新しい形の食べ歩きイベントです。参加者はマップとチケットを手に参加店舗をはしごできます。普段
なかなか入る機会のない店にお試し価格で入れるチャンスです！
日時／１１月１４日㈭～１７日㈰ ※時間は店舗により異なります（おおむね正午～午後１０時を予定）。
会場／東武東上線上福岡駅周辺およびふじみ野市内 費用／前売チケット３，０００円、当日チケット３，５００円
※いずれも７００円チケット５枚つづり。販売場所等はお問い合わせください。
後バル期間／１１月１８日㈪～３０日㈯ ※後バルとは、余ったチケットを参加店で金券として使用できるバルのことです。

≪スポーツ教室 第Ⅴ期（１２～１月）開講のご案内≫
※次回第Ⅵ期の募集については、第Ⅴ期からの継続受講者が優先となります。（お子さんが対象の教室を除く）
対象／市内在住、在勤、在学の方（医師から運動を禁止されている方は申し込みできません）
【ご案内】参加者全員にスポーツ傷害保険に加入していただきます（保険料は受講料金内に含まれています）。

～館内受付クラス～ １８歳以上の方対象
料金

１，９５０円

３，２５０円

３，８７５円

３，２５０円

３，９００円

３，２５０円

３，９００円

３，３００円

４，５５０円

３，９００円

【館内受付クラス No．１４～３０ ～応募方法～】
定員に満たない教室がある場合は、１１月１５日㈮から２次募集を行

います。※１１月１日㈮～１４日㈭は継続者優先期間。
わくわくどーむ館内掲示板でお知らせしますので、ご覧ください。
申し込みはわくわくどーむ窓口のみで受け付けます。

※電話での申し込みはできませんのでご了承ください。また、申込
手続きは必ず教室を受講する本人が行ってください。
※２次募集については、市外（志木市・新座市・和光市など）在住
の方もお申し込みいただけます。

人数

３５

３０

４０

３５

２５

３５

２５

回数

３

５

５

６

５

６

７

６

日 程

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

１２／１７、１／７・
２１

１２／１８～１／２２
※１／１を除く。

１２／１９～１／２３
※１／２を除く。

１２／２０～１／２４

１２／２０～１／２４
※１／３を除く。

１２／２０～１／２４

１２／１４～１／２５

１２／２２～１／２６

１０：００～１１：００

１１：１５～１２：１５

１９：１０～２０：１０

２０：２０～２１：２０

１０：００～１１：００

１２：２０～１３：２０

２０：００～２１：００

１１：００～１２：３０

２０：００～２１：００

１０：００～１１：００

１１：１５～１２：１５

１９：００～２０：００

２０：１０～２１：００

１０：００～１１：００

１１：２０～１２：２０

１２：３０～１３：３０

１３：３０～１４：３０

教室名

ズンバ

簡単パワーヨガ

ステップリーボック
（新規）
リーボック
マーシャルアーツ

朝のハタヨガ

ソフトピラティス

アクティブ
ピラティス

楊名時 太極拳

ゆがみ解消！
骨盤リセット

２４式 太極拳

ハツラツ！
骨盤リフレッシュ

ダンスエクササイズ

キックボクササイズ

ルーシーダットン

ウェーブストレッチリング
※第２スタジオ
姿勢改善
ピラティス
キックボクシング
教室

No

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

～往復はがき応募受付クラス～ お子さん対象
料金

２，３２５円

３，８７５円

３，８７５円

５，４００円

５，４２５円

※キッズテーマパークダンスBは、第２スタジオで行います。
※ジュニアHipHop の４年生はダンス暦１年以上のお子さん
※お子様対象のスポーツ教室は保護者の見学・付き添いはできません。

【往復はがき受付クラスNo．１～１３～応募方法～】
往復はがきに、希望する教室名・住所・氏名（ふりがな）・年齢・

学年・電話番号・在学の方は学校名を記入のうえ、〒３５１―００３３ 朝
霞市大字浜崎２７番地「わくわくどーむスポーツ教室」係へ。１１月１４
日㈭【必着】。
※申込手続きは教室を受講する本人の保護者が行ってください。
※申込多数の場合は抽選。複数教室への申込も可能ですが、はがき
１枚につき１人１教室まで。
結果／１１月２０日㈬までに返信はがきでお知らせします。
なお、空きのある教室は１１月１６日㈯から館内にて２次募集を行います。

人数

１５

２０

２０

１５

２０

回数

３

５

５

６

７

日 程

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

１２／１７、１／７・
２１

１２／１８～１／２２
※１／１を除く。

１２／１９～１／２３
※１／２を除く。

１２／２０～１／２４

１２／１４～１／２５

１６：３０～１７：３０

１５：１５～１６：１５

１６：３０～１７：３０

１７：４５～１８：４５

１６：１５～１７：１５

１７：３０～１８：３０

１８：４５～１９：４５

１７：４５～１８：４５

１５：１５～１６：１５

１６：３０～１７：３０

１９：００～２０：００

１６：４０～１７：４０

１７：５０～１８：５０

教室名
キッズ バレエ
（年長～小学３年）
キッズダンス基礎クラス
（４～６歳の未就学児）
キッズチアダンス
（小学１～６年生）
キッズHipHopリトルクラス
（小学１～２年生）
キッズテーマパークダンスA
（初級）（小学１～６年生）
キッズHipHop ミドルクラス
（小学３～４年生）
ジュニアHipHop
（小学４～中学生）
キッズテーマパークダンスB
（中級）（小学１～６年生）
キンダースポーツクラブ
ジュニア（３～６歳の未就学児）
キンダースポーツクラブ
（４～６歳の未就学児）
キッズ 空手
（小学１～６年生）
少年空手 中級
（小学生～高校生）
少年空手 上級
（小学生～高校生）

No

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

≪毎年恒例‼秋のわくわくどーむ祭開催≫
日時／１１月２３日（土・祝） 午前１０時～午後４時 ※午前９時～１０時、午後４時～１０時は通常営業 イベント中も営業しています！
模擬店・泳力検定会・無料体験レッスン等など楽しい催しものがいっぱい！キッズダンスやサークルの発表会もあるよ‼
※当日は混雑が予想されますので、公共交通機関でお越しください。

≪同時開催！☆わくわくフリーマーケット出店者大募集！☆≫
わくわくどーむ祭で開催するフリーマーケットへの出店者を募集します。
出店数／１７ブース（すべて屋外） 出店料／５００円 出店資格／市内在住・在勤の２０歳以上の方 ※事業者（いわゆるプロ出店者）は不可
申込方法／１１月１日㈮～１５日㈮にわくわくどーむにある専用申込用紙に記入のうえ、出店料を添えてお申し込みください。
※先着順。身分証明書の提示が必要
※スポーツ教室、フリーマーケットの募集概要はホームページ（http : //www.wakuwakudome.jp）にも掲載しています！
主催／Fun Space 株式会社（指定管理者）

第２回ふじみ野「福」バル 問／ふじみ野市商工会 ☎０４９―２６１―３１５６

会場・問／わくわくどーむ（健康増進センター）☎４７２―６０００わくわくどーむからのご案内わくわくどーむからのご案内わくわくどーむからのご案内

費用の記載がないもの
は原則として無料です
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日時／１２月１１日㈬ 午後１時３０分～４時（開場：午後１時）
会場／サンアゼリア（和光市民文化センター）

けい

内容／子宮頸がんの予防と治療について
申込方法／１１月２７日㈬までに電話で

日時／１１月２６日㈫ 午前１０時～午後３時
会場／中央公民館・コミュニティセンター
内容／介護予防を目的に活動しているグループが、そ
の活動を展示・発表します。活動や手作り作品等の
展示、ステージ発表、おしゃべりコーナーなど

申込方法／当日直接会場へ

日時／１２月５日㈭ 午前１０時～正午
会場／中央公民館・コミュニティセンター

か とう だ ひろし

講師／立教大学大学院教授 河東田 博さん
費用／３００円（資料代） 対象／市民・福祉関係者
申込方法／電話または当日直接会場へ
共催／NPO法人なかよしねっと・NPO法人彩の会

今、話題のロコモティブシンドローム（運動器症候
群）とは？整形外科医から講義を聞き、実際にロコト
レを行いながら、一緒に学びましょう。
日時／１１月２０日㈬ 午後１時３０分～３時３０分（午後１
時１５分開場） 定員／３０人（先着順）

会場／弁財市民センター（車での来場はご遠慮ください）
講師／高田整形外科 医学博士・日本医師ジョガーズ

こ あらし まさ はる

連盟代表理事 小嵐 正治さん 対象／市民
申込方法／１１月５日㈫～１５日㈮午後５時までにつつじ
の郷へ電話で

日時／１２月１４日㈯ 午後２時～３時３０分
（受付開始 午後１時３０分～）

会場／産業文化センター さかきはら よう いち

講師／お茶の水女子大学大学院教授 榊原 洋一さん
内容／子どもの発達や発達障害について多数の著書を
出し、NHK「すくすく子育て」にも出演されてい
る、小児神経学専門医の講演です。
“最近言う事を聞かない”“いたずらばっかりする”
“宿題をやらない”など、子育てにイライラ・困り
ごとは付き物です。
子どもの心と体がどう成長するのかを知って、子育
て力をグレードアップさせましょう！

対象／市内在住の方 定員／１６０人（先着順）
申込方法／１１月１２日㈫から電話で健康づくり課へ

こころの病は、だれでも発症する普通の病で、予防
薬が今のところなく発症するまで分かりません。見え
ない「こころの病」はどのように始まるのか、もし、
発症した場合にどのように対応すればよいか、一緒に
学びませんか。
日時／１２月１５日㈰ 午後１時３０分～４時
会場／産業文化センター
内容／Ⅰ部：講演「こころの病はどのように始まるか」
講師 東洋大学ライフデザイン学部教授・精神科医

しら いし ひろ み

白石 弘巳さん
Ⅱ部：家族の体験発表・当事者の体験発表
Ⅲ部：質疑応答

定員／１２０人 対象／どなたでも
共催／特定非営利活動法人 朝霞市つばさ会、朝霞市
申込方法／当日直接会場へ

日時／１２月２日㈪ 午後１時～３時
会場／にいざほっとぷらざ 定員／５０人（先着順）

かな すぎ かず お

講師／金杉クリニック院長 金杉 和夫さん
内容／楽しく、末永くお酒とつき合うために、適正飲
酒や多量飲酒のリスク等を学びます。

申込方法／１１月２６日㈫までに電話で朝霞保健所へ

日時／１１月２１日㈭ 午後１時３０分～４時
会場／産業文化センター
対象／朝霞市、和光市、新座市、志木市、ふじみ野市、
富士見市、三芳町のNPO法人および市民活動団体

内容／効果的なチラシを作るため、デザインやキャッ
チコピー等の工夫についての実践的な講座

定員／４０人（先着順）
だい く はら じゅん

講師／さいたまNPOセンター 大工原 潤さん
持ち物／えんぴつ、サインペン、定規
申込方法／氏名、所属団体名、連絡先（電話番号）を記入
のうえ、１１月１１日㈪までに FAXまたはメールで埼
玉県南西部地域振興センターへお申し込みください。

１１月１１日の「介護の日」に、介護についての理解と
認識を深めてみませんか。
日時／１１月１１日㈪ 午前１０時３０分～午後２時３０分
会場／産業文化センター 時間・内容・定員／下表のとおり

※いずれも事前申込不要、受付開始時間は各講演の３０分前からです。
※介護の日とは、平成２０年７月に厚生労働省が定めた介護に関しての啓
発を重点的に実施する日です。

定員

１００人

５０人

内容

講演会『介護するまで、されるまで！』
やなぎ や きょう じ

講師：一般社団法人落語協会 柳家 喬の字さん

「認知症サポーター養成教室」
講師：地域包括支援センターひいらぎの里・朝光苑

時間

午前１０時３０分
～正午

午後１時
～２時３０分

申…申し込み 問…問い合わせ

朝霞いきいきふれあいひろば～あすに向って～
問／朝霞でいきいきネットワーク（介護予防）

しらいし

代表：白石 ☎０９０―８３３７―５１８０

地域支え合いネット講座
「今日からできる予防・改善！

ロコモーショントレーニング」
さと

申・問／地域包括支援センターつつじの郷 ☎４７２―１５７４

障害者理解に関する普及啓発事業
精神保健福祉講演会
～見えない障がいを初歩から学んでみませんか～

お の

問／NPO法人朝霞市つばさ会 小野 ☎０９０―３０６０―９０６９

介護の日、介護について考えよう！
問／長寿はつらつ課 ☎４６３―１９５２

第１５回市民公開講座
申・問／独立行政法人国立病院機構埼玉病院 ☎４６２―３０６２

学習会「障がい者が地域で生活する
ということ」その人の思いを大切に

お いけ

主催・問／NPO法人メイあさかセンター 尾池 ☎４６８―６９７２

子どもの発達を理解する講演会
「育つ。育てる。子どものこころとからだ」

～幼児期から学童期まで～
申・問／健康づくり課 ☎４６５―８６１１

こころと体の健康とアルコール講演会
申・問／朝霞保健所 ☎４６１―０４６８

効果的なチラシの作り方講座
主催・申・問／埼玉県南西部地域振興センター

☎４５１―１１１０ �４５１―１１１３
j５１１１１０２@pref.saitama.lg.jp

費用の記載がないもの
は原則として無料です

朝霞市役所（代表） �０４８―４６３―１１１１ �０４８―４６７―０７７０
※問い合わせの電話番号は直通電話番号で、直接各担当係につながります。また、市外局番のない電話番号等の市外局番は（０４８）です。
●受付時間／午前８時３０分～午後５時１５分 ●休日／土・日曜日、祝日
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障害を持った方々の日頃の活動を見ていただき、地
域の方々と楽しい一時を過ごしたいと思います。屋台・
製作品の販売なども行います。ぜひご来場ください。
日時／１１月９日㈯ 午前１０時～午後３時１５分
会場／すずらん（志木市下宗岡１―２３―１（宮戸橋のたも
と））

※駐車スペースに限りがありますので、路線バスをご
利用ください。

六本木・銀座・新宿・横
浜で人気のライヴハウス・
ケントス屈指のビートルズ
バンドTHE BEATLECOM
PANYが朝霞市にやって
くる！ 一夜だけのプレシ
ャスナイト。迫力ある生演
奏をビール、おつまみ片手
に食事とアルコールなどを楽しみながら、ビートルズ
の名曲と極上のフライデーナイトを朝霞でお過ごしく
ださい。
日時／１月３１日㈮ 開場（飲食提供開始）午後７時
開演午後７時４５分

出演／THE BEATLE COMPANY
曲目／All my loving, Yesterday, Let it be…
入場料／全席指定５，０００円 飲食付き（バイキング形
式：食べ放題・飲み放題）

チケット発売日／１１月２３日㈯午前１０時～（電話予約は
同日午後１時３０分～ゆめぱれすのみ）

チケット取扱所／ゆめぱれす・産業文化センター
主催／（公財）朝霞市文化・スポーツ振興公社

多数の人が利用する事業所などは、消防法により有
資格者による防火管理業務が義務付けられています。
この講習会は、防火管理者としての資格を取得する

ためのもので、事業所などで、管理監督的な地位にあ
る方を対象としています。
日時／１２月１２日㈭・１３日㈮２日間
午前９時３０分～午後４時３０分

※災害等により、やむをえず中止または延期する場合
あり
会場／埼玉県南西部消防本部（駐車場はありません）
定員／２０人（朝霞消防署の受付人数）※先着順
受講資格／市内在住・在勤者（１事業所２人まで）
教材費／３，４００円（予定）
※テキスト代として講習当日に販売します。
申込方法／１１月２５日㈪～２９日㈮午前８時３０分～午後５
時１５分に市内在住・在勤を証明できるものと写真１
枚（縦３㎝・横２．４㎝で無帽、無背景、正面上三分
身像とし、３か月以内に撮影したもの）を持参のう
え、朝霞消防署消防課へ直接お申し込みください（浜
崎分署では受け付けできません）。

※受講申請書は、消防本部ホームページ（http : //
www.kennanseibu 119.jp/）からダウンロードでき
ます。
受講科目の一部免除／消防設備点検資格者講習と自

衛消防業務講習の既修者は、申込時に修了証を提示し
てください。
※消防法令改正により、防火対象物点検資格者講習の
既修者は、防火管理者としての資格を有することとな
りました。

狂犬病予防や犬のしつけ方など、犬を飼う時に知っ
ておくべき基本的なことを習得できます。あなたの愛
犬が地域で共生できるよう、ぜひこの機会に正しい知
識を身に付けましょう‼
日時／１１月３０日㈯ 午後１時３０分～４時
対象／市内在住で、これから犬を飼う方や現在犬を飼
っていて犬の正しい飼い方を習得したい方

会場／朝霞保健所 ※犬の同伴はできません。
ふじ い さとし

講師／日本訓練士養成学校教頭 藤井 聡さん
定員／４０人（定員になりしだい締切）
申込期間／１１月１日㈮から
申込方法／住所、氏名、電話番号および参加人数を明
記のうえ、電話、FAXまたはメールで狂犬病予防
協会事務局へ

※電話での受付時間は午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日、祝日を除く）

もしもの時に備えて、基本的な葬儀の流れを個別で
説明します。当日は式場の見学もできます。
日時／１１月２５日㈪ 午前９時～１１時（１人３０分まで。
先着順）

会場／朝霞市斎場 対象／市内在住の方
申込方法／当日直接会場へ

埼玉県南西部消防本部では、「救えるよ あなたのその
手で その命」をスローガンに市民の皆さんへの応急
手当の普及を図るために、次のとおり講習を実施します。
AED（自動体外式除細動器）講習を含みます。

日時／１１月３０日㈯ 午前９時～正午
会場／志木消防署
内容／小児・乳幼児に必要な応急手当と救命処置
定員／３０人（先着順）※再講習の方の受講も可能です。
受講資格／市内在住・在勤・在学（中学生以上）の方
申込期間／１１月１８日㈪～２２日㈮ 午前８時３０分～午後
５時１５分

申込方法／朝霞消防署または浜崎分署へお申し込みく
ださい（電話受付不可）。

日時／１１月１３日㈬ 午前１０時１５分～午後４時１５分
会場／にいざほっとぷらざ（志木駅南口）
対象／朝霞・志木・和光・新座市民
申込方法／当日直接会場へ

第１５回 すずらん祭り
問／すずらん ☎４７０―３２１６

第３回甲種防火管理新規講習会
問／朝霞消防署消防課 ☎４６３―１１９０

普通救命講習Ⅲ
問／埼玉県南西部消防本部救急課 ☎４７８―０８９９

The Beatles Night
会場・問／ゆめぱれす（市民会館） ☎４６６―２５２５

犬の正しい飼い方教室
主催・申・問／埼玉県朝霞保健所管内狂犬病予防協会
事務局（新座市環境対策課） ☎４７７―１１１１ �４７７―１１２８

kankyou@city.niiza.lg.jp

葬儀個別基本相談 問／斎場 ☎４６０―００５５

税理士による無料税務相談会
問／関東信越税理士会朝霞支部事務局 ☎４６５―００２５

費用の記載がないもの
は原則として無料です

32広報あさか ２０１３．１１



ようこそ！あさかの生涯学習へ
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ああささかかの生生涯涯学学習習へようこそ！
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平成２５年度ふれあい標語入賞作品が決定しました！
朝霞市青少年育成市民会議で毎年実施している「ふれあい標語」の平成２５年度入賞作品が決まりました！ご応募いた

だいた皆さん、本当にありがとうございました。最優秀作品は、看板を作成し、今後、市内の小・中学校の校門付近に
設置するほか、啓発ポスターを作成し、市内の公共施設に掲示します。

賞 作 品 所属学校・学年 作 者

最優秀賞 言葉より 態度で示す 思いやり 朝霞第七小学校６年
わた なべ

渡 辺 あ み

優秀賞

ありがとう 心と心 つながる絆 朝霞第四小学校５年
ほそ の たい き

細 野 泰 生

感謝から 生まれる絆と 思いやり 朝霞第二中学校１年
なが はし ち な り

長 端 一 愛

あいさつは こころのとびら 開くかぎ 朝霞第二中学校１年
の はら ま りん

野 原 真 凜

身につけよう 誰にも負けない がまん力 朝霞第二中学校１年
うち だ なお ま

内 田 直 真

助け合い 重ねてできる 絆の輪 朝霞第五中学校２年
た なか ゆう き

田 中 佑 樹

佳作

お母さん スマホ見ないで 子供みて 朝霞第三小学校５年
くり やま あかね

栗 山 茜

心の芽 君の笑顔で 花が咲く 朝霞第四小学校６年
やなぎさわ

柳沢はるか

言わないよ ぼくが言われて いやなこと 朝霞第七小学校２年
や がわ とも ひろ

矢 川 智 拓

ありがとう あなたがくれた思いやり わたしがだれかにおすそわけ 朝霞第七小学校５年
いい の しゅう か

飯 野 萩 香

支え合おう 声かけ合おう 地域の輪 朝霞第一中学校２年
いま い ゆう か

今 井 祐 香

ありがとう 言える心を 育てたい 朝霞第一中学校３年
お ち ゆう じ

越 智 悠 児

たすけ合い みんなの絆は たからもの 朝霞第二中学校３年
い とう ひろ や

伊 藤 宏 哉

内閣府では、１１月を「子ども・若者育成支援強化月
間」と定め、期間中に子ども・若者育成支援のための

諸事業、諸活動を集中的に実施することにより、国民
の子ども・若者育成支援に対する理解を深めるととも
に、各種活動への積極的な参加を促し、国民運動の一
層の充実と定着を図っていきます。
期間／１１月１日㈮から３０日㈯までの１か月

企業人権教育研修会 ～みんながしあわせに暮らせるために～
人権問題の正しい理解と認識を深めるため、主に企業等の人事・人権担当者を対象とした研修会を開催します。こ

の機会に、人権問題の解消について積極的に考えてみませんか？ どなたでもご参加いただけます！
回 日 程 内 容 講 師

１
１１月１１日㈪
午後２時～４時

活力ある職場づくりとCS（顧客満足）のために
（公財）東京都人権啓発センター

こ はら しゅん じ

小原 俊治さん

２
１１月１９日㈫
午後２時～４時

公正採用選考と人権を考える
埼玉県県民生活部人権推進課

こ すぎ やすひろ

小杉 康博さん
※両日程とも講演と人権DVDの視聴を行います。
会場／１回目ゆめぱれす（市民会館） ２回目中央公民館・コミュニティセンター 対象／市民 定員／７０人
参加費／無料 申込方法／当日直接会場へ 主催／朝霞市・朝霞市教育委員会・朝霞市人権教育推進協議会

申・問／生涯学習課 ☎４６３―２９２０・２９３０ �４６７―４７１６ syogaku@city.asaka.saitama.jp
〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１

申…申し込み 問…問い合わせ 内…内線

子ども・若者育成支援強化月間
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「成人式」のお知らせ「成人式」のお知らせ

集集集参加者室参室室室室参室参習体験教涯 体体体体体体体 集集集集集集集者者者者者者者加加加 集涯涯涯涯生生生生生生生生生生生生生生生生生生涯涯涯涯涯涯涯涯 集集生涯涯生涯生生涯生生涯涯生涯涯生生涯生涯生生生生生 募集募集募集集集集体験教室参体験体験体体体験体験験験験 集集集集涯涯涯涯涯生生生 習習習 集集集集集集集集集習習習習習習体習体体体体涯涯涯生生生生生生 室室室涯涯 験験験 室室室室室室生生生生生生 者加加加加者者者者加加者加者参参参参参参参加参参参加加参加参加 募募募募参参参参参 募募募募募者者者募者募室室室室涯涯 体体体験 集集参参験験験 集集生生涯涯 募募験 参加者募集集集集集集集集参参参加参参加参加参加参加加者者者者者加者加者者者募集募募募募募募者募集募集集集集集集集習体験教室参生生生生生生生生生生涯生涯生涯生涯生生涯生涯生涯生涯生生生生生生涯涯涯生生涯涯 習体習習習習習習体習体体験体験体体体験体験 室参室室室室室室室参室生涯学習体験教室参加者募集生涯学習体験教室参加者募集 第5弾！！

相  談  員
青少年相談員朝霞市協議会

市 民 企 画 講 座

�������������

教室名・内容・講師 教室番号 日 時 会場 費用 定員

笑い健康法講話
「笑い」は費用がかからず、副作用のない最高の薬といえ
ます。生活の中に上手に取り入れれば効果が実感でき、まさ
に「笑う門に福来たる」です。

おん だ くにひこ て かがみ

講師／恩田 邦彦さん 持ち物／手鏡

39 １２月６日㈮
午後２時～３時

中央公民館・
コミュニティ
センター

無料 ３０人

樹脂粘土で作るキラキラアクセサリー
樹脂粘土を使って、ラインストーンが入ったキラキラ輝くハー

トのプチネックレスを作ります。どなたでも簡単にアクセサリー
作りを楽しめます。※黒もしくはピンクからお選びください。

たかはし れい こ

講師／高橋 玲子さん 対象／中学生以上

40 １２月８日㈰
午後２時～４時

産業文化
センター

８００円
（材料費） １５人

マジックの実演指導
身近にある小物を使った、いつでもどこでもできるマジッ
クを実演・指導します（平成２４年度と同じ講座内容です）。

おん だ くにひこ

講師／恩田 邦彦さん

41 １２月１３日㈮
午後２時～３時

中央公民館・
コミュニティ
センター

無料 ２０人

対象／市内在住・在勤・在学の方 ※申込多数の場合は抽選 ※申込期間終了後、受講に関する通知を郵送します。
申込方法／電話・FAX・メールのいずれか。電話以外の場合、タイトルに「体験教室参加希望」と明記のうえ、①住
所 ②氏名（ふりがな）③日中連絡のとれる電話番号 ④教室番号 ⑤教室名を記入し、お申込みください。

締切り／１１月２０日㈬【必着】
※FAX番号・メールアドレスの間違いには十分ご注意ください。

開催日／平成２６年１月１３日（月・祝） 成人の日
開 場／午後１時
式 典／午後２時～３時
※式典は、東洋大学管弦楽団（オーケストラ）
による演奏とともに行われます。
会 場／ゆめぱれす（市民会館）
該当者／平成５年４月２日から平成６年４月１
日までに生まれた方で、原則として朝霞市に
在住している方

NPO法人食品リサイクル農園あさか主催事業

有機野菜収穫体験講座
「ピーナッツ・サツマイモを掘ってみよう」

日時／１１月１６日㈯ 午前１０時～正午
会場／なごみ農園（浜崎分署裏黒目川沿い）
定員／１０組（１人でも可、先着順）
費用／ピーナッツ（千葉半立ち）５００円（３株分）

サツマイモ（紅あずま）５００円（３株分）
※どちらか一方だけの収穫も可

持ち物／汚れてもいい服装、長靴、ビニール手袋、帽子、タオル、
作物持ち帰り用の袋、水分補給用の飲み物、お弁当持参可（収穫
後）

の ぐち

申込方法／電話で 申・問／野口 ☎４７６―４６９５

スノードロップ主催事業

「声」のチャームアップレッスン☆
～のどを開けばココロも開く～

日時／１１月２６日㈫ 午前１０時～正午
会場／ゆめぱれす（市民会館）リハーサル室

せ と あきひさ

講師／ボイストレーナー 瀬戸 彰久さん
定員／３０人（先着順） 費用／３００円（資料代等）
申込方法／電話もしくはメールで

なかつか

申・問／中塚 ☎０８０―１０４２―９１８７
voicewa114@yahoo.co.jp

Let’s☆クリスマスパーティー☆
クリスマスをイメージしたファッションで来てね☆クリスマス料理
を作ったり、ゲームをするよ。みんなで騒いで楽しいパーティーにし
よう♪
日時／１２月２１日㈯ 午前１０時集合 午後４時解散予定
会場／中央公民館 実習室
費用／８００円（材料費・保険料）
対象／市内在住の小学生 定員／２４人（申込多数の場合は抽選）
申込方法／はがきに「Let’s クリスマスパーティー希望」と書き、
①住所、②氏名（ふりがな）、③学年、④性別、⑤電話番号を記入の
うえ郵送してください。
締切り／１２月４日㈬【消印有効】
申／朝霞市教育委員会 生涯学習課 宛て

◆案内状について◆
１０月１８日㈮に、該当の皆さんに案内状を郵
送しました。１１月８日㈮までに届かない方は、
ご連絡ください。

申・問／生涯学習課 ☎４６３―２９２０・２９３０ �４６７―４７１６ syogaku@city.asaka.saitama.jp
〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１
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好評開催中！～
11月24日㈰まで

第28回企画展

「縄文時代のアクセサリー」

時間／午前9時～午後5時
会場／博物館　展示室

博物館へ行こう！博物館へ行こう！
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公開おとどけ講座 参加者募集！
ボランティアグループ“ひいらぎ２００３”が、博物館の学芸

員による「おとどけ講座」の勉強会を企画しました。一緒に
学習しませんか。

とうえん じ

テーマ／東圓寺（岡２丁目）の石仏（現地見学あり）
日時／１２月７日㈯ 午前１０時～正午
集合／朝霞市博物館エントランス 午前９時４５分
定員／２０人（先着順） 費用／１００円（保険代等）
申込方法／はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を明記のう
え１１月２５日㈪【消印有効】までにお申込みください。はが
きで返事をします。

申込先／〒３５１―００１４ 朝霞市膝折町４―１１―２７
こ いしはら ふ み こ

小石原 芙美子宛て
主催／ひいらぎ２００３（市民ボランティアグループ）
協力／朝霞市文化財課

こ いしはら むら た

問／小石原 �４６４―６３０７、村田 �４７３―３４４４

ギャラリートーク 担当学芸員による展示解説
日時／１１月２日㈯ 午後２時～３時

１１月２４日㈰ 午後２時～３時
さいとう よしのぶ

講師／当館学芸員 齋藤 欣延
対象：定員／一般：特になし
申込方法／事前申込不要。当日直接展示室にお越しください。
（各回とも同じ内容を予定しています）

�������������������������������������������������

古文書講座～はじめての古文書～
歴史史料を学ぶために必要な、古文書の読み方が学べま

す。初心者から学習できるので、お気軽にどうぞ！
日時／１２月８日㈰・２２日㈰、平成２６年１月１２日㈰・２６日㈰、
２月９日㈰・２３日㈰ 午前１０時～正午

くりばら けんいち

講師／立正大学講師 栗原 健一さん
会場／博物館 講座室
対象：定員／一般：４０人 ※６回とも出席できる方
テキスト代／３００円
申込方法／１１月１７日㈰まで、電話または博物館窓口で受付。
申込多数の場合は初めてご参加の方を優先のうえ抽選。
結果は全員に締切後１週間以内に通知します。

�������������������������������������������������

歴史講座 都をつくる
「都」は天皇がいる所という言葉であると同時に、行政

や経済、文化の中心もさしています。日本を代表する「都」
について学習します。
プログラム
回 日程 内容 講師

１ １１／３０㈯ 平安京～十年の都
から千年の都へ～

国立歴史民俗博物館
に とう あつ し

教授 仁藤 敦史さん

２ １２／７㈯ 江戸～都は“京”
か“江戸”か～

東京学芸大学
おおいし まなぶ

教授 大石 学さん

３ １２／１４㈯ 東京～誕生・首都
東京～

中央大学
うしごめ つとむ

兼任講師 牛米 努さん

時間／午後２時～３時３０分
会場／博物館 講座室
対象：定員／一般：４０人
申込方法／要事前予約。電話または博物館窓口で受付。
連続受講の方を優先とし、空きがあれば単回受講も可能
です（単回受講は各回１週間前から受け付けます）。

旧高橋家住宅開園５周年記念
―収穫祭―

秋です！旧高橋家住宅のお祭りです！旧高橋家住宅で収穫し
た野菜を使ったけんちん汁を食べませんか（午前１１時２０分から
配布）。ほかにもイベントがいっぱい。みんなで楽しく過ごし
ましょう。今年も朝霞市指定無形文化財「根岸野謡」の鑑賞会
を同時開催します。
日時／１１月２４日㈰ 午前１０時～午後１時
会場／旧高橋家住宅 対象：定員／どなたでも：特になし
※事前申込不要。当日直接会場にお越しください。

旧高橋家住宅で遊ぼう！
縄とび・大縄とびに挑戦！みんなで寒さを吹き飛ばそう！
日時／１２月７日㈯ 午前１０時～正午
会場／旧高橋家住宅 対象：定員／どなたでも：特になし
※事前申込不要。当日直接会場にお越しください。

開園時間 午前９時～午後４時３０分
休 園 日 第４金曜日を除き博物館の休館日に準じます。

〒３５１―０００５ 朝霞市根岸台２―１５―１０
（根岸台市民センター隣） �４６２―７０６７

問／文化財課 �４６３―２９２７

重要文化財 旧高橋家住宅からのお知らせ

博物館へ行こう！

申…申し込み 問…問い合わせ

〒３５１―０００７ 岡２―７―２２ �４６９―２２８５
同 上（博物館内） �４６３―２９２７

〒３５１―００３３ 大字浜崎２３１―２ �４８６―２２４４

朝 霞 市 博 物 館
文化財課文化財保護係
埋蔵文化財センター

共通�４６８―００７９

博物館・埋蔵文化財センター お休みカレンダー
開館時間 午前９時～午後５時
休 館 日 月曜日・第４金曜日（祝日に当たる時は開館）、祝日の翌日

（土・日曜日に当たる時は開館）、１２月２７日～１月４日
※第４金曜日は、文化財保護係の窓口は受け付けしています。

※埋蔵文化財センターの開所時間・休所日は博物館の開館時間・休館日に準じます（臨時の開館・休館は除く）。
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親子でエンジョイスポーツ
楽しもう！レクリエーション・ニュースポーツ等
主催／東洋大学ライフデザイン学部 健康スポーツ学科
斉藤ゼミ 後援／朝霞市教育委員会
日／１２月８日㈰ 午前１０時～正午 会／西朝霞公民館
対／市内在住の幼稚園対象年齢～小学生（低学年）とその保
護者（保護者２人参加可、子ども複数可） 参／１組１００円
（保険料等）当日納入 定／３０組（申込多数の場合抽選）
申／電話・FAX・はがき・メールまたは窓口で次の事項
を記入し、スポーツ課へ ①親子でエンジョイスポーツ
②氏名（ふりがな）③性別 ④住所 ⑤年齢・学年 ⑥電話番
号 持・他／体育館シューズ・飲み物・運動のできる服装。
詳細は、市ホームページをご覧ください。 問／スポーツ課

第５８回市民総合体育大会
なわとび・フラフープ大会

主管／朝霞市レクリエーション協会
なわとび・フラフープ実行委員会

日／１２月７日㈯ 午前８時３０分受付 午前８時４５分開会式
会／総合体育館 申／当日直接会場へ
参／各部１人１００円（保険料含む） 持／とびなわ（貸出あ
り）・体育館シューズ・運動のできる服装で
なわとびの部 時／午前９時～正午
対・種／個人 ①未就学児 まえとび ②小学１・２年生
まえとび ③小学３・４年生 あやとび ④小学５・６年
生 二重とび ⑤中学生以上～一般 まえとび ⑥未就学
児、小学１・２年生と親子 ２人とび
団体 ⑦小学生団体（１０人１組） 大縄とび
判定／回数方式 ※未就学児は１人でなわとびができること。
フラフープの部 時／午後１時～３時３０分
対／小学生 判定／タイム方式 ※学年別で競技

すず き

問／鈴木 ☎４７３―２５３７

第１５回朝霞市オープンラージボール卓球大会
主催／（公財）朝霞市文化・スポーツ振興公社
主管／朝霞市卓球協会 日／１２月８日㈰ 午前９時１５分開
会式 会／総合体育館 種・対／男子シングルス①５９歳
以下 ②６０歳以上 ③７０歳以上、女子シングルス④５９歳
以下 ⑤６０歳以上 ⑥７０歳以上、混合ダブルス⑦合計年
齢１１９歳以下 ⑧１２０歳以上 ⑨１３０歳以上 ⑩１４０歳以上
⑪１５０歳以上（※女子のみのペア〈合計年齢５歳プラス〉も
可） 参／１人１，０００円、ダブルス１組２，０００円（保険料含む）
締／１１月１５日㈮【必着】 申／総合体育館にある申込書に記
入し窓口へまたは総合体育館宛郵送（参加費は小為替また
は現金書留で）※詳細は募集要項参照

も ぎ

問／茂木 ☎０９０―９８１０―０２９８

第５６回県南駅伝競走大会
主催／朝霞地区教育委員会連合会・朝霞地区体育協会連合会
主管／朝霞地区県南駅伝競走大会実行委員会
日／平成２６年１月１２日㈰ 午前７時２０分から受付
午前８時開会式（小雨雪決行） 会／朝霞中央公園陸上競技
場周回コース チーム編成・種別／正選手６人・補欠２人・
監督１人の合計９人 全６区間 第１部男子・第３部女子
学校・会社・クラブ単位、高校生以上、第２部男子・第４部
女子 中学校単位 参／１チーム 第１・３部 ８，０００円、
第２部・４部 ４，０００円を下記銀行口座へ振込。
締／１２月６日㈮

振込口座 埼玉りそな銀行 和光支店
あさ か ち く けんなんえきでんきょうそうたいかい

普通口座 ４１７１１３７ 朝霞地区県南駅伝競走大会
じっこう い いんかいかいちょう いしはら しげる

実行委員会会長 石原 茂
※天候等の理由で大会中止の場合参加費返金はありません
申・問／スポーツ課および下記にある申込書に記入し郵送
または持参。〒３５２―００２２ 新座市本多２―１―２０
（公財）新座市体育協会県南駅伝担当 ☎４８２―２００２
※開催要項は下記ホームページ参照
http : //www.niiza-taikyou.or.jp/

※今年度は陸上競技場改修のためコースが変更となりま
すのでご了承ください。また会場周辺には駐車場が少な
いため、ほかの交通機関をご利用ください。当日は会場
周辺が通行止めとなりますので、ご協力よろしくお願い
します。

こ ま

朝鮮文化ゆかりの高麗の里を巡る
史跡にふれる散策コース ６㎞

主催／歩こう会 日・集／１１月２４日㈰ 午前７時４０分 北
朝霞駅前広場（雨天決行） 行程／北朝霞駅→新秋津駅（乗
換）→秋津駅（乗換）→高麗駅（下車）→高麗石器時代住居跡
勝楽寺→高麗神社→高麗駅 対／小学生以上（小学生は保
護者同伴） 参／３００円（保険料等） 締／１１月１５日㈮
持／弁当・水筒・雨具等 申／はがきにコース名・参加者
全員の住所・氏名・電話番号を記入しスポーツ課へ。参加
決定の通知はいたしません。当日は直接集合場所へ。

すず き

問／鈴木 ☎４７３―２５３７

あさか少年野球教室
～プロ野球選手がやってくる！～

主催／（公財）朝霞市文化・スポーツ振興公社
日／１２月１５日㈰ 午前９時～午後１時 会／中央公園野球
場（雨天時：総合体育館） 対・定／小学生 １００人（申込多
数の場合抽選） 参／５００円（保険料含む） 観覧無料
持／帽子・ユニフォーム・スパイク・グローブ・バット・
運動靴（体育館用） 締／１２月５日㈭ 講師／千葉ロッテマ

なる せ よしひさ

リーンズ 成瀬善久選手（都合により変更の場合あり）
申／往復はがきに①あさか少年野球教室 ②氏名（本人と保
護者）・学年 ③住所 ④電話番号を記入し中央公園野球場
宛郵送。（〒３５１―００１６ 朝霞市青葉台１―９―２）
問／中央公園野球場 ☎４６５―７２７７

スポーツ課 〒３５１―８５０１ 本町１―１―１
�４６３―２４０３（直） �４６７―４７１６
sports@city.asaka.saitama.jp

総合体育館 〒３５１―００１６ 青葉台１―８―１
�４６５―９８１１ �４６４―２４２９

体育施設臨時休館日（１１月１日～平成２６年１月１５日）
総合体育館 １１月１８日㈪、１２月２４日㈫
武道館 １１月１８日㈪、１２月１６日㈪
滝の根テニスコート １１月５日㈫～８日㈮・１８日㈪

１２月２日㈪・１６日㈪、平成２６年１月６日㈪
※中央公園陸上競技場の改修工事に伴い１１月５日㈫～平成
２６年３月３１日㈪まで使用を中止します。
※年末・年始 １２月３１日㈫～平成２６年１月３日㈮は上記を
含む全体育施設休館

日日時 時時間 会会場 集集合場所 種種目 対対象 定定員
参参加費 締締切 持持ち物 申申し込み 問問い合わせ 他その他
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ようこそ！あさかの生涯学習へ
スポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーションスポーツ・レクリエーション
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第５８回朝霞市民体育祭が１０月１３日㈰中央公園陸上競技場で開催
されました。天候にも恵まれ多くの方のご参加をいただき、地区
対抗においては白熱の戦いとなりました。自由種目にも多くの皆
さんのご参加をいただきありがとうございました。地域の皆さん、
各関係者の皆さんのご協力に感謝申し上げます。
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

【順不同・敬称略】【特別賞】高橋昭二郎（相撲連盟）
【体育功労賞】大畑俊昭（野球連盟）、金子清孝（水泳部）、深野幹夫・福島英子（ソフトテニス連盟）、
種村みちる・元吉順子（バレーボール連盟）、山内繁夫（テニス協会）、越前浩司・浅見久（ゲートボール連盟）、
清水一郎・田中明美（ソフトボール協会）、大貫允子（グラウンド・ゴルフ連合）、
高橋義正・藤田礒芳（レクリエーション協会）、嶋田重男・丸山勝美・亀井厚志（スポーツ少年団）
【優秀選手賞】陸上 土井杏南・アノンニェ実莉愛チオマ・田中陽夏莉・松本涼花・上垣遥・石原菜美
水泳 鎌田優吾・鎌田純吾・神谷正保 柔道 岩下美沙 スキー 中西宏爾・服部敏幸
弓道 大塚進・青田昇 相撲 水上涼太 テニス 藤原佐美子 ソフトテニス 沢登純奈・奥山奈美・小俣三男・
天満敦江・染谷直子・飯塚優子・安岡今日子・高橋理恵 バドミントン 大澤佳歩 空手道 小西功一・神尾武志・
月井小次郎・月井隼南 軟式野球 （朝霞ニューエルダーズ）塩野昌弘・塩野善一郎・新井豊・榎本恵好・
大久保誠次・金井進・河野宣雄・小原和雄・髙麗武男・髙麗文夫・髙柳勝光・乙津公一・髙橋敏幸
ゲートボール （朝霞市ゲートボール連盟）恩田良雄・恩田清子・清藤潤・山岸精一・大槻謙二・門田卓馬・
入江杏祐 （朝霞高等学校）越前浩司・瀬戸卓弥・佐藤優気・長尾拓馬・土屋光・竹島大稀・半田拓朗・
駒井寛杜・高橋省吾 ボウリング 上野帆楓・上野忠司 武術太極拳 堀口誠史
グラウンド・ゴルフ 鈴木美八子 トランポリン 高橋雛里
【地区功労賞】 表彰状 岡野秀子（東） 新井田清司（東） 須藤稔（緑ヶ丘） 飯島博己（緑ヶ丘）
渋川和美（溝沼） 萩原里実（溝沼） 渡辺貴治（溝沼） 佐藤亘（栄町） 佐藤一美（栄町） 山口みち子（上の原）
由利婦美子（上の原） 阿部貢紀（霞ヶ丘）
感謝状 山本長志郎（宮戸） 関口悦子（東） 高野正之（東） 塩野一弘（膝折） 池谷た江子（膝折）
村田貴代子（膝折） 藤木昌平（緑ヶ丘） 広田勉（緑ヶ丘） 相原広史（栄町） 相原真弓（栄町）
小林修一（上の原） 稲垣秀夫（岡） 大類太郎（岡）

「平成２５年度朝霞市民体育賞」表彰式が１０月１３日㈰朝霞市民体育祭当日、朝霞中央公園陸上競技場で行われま
した。市民体育賞は、朝霞市の市民体育に功績のあった方を表彰するものです。
皆さんの今後の活躍を期待しています。なお、表彰式に欠席された方は、賞状等お預かりしていますのでスポ

ーツ課までお越しください。

地区対抗種目総合成績
順位 地区名
優 勝 広沢
準優勝 栄町
第３位 溝沼
第４位 緑ヶ丘
第５位 東
第６位 朝志ヶ丘

努力賞 上の原、岡
富士見、昭和台

敢闘賞

膝折、宮戸
霞台、旭通り
膝折宿、向山
田島、仲町
コンフォール東朝霞

レクリエーション
種目成績

順位 地区名

第１位 栄町

第２位 溝沼

第３位 広沢

第４位 岡

第５位 田島

第６位 緑ヶ丘

第５８回 朝霞市民体育祭 結果報告

平成２５年度 朝霞市民体育賞 “受賞おめでとうございます”

地区功労賞優秀選手賞（団体）優秀選手賞（個人）

準優勝

体育功労賞

優 勝

特別賞
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入場無料

シネマライブラリーシネマライブラリー 入場無料

みみみんんんなななののの図図図書書書館館館
☆所蔵雑誌のスポンサーを募集し
　ています！　詳しくは図書館へ
　お問い合わせください。

新着図書の紹介 （ ）内は所蔵館とコーナー名

一般書
御朱印でめぐる江戸・東京の古寺
（本館・分館 実用書Ａ） 『地球の歩き方』編集室／著

ダイヤモンド・ビッグ社 １８５．９ミズイロ
野菜の小鉢１００（本館・分館 実用書Ｂ）

主婦の友社／編 主婦の友社 ５９６．３ピンク
海の武士団（本館・分館 歴史・哲学）

黒嶋敏／著 講談社 ２１０．４
世界恐慌 上・下（本館 社会科学）
ライアカット・アハメド／著 吉田利子／訳 筑摩書房 ３３７．９
SL機関士の太平洋戦争（本館 社会科学）

椎橋俊之／著 筑摩書房 ３９５．９
かの名はポンパドール（本館・分館 日本文学）

佐藤賢一／著 世界文化社 Wサト
原発ホワイトアウト（本館 日本文学）

若杉冽／著 講談社 Wワカ

１１／２２／６３ 上・下（本館 外国文学）
スティーヴン・キング／著 白石朗／訳 文藝春秋 ９３３キ

光待つ場所へ（本館・分館 文庫）
辻村深月／著 講談社 Wツシ

グッバイ・ヒーロー（本館・分館 文庫）
横関大／著 講談社 Ｗヨコ

氷の娘（本館 文庫）
レーナ・レヘトライネン／著 古市真由美／訳

東京創元社 ９９３．６レ
児童書
ガンたちとともに（本館 児童）

イレーヌ・グリーンスタイン／作 樋口広芳／訳
福音館書店 Eキイロ

ジェット機と空港・管制塔（本館・分館 児童）
モリナガ・ヨウ／作 あかね書房 K５３８

都会のアリス（本館・分館 児童）
石井睦美／作 植田真／画 岩崎書店 Kイシ

まほうの地図（本館・分館 児童）
藤沢優月／作 金の星社 Kフシ

平成２５年度 青少年対象講座
たけ だ しん いち

「声優体験講座」 武田真一さん講演会
中・高校生に人気のある「声優業」を題材とした基礎的な
講義および受講者の実演体験会です。
日時／１１月２３日（土・祝） 午後２時～４時
会場／図書館（本館） 視聴覚室

たけ だ しんいち

講師／武田 真一さん（代々木アニメーション学院 講師）
対象／青少年（中学生・高校生） 定員／２０人（先着順）
申込方法／参加希望の方は、１１月１７日㈰までに図書館（本館）
窓口・電話・メールで申し込み。
申・問／図書館（本館）青少年担当

tosyo@city.asaka.saitama.jp

日時／１１月３日（日・祝） 午後２時～（１３０分）
会場／図書館（本館）視聴覚室
作品／それから（１９８５年作品） 監督／森田芳光
出演／松田優作、藤谷美和子 ほか

親子でご参加ください
「北朝霞分館の絵本の読み聞かせ」
日時／１１月１９日㈫ 午後３時～
会場／産業文化センター２階 研修室兼集会室２
内容／手遊びと読み聞かせ
問／朝霞市立図書館北朝霞分館

〒３５１―００３３ 大字浜崎６６９―１ �４７０―６０１１ �４７０―６０１３北朝霞分館〒３５１―００１６ 青葉台１―７―２６ �４６６―８６８６ �４６６―８４４１朝霞市立図書館（本館）

♪としょかんの催し物♪
場所

視聴
覚室

和室

お話
室
視聴
覚室

＊印は自主サークルによる活動および催しです。

時 間

午後３時～

⎡
｜
｜
｜
⎣

⎤
｜
｜
｜
⎦

読み聞か
せのあと、
えいがか
いです

午前１０時～
正午

午前１１時～
１１時３０分
午前１１時３０分～
正午

内 容

おばけのバーバパパ
おばけのバーバパパ／
バーバパパの海水浴 ２６分

まんが日本昔ばなし
養老の滝／雀とキツツキ
と山鳩 ２５分

ぞうのババール
みんなのたからもの ２５分

きかんしゃトーマス
トーマスとパーシーとり
ゅう ほか３話 ２２分

お化けだぞう
村田喜代子／著

絵本の読み聞かせ、素ば
なし等

絵本の読み聞かせ

月日

１１／７
㈭

１１／１４
㈭

１１／２１
㈭

１１／２８
㈭

１１／１５
㈮

１１／９
㈯

１１／２５
㈪

行 事 等

うさみみタイム
（幼児・児童

向け）

松の木読書会＊

おはなしパピプペポ
（小学生向け）＊
おはなしくらぶ
（乳幼児向け）＊

１１・１２月の図書館のお休み
�本館の休館日（第２火曜日、第４金曜日）
１１月／１２日㈫、２２日㈮ １２月／１０日㈫、２７日㈮
�分館の休館日（第２水曜日、第４木曜日）
１１月／１３日㈬、２８日㈭ １２月／１１日㈬、２６日㈭
※このほか、分館は蔵書点検のため休館があります。
※年末年始は本館、分館ともに１２月２８日㈯から平成２６年１月
４日㈯までがお休みとなります。
�本館・分館の開館時間
午前９時３０分～午後７時（土・日曜日、祝日は午後６時まで）

≪休館のお知らせ≫
図書館分館および公民館図書室は、蔵書点検のため、

次の期間休館いたします。利用者の皆さんにはご迷惑を
おかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
●分館の休館期間／１１月７日㈭～１３㈬
●公民館図書室臨時休室日／１１月６日㈬ 南朝霞公民館

１１月７日㈭ 西朝霞公民館

＊そのほか多数。数字・カナは図書の分類です。棚に見当たら
ないときは、職員までお気軽にお尋ねください。

＊貸出中などで所蔵館に図書がない場合もあります。
＊図書館ホームページでも毎週新刊案内を更新しています。

※新着図書の紹介については、ボランティア団体に
より音訳CD（デイジー形式）を作成していただいて
おりますので、ご利用の方は、お問い合わせください。
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休館日（１１/１～１１/３０）
１１/４・１１・１８・２５
１１/３・４・１１・１７・２３・２５
１１/３・４・１１・１７・２３・２５
１１/３・４・１０・１８・２３・２４
１１/３・４・１１・１７・２３・２５
１１/３・４・１０・１８・２３・２４

※番号はお間違いのないようにお願いします。

FAX
４６５―７２９７
４６３―９２１２
４６２―１４１２
４６１―０２９１
４７３―８７２５
４５６―１０５６

電話番号
４６５―７２７２
４６３―９２１１
４６２―１４１１
４６１―０１６３
４７３―０５５８
４５６―１０５５

施 設 名
中央公民館・コミュニティセンター
東 朝 霞 公 民 館
西 朝 霞 公 民 館
南 朝 霞 公 民 館
北 朝 霞 公 民 館
内 間 木 公 民 館

プラネタリウム県民の日特別投映

秋番組「カラダの宇宙へ～さあ出発だ‼げんきとピカリ
ン～」に加え、プラネタ特別クイズを実施します！
日時／１１月１４日㈭ 午後１時３０分～
対象／どなたでも 定員／９０人
観覧料／子ども（中学生以下）１００円

大 人（高校生以上）２００円
※小銭をご用意ください。
※朝霞市に在住・在勤（在学・在園）以外の方は５割増（子
ども１５０円、大人３００円）となります。
受付／当日、投映開始時間１５分前から３階プラネタリウム
入口前で受け付けます。

中 央
公民館

子育て講座
「簡単やさしい幼児のおやつ」

すぐ出来る手作りおやつで愛情たっぷり楽しく子育てし
ましょう。
日時／１１月２２日㈮ 午前１０時～正午
対象／１歳～未就学児のお子さんの保護者
定員／１５人 費用／４００円（材料費・保険料）

き むら とも よ

講師／管理栄養士 木村 倫代さん
内容／小松菜の蒸しケーキ、きなこのホロホロクッキー、
さつまいもとリンゴのプリン
保育／１歳以上の未就学児（定員６人）
持ち物／エプロン、三角巾、ふきん（２枚）
申込方法／１１月１３日㈬午後１時まで電話または北朝霞公民
館窓口で受け付けます。

北朝霞
公民館

快適せいかつ講座「春まで楽しめる寄
せ植え～ウィンター・ガーデン～」

植え方の基本と手入れの仕方を学びます。素敵な寄せ植
えで毎日に癒しと安らぎをプラス。
日時／１１月２２日㈮ 午前１０時～正午
対象／どなたでも 定員／２０人 費用／１，５００円（材料費）

お の でら ま り こ

講師／根っこの花屋 花つむり 小野寺 真理子さん
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／１１月１３日㈬午後３時まで電話または内間木公民
館窓口で受け付けます。

内間木
公民館 いきいき講座「セルフストレッチ

～家庭で出来る健康増進体操～」
プロが教える「肩こり、腰痛、姿勢改善」に効くセルフ
ストレッチで自身の体と向き合いましょう。
日時／１１月２６日㈫ 午後１時３０分～３時
対象／どなたでも 定員／２０人 費用／５０円（保険料）

お ち たけ お

講師／ロイテ朝霞整骨院 越智 健雄さん
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／１１月１６日㈯午後５時まで電話または南朝霞公民
館窓口で受け付けます。

南朝霞
公民館

人権教育講座「そのひとを知ろう
～外国人の文化と生活」

外国人と接する機会が増え、文化や生活習慣の違いなど
から起こる誤解や偏見の問題について学びましょう。
日時／１１月２９日㈮ 午後２時～３時３０分
対象／どなたでも 定員／３０人 費用／無料
講師／東京外国語大学特任准教授

通訳・翻訳者 ファリダ・モハメッドさん
保育／１歳以上の未就学児（定員６人）
申込方法／１１月２８日㈭午後５時まで電話または南朝霞公民
館窓口で受け付けます。
なお、保育を希望される方は、１１月２０日㈬までにお申し
出ください。
※手話通訳があります。

南朝霞
公民館

レッツ・チャレンジ「クリスマスクッ
キーの家を作ろう！」

いつものクッキーの材料で、ステンドグラスの窓がある
クッキーのお家や、かわいい雪だるまを作りましょう。
日時／１１月３０日㈯ 午後１時～３時
対象／小・中学生 定員／２０人
費用／４００円（材料費・保険料）

ひら て あや の

講師／平手 綾乃さん（西朝霞公民館サークル講師）
持ち物／飲み物・エプロン・ふきん・上履き
申込方法／１１月２２日㈮午後３時まで電話または西朝霞公民
館窓口で受け付けます。

西朝霞
公民館

子どもふれあい広場
「子どものいけ花」

クリスマスのお花をいけて、おうちにかざってみませんか？
日時／１２月７日㈯ 午後１時～２時３０分
対象／小学生 定員／２０人 費用／６００円（材料費）
講師／こどもいけばなの皆さん（東朝霞公民館サークル）
持ち物／作品を持ち帰る袋
申込方法／１１月２０日㈬午後４時まで電話または東朝霞公民
館窓口で受け付けます。

東朝霞
公民館

教養講座「はじめてのデコラージュ
～カレンダー作り～」

お気に入りの写真をいろいろな素材で飾り付け、来年の
オリジナルカレンダーを作りませんか。
日時／１２月６日㈮ 午前１０時～正午
対象／どなたでも 定員／１６人 費用／８００円（材料費）
講師／デコパージュ・パーチメントクラフト認定講師

わ だ ゆう こ

和田 裕子さん
持ち物／写真２枚（L判までの大きさ）
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／１１月２７日㈬午後１時まで電話または北朝霞公民
館窓口で受け付けます。

北朝霞
公民館

公民館のひろば

申…申し込み 問…問い合わせ
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対象／市民（成人）（全日程参加できる方）
定員／Ⅰ．健康・リフレッシュコース ４０人：Ⅱ．歴史（江戸学入門）コース ５０人 費用／無料または材料費程度
申込方法／往復はがきに、①住所 ②氏名（ふりがな）③年齢 ④電話番号 ⑤希望コース名を明記し、１１月１９日㈫【必着】
で 〒３５１―００１６ 朝霞市青葉台１―７―１ 朝霞市中央公民館 悠ゆう大学宛て にお申し込みください。
※１コースの申し込みにつき、往復はがき１枚でご応募ください。
※各回とも保育（１歳以上の未就学児・定員５人）を希望される方は、申し込みはがきにその旨をご記入ください。
Ⅰ 健康・リフレッシュコース（全日程 午前１０時～正午）
回 日 程 タ イ ト ル 講 師

１ １２月５日㈭ マッサージこそ心身健康の源～スポーツマッ
サージとリンパマッサージのすすめ～

あさ い たかひこ

あさいマッサージ教育研究所所長 浅井 隆彦さん

２ １２月１２日㈭ フェイスストレッチングで笑顔と健康
く め しょう こ

フェイスストレッチング講師 久米 祥子さん

３ １２月１９日㈭ 万人に向いた健康法「指掌療法」 療術師を予定しています。

４ 平成２６年１月９日㈭
ウォーキングと生活習慣病

ちょきん

～貯筋を増やしてイキイキ人生～
さ さ き いく よ

健康ウォーキング指導士 佐々木 育代さん

５ 平成２６年１月１６日㈭ 元気で長生きの秘訣
さ の よしひろ

日本成人病予防協会 佐野 吉弘さん

Ⅱ 歴史（江戸学入門）コース（全日程 午後２時～４時）
回 日 程 タ イ ト ル 講 師

１ １１月２８日㈭ 江戸人に学ぶ養生道
い とう ひでゆき

松蔭大学講師 伊東 秀征さん

２ １２月５日㈭ 落語を通じて江戸を知る
な つか ひろふみ

技術士（環境部門） 長束 宏文さん

３ １２月１２日㈭
とび かしら

江戸町火消と鳶の頭に学んだこと
たかはし ひさ お

㈳江戸消防記念会史跡調査員 高橋 久雄さん

４ １２月１９日㈭ 生活の中の芸能語・江戸の庶民と歌舞伎
あかさか ち せき

演劇評論家、江戸文化研究家 赤坂 治績さん

５ 平成２６年１月９日㈭ 絵で見る江戸の暮らし
あかさか ち せき

演劇評論家、江戸文化研究家 赤坂 治績さん

６ 平成２６年１月１６日㈭ 江戸人の日常
かね こ くにあき らく し あん

一級建築士 金子 國昭（筆名・落柿庵）さん

※講座内容は変更となる場合があります。

生活教養講座
「水墨で年賀状を描く」

来年の年賀状を水墨画で描いてみませんか？はじめての
方でもきっと素敵な年賀状ができますよ。
日時／１１月３０日㈯ 午後１時３０分～４時
対象／どなたでも 定員／２０人 費用／３００円（材料費）

ゆうゆうかいひがし

講師／游々会東の皆さん（東朝霞公民館サークル）
持ち物／年賀状（無地）５枚・ぞうきん
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／１１月２０日㈬午後４時まで電話または東朝霞公民
館窓口で受け付けます。

東朝霞
公民館

伝統文化講座
「家族で祝うおせち料理」

基本のだしから作るからだに優しいおせち作り。お正月
の伝統料理を次の世代に伝えましょう！
日時／１２月３日㈫ 午前１０時～午後１時
対象／成人 定員／２０人
講師／管理栄養士・野菜ソムリエ

はち え も ん こ でら み よ こ

かふぇぎゃらりー＆陶芸工房 八右衛門 小寺 美代子さん
内容／昆布巻き、田作り、煮しめ、なます、伊達巻き、お雑煮
費用／１，０５０円（材料費・保険料）
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／１１月２４日㈰午後３時まで電話または西朝霞公民
館窓口で受け付けます。

西朝霞
公民館

朝霞市民大学講座「悠ゆう大学」中央公民館

生活教養講座「ヨーロッパの香りが
する クリスマス・クラフト」

シナモン、アニス、乾燥オレンジと木の実を使って、オ
ーストリア風の香るクリスマス飾りを作りませんか。
日時／１２月６日㈮ 午後１時３０分～４時
対象／どなたでも 定員／１５人

た なか たけ み

講師／田中 竹美さん
費用／１，０００円（材料費）
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／１１月２０日㈬午後４時まで電話
または東朝霞公民館窓口で受け付けます。

東朝霞
公民館

子どもふれあい広場
「子ども将棋入門」

将棋がはじめての人も知っている人も大ぼしゅう！駒の
動かし方から学ぶよ。
日時／１２月１４日㈯ 午前９時～正午
対象／小・中学生 定員／２０人 費用／無料
講師／朝霞市将棋愛好会の皆さん（南朝霞公民館サークル）
申込方法／１２月３日㈫午後３時まで電話または東朝霞公民
館窓口で受け付けます。

東朝霞
公民館

公民館のひろば

※申込多数の場合は、市内在住者優先のうえ抽選します。
※申込結果は、はがきまたは封書でお知らせします。 ※費用は原則当日集金します。
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　／市政情報課　
☎463－3059　　467－0770（代表）FAX

問

市民
伝言板
市民
伝言板

　市内の公共施設で定期的に
活動している団体の会員募集・
行事案内を掲載しています。

事案内行

3Bエクササイズ体験会
日時／11月19日㈫・26日㈫ 午後1時～
2時30分 会場／根岸台市民センター
対象／成人女性 申込方法／電話で
その他／体幹を鍛え、身体の筋肉低下を
防ぎましょう。 主催／3Bエクササイ

かなざわ

ズ 申・問／金澤 �080―5007―5204

ミュージカル「はだかの王様」
日時／12月22日㈰ 午後4時～6時15分
会場／ゆめぱれす（朝霞市民会館） 費
用／大人：S席5，000円、A席3，000円
子ども（3歳～小学6年生）：S席3，000円、
A席2，000円 申込方法／劇団四季予約
センター（�0120―489―444、午前10時
～午後6時）へ電話で 後援／朝霞市・
朝霞市教育委員会 主催・問／劇団四季
�0120―660―442（日曜日、祝日を除く）

ミステリー収穫体験
～市内の畑で何がとれるカナ？！～
日時／12月8日㈰ 午前10時30分～午
後0時30分 集合場所／内間木経済配送

センター駐車場 費用／1家族500円
申込方法／①住所②氏名③年齢④電話
番号を明記のうえ、11月30日㈯までに
FAXで その他／定員50人。申込多数
の場合は抽選。落選の方には、12月2
日㈪までに連絡します。主催／朝霞コープ

こ でら

友の会 申・問／小寺 �・�464―8083
（電話は午後7時以降）

行政書士による家庭の悩み事相談会
日時／11月23日（土・祝） 午後1時30分
～4時 会場／産業文化センター 申込
方法／電話で その他／離婚・遺言・相
続等男女複数名の行政書士が担当しま
す。 主催／街の法律家行政書士ネット

わ だ

ワーク 申・問／和田 �090―5515―
7501

士業による遺言相続無料相談会
日時／11月24日㈰ 午後1時20分～4時
20分 会場／仲町市民センター 対象／
朝霞市内の方で、相続でもめたくない
と思っている方 申込方法／電話、フェ
イスブックまたは当日直接会場で そ
の他／11月17日㈰に「遺言相談セミナー」
（仲町市民センター）および「朝霞異
業種交流会」（産業文化センター）も開
催します。 主催／士業による遺言相

ふじ た

続無料相談会 申・問／藤田 �469―
5968

フラワーアレンジメント体験
（X'masリース）
日時／①12月5日㈭ 午後2時～4時
②12月7日㈯ 午前10時～正午 会場／
①中央公民館・コミュニティーセンター

②北朝霞公民館 費用／3，500円 対
象／中学生以上 申込方法／電話で（①
は12月3日㈫ま で、② は12月5日㈭ま
で） その他／X'masリースをみんなで
楽しく作りませんか。 主催／フラワー

こばやし

バスケット 申・問 ／小林 �464―
5569

人生を豊かにする唱歌・童謡・
和歌を唄う集い
日時／12月1日㈰ 午前10時～正午
会場／中央公民館・コミュニティセン
ター 費用／1，000円（歌集代含む）
主催／アールビエーピ48合唱団 問／
たかはし

髙橋 �464―0605

家事家計講習会
みつめ直そう我が家のくらし
日時／11月21日㈭ 午前10時～正午
会場／志木いろは遊学館 費用／300
円 申込方法／電話で その他／託児
あり（1歳以上）。11月28日㈭に家計簿
をつける会をします。 主催／東京第
一友の会富士見方面新座志木最寄 申・

せんみょう

問／泉名 �475―2026

（※）親子体操無料体験会
日時／11月8日㈮・15日㈮ 午後3時15
分～4時15分 会場／膝折市民センター

いし い

主催／3B体操 問／石井 �090―7928
―9740

（※）詳細は市ホームページ（http : //
www. city. asaka. lg. jp / soshiki / 5 /
dengonban-gyoji.html）をご覧ください。
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わんぱくキッズランド
「レッツ！クッキング」

みんなで楽しくクッキングしませんか！
日時／１２月１４日㈯ 午前１０時～午後１時
対象／小学生 定員／２４人
費用／５００円（材料費・保険料）
講師／クッキングママの皆さん（北朝霞公民館サークル）
内容／ギョウザの皮で作るラザニア、ポトフ、カッテージ
チーズの簡単ティラミス
持ち物／エプロン・三角巾・手拭きタオル・上履き
申込方法／１２月２日㈪午後１時まで電話または北朝霞公民
館窓口で受け付けます。

北朝霞
公民館

生活教養講座「三国志の世界～赤壁の戦いの真実～」
三国志の中で最も有名な赤壁の戦いの小説に見える虚構と史実の違いに迫ります。
日時／１２月７日㈯・１４日㈯ 午前１０時～正午（２回連続講座）
対象／どなたでも 定員／３０人 費用／無料

たかはし やすひろ

講師／大東文化大学文学部中国学科特任講師 髙橋 康浩さん
申込方法／１２月６日㈮午後５時まで電話または南朝霞公民館窓口で受け付けます。

南朝霞公民館

快適せいかつ講座「デンマークのクリス
マス～お話と妖精ニッセ作り～」

デンマークのクリスマスのお話を聞きに来ませんか？森
の木を使ってクリスマスの妖精ニッセ作りもします。
日時／１２月１３日㈮ 午前１０時～正午
対象／どなたでも 定員／２０人
費用／１５０円（材料費）
講師／デンマーク大使館

イェンス・イェンセンさん
保育／１歳以上の未就学児（定員５人）
申込方法／１２月４日㈬午後３時まで電話または内間木公民
館窓口で受け付けます。

内間木
公民館

申…申し込み 問…問い合わせ

公民館のひろば

記載のないものは、費用／無料 対象／ど
なたでも 申込方法／当日直接会場へ
※市外局番のない電話番号等の市外局番
は（048）です。
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員募集会

（※）親子でゆったりとしたひとときを
～ベビーマッサージ教室～
日時／①11月12日㈫ ②11月28日㈭ い
ずれも午前10時～11時 会場／①栄町
市民センター ②膝折市民センター

わたなべ

主催／Bon Vivant！ 問／渡部
watayuki.happy@gmail.com

（※）朝霞リトル OB親子大会
日時／11月24日㈰ 午前10時～午後3時
30分 会場／上野荒川運動公園野球場

おお た

主催／朝霞リトル 問／太田 �469―
8112

（※）みんなであそぼう
日時／11月18日㈪ 午前10時～11時
45分 会場／東朝霞公民館 主催／ひ

おおたき

まわりの会 問／大滝 �461―9944

（※）なごみ農園有機野菜「畑のバーベキュー」
日時／11月23日（土・祝） 午前11時～
午後3時 会場／なごみ農園 主催／
NPO法人食品リサイクル農園あさか

の ぐち

問／野口 �090―2906―9790
（※）詳細は市ホームページ（http : //
www. city. asaka. lg. jp / soshiki / 5 /
dengonban-gyoji.html）をご覧ください。

コーラスグループ“ゆりかご”
日時／月2回水曜日 午後7時～8時30
分 会場／中央公民館・コミュニティ
センター 会費／月3，000円 対象／
歌が好きな方、初心者の方 その他／
ベルカントの美しい発声で日本の童謡・
唱歌を歌いませんか？初回無料体験あ

さ さ き

り 問／佐々木 �080―4421―6448

音声訳 あい
日時／毎月第1月曜日 午後1時30分～
3時30分 会場／朝霞市立図書館（本
館） 会費／年1，000円 その他／「図

こんどう

書館だより」の作成 問／近藤 �080
―1377―6554

朝霞岳欽会（詩吟）
日時／毎週木曜日 午後1時～3時 会
場／東朝霞公民館 入会金／1，000円

かな もり

会費／月2，000円 問／金森 �090―
9834―5931

パッチワーク
日時／毎月第2・4火曜日 午前10時～
正午 会場／宮戸市民センター 会費
／1回1，500円 その他／ポーチ、バッ

グ、小物、タペストリーなどを作りま
た なか

す。初心者歓迎 問／田中 �456―2650

朝霞パインズ（バスケットボール）
日時／毎週火曜日 午後2時40分～5時、
毎週土曜日 午前9時30分～正午 会
場／総合体育館 会費／月1，500円
対象／既婚女性（経験者希望） その
他／子連れでも練習に参加できます。
見学・体験随時受け付けています。

なかむら

問／中村 �090―1610―5432

西朝霞料理クラブ
日時／毎月第2水曜日 午前10時～午
後2時 会場／西朝霞公民館 会費／月

あさ かわ

1，500円 対象／女性 問／浅川 �
461―7058
ちく ほう

竹峰会（観世流謡曲と仕舞の会）
日時／毎月第1・3金曜日 午前9時～
午後1時 会場／中央公民館・コミュニ
ティセンター 会費／月4，000円 そ
の他／朝霞にクラブ開設30年余り。見

にし

学をお待ちしています。 問／西 �
463―4794

イリマ（ハワイアンフラ）
日時／毎月第1・2・3月曜日（日曜日
に変更する場合あり） 午前10時～11
時30分 会場／膝折市民センター 入
会 金／1，000円 会 費／月2，500円
その他／ハワイアンフラは、ハワイの
健康法です。はじめての方大歓迎。無

なかむら

料体験あり 問／中村 �465―6505

朗読あさか塾
日時／月2回金曜日 午前10時～正午
会場／中央公民館・コミュニティセン
ターほか 会費／月3，000円 対象／
語感をブラッシュアップしたい方、人
前で話すことに興味がある方 その他

さ とう てる お

／俳優佐藤光生氏から、童謡、古典、
随筆などをテキストに美しい「日本語」
を味わい、日本の文化を学びます。

わたなべ

問／渡邉 �080―3607―3196
ymkwatawata@gmail.com

よちよちパソコンサークル
日時／毎週土・日曜日 午前9時～正午
会場／中央公民館・コミュニティセン
タ ー 入 会 金／1，000円 会 費／月
1，500円 その他／ボランティアの有

なか さと

志の方によるサークル 問／中里 �
080―5523―4539

朝志ヶ丘シニアパソコンサークル
日時／毎週月曜日 午後2時～4時 会
場／朝志ヶ丘市民センター 会費／月
1，500円 その他／ボランティアの有

た なか

志の方によるサークル 問／田中 �
090―1708―7210

ボイスグループ（英会話）
日時／毎週水曜日 午後1時～3時 会

場／北朝霞公民館 会費／月4，000円
（テキスト代込み） 対象／初心者、

いま い

シニア歓迎 問／今井 �474―4547

中央歌謡クラブ
日時／月3回水曜日 午後1時～4時30
分 会場／中央公民館・コミュニティ
センター 入会金／1，000円 会費／
月3，000円 その他／最新歌謡曲の歌
唱指導を行っています。初心者歓迎

め ぐろ

問／目黒 �080―6665―7979

藤の会（着物の着付け）
日時／月2回土曜日 午後1時30分～3
時30分 会場／中央公民館・コミュニテ
ィセンター 会費／月3，000円 その他

こんどう

／初心者歓迎。見学可 問／近藤 �465
―3952

やさしいヨガ
日時／毎週水曜日 午前10時～11時
会場／膝折市民センター 費用／1回
700円、チケット（6回分）4，000円
その他／無料体験あり。ヨガインスト
ラクター有資格者が指導。初心者向け
のリラックスヨガですので、運動は苦
手、体が硬いという方も大丈夫
問／あおや �090―8103―5769
yasasiiyoga@gmail.com

あさか健康吹矢友の会
日時／毎月第1・3月曜日 午後1時～4
時 会場／東朝霞公民館 入会金／500
円 会費／月1，000円 対象／50歳代
以上の方 その他／未経験者歓迎。吹矢
は腹式呼吸を活用した競技で、気軽に
楽しめます。まずは見学にお越しくだ

かたくら

さい。 問／片倉 �471―8586

ひよこクラブ（幼児サークル）
日時／毎週火曜日 午前10時30分～正
午 会場／中央公民館・コミュニティ
センター 会費／月1，500円（別途材
料費700円（4・10月）） 対象／平成23
年4月2日生まれ～未就園児 その他／
新年度会員募集！2人の先生が指導しま

の だ

す。無料体験あり 問／野田 �090―
2231―0566

朝霞ミニテニスクラブ
日時／毎週月曜日 午後6時30分～9時
会場／朝霞第四中学校 入会金／500
円 会費／月500円 対象／成人男女

み い だ

問／三井田 �090―8315―7985

朝霞台Ni Hao子供の中国語教室
日時／毎週土曜日 午前10時～11時
45分 会場／朝志ヶ丘市民センター
会費／月3，000円 対象／年少～小学6
年生 その他／大人の方で興味のある

りゅう

方はご相談ください。 問／劉 �090
―6489―8720

記載のないものは、費用／無料 対象／ど
なたでも 申込方法／当日直接会場へ
※市外局番のない電話番号等の市外局番
は（048）です。
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■
腎
臓
は
ど
ん
な
働
き
を
す
る
の
？

腎
臓
は
腰
の
辺
り
に
２
個
あ
り
、
そ
ら
ま

め
の
よ
う
な
形
を
し
た
、
握
り
こ
ぶ
し
く
ら

い
の
大
き
さ
で
す
。
腎
臓
は
１
個
が
１
５
０

ｇ
ほ
ど
の
小
さ
な
臓
器
で
す
が
、
心
臓
か
ら

送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
２０
％
以
上
が
流
れ
て

お
り
、
毎
日
２
０
０
ℓ
も
の
血
液
を
ろ
過
し

て
、
老
廃
物
や
塩
分
を
尿
と
し
て
体
の
外
へ

追
い
出
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
体
に
必
要

な
も
の
は
再
吸
収
し
、
体
内
に
留
め
る
働
き

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
体
液
の
量

や
浸
透
圧
・
血
圧
の
調
整
を
行
っ
た
り
、
体

内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ

ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
や
酸
性
・
ア
ル
カ
リ
性

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
血
液

を
作
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
、
骨
を
健
康

に
保
つ
、
と
い
っ
た
多
く
の
働
き
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
の
健
康
に
お
い
て
重
大
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
‚
肝
腎
か
な
め
‘

の
臓
器
で
す
。

■
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ：

chronic
kidney

disease

）
っ
て
な
に
？

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と
は
慢
性
に
経

過
す
る
す
べ
て
の
腎
臓
病
を
指
し
ま
す
。
あ

ま
り
耳
に
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
患
者
さ
ん
は
１
、３
３
０
万
人
（
２０
歳
以

上
の
成
人
の
８
人
に
１
人
）
い
る
と
考
え
ら

れ
、
新
た
な
国
民
病
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
）
や
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
の
関
連
も

深
く
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気

で
す
。
腎
臓
は
体
を
正
常
な
状
態
に
保
つ
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に

よ
っ
て
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
続
け
る
こ
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
発
生
し
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
が
あ
る
と
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な

ど
心
血
管
病
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ

が
進
行
し
て
腎
不
全
に
な
る
と
体
内
か
ら
老

廃
物
を
除
去
で
き
な
く
な
り
、
最
終
的
に
は

透
析
や
腎
臓
移
植
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２
０
１
２
年
の
日
本
の
透
析
患
者
数
は
約
３１

万
人
で
、
世
界
中
の
透
析
患
者
の
約
６
分
の

１
が
日
本
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）と
生
活
習
慣
病

最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
。
こ
れ
は
過
食
と
運
動
不
足

で
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
し
て
い
っ
た
結
果
、
高

血
糖
や
高
血
圧
、
脂
質
代
謝
異
常
を
き
た
し

て
い
る
状
態
で
す
。
高
血
糖
の
状
態
が
続
く

糖
尿
病
は
末
期
腎
不
全
か
ら
糖
尿
病
に
至
る

原
因
の
第
一
位
で
す
し
、
高
血
圧
や
脂
質
異

常
も
腎
臓
の
み
な
ら
ず
、
脳
・
心
臓
な
ど
全

身
の
臓
器
に
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
し
ま
す
。
喫

煙
、
過
度
の
飲
酒
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス

や
過
労
な
ど
の
生
活
習
慣
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
症
、

進
行
に
関
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
心
血
管
病

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
危
険
因
子
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
れ

ば
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）の
検
査
と
治
療

残
念
な
が
ら
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
は
腎
機
能
が
あ
る

程
度
ま
で
低
下
し
て
し
ま
う
と
、
腎
臓
は
も

と
に
戻
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に

お
い
て
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
っ
て
、

腎
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。
自
覚
症
状
の
乏
し
い
Ｃ
Ｋ
Ｄ

の
早
期
発
見
に
役
立
つ
の
が
、
尿
中
の
た
ん

ぱ
く
質
の
濃
度
を
調
べ
る
尿
検
査
と
、
推
算

糸
球
体
濾
過
量
（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）
で
す
。
尿
検

査
は
尿
に
た
ん
ぱ
く
質
や
血
液
が
漏
れ
出
て

い
な
い
か
を
検
査
し
ま
す
。
た
だ
し
、
発
熱

や
激
し
い
運
動
な
ど
で
も
こ
れ
ら
が
出
る
こ

と
は
あ
る
の
で
、
１
度
検
出
さ
れ
た
ら
、
必

ず
２
〜
３
度
繰
り
返
し
て
検
査
し
、
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
、
腎
臓

に
ど
れ
く
ら
い
老
廃
物
を
尿
へ
排
泄
す
る
能

力
が
あ
る
か
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
値
が
低

い
ほ
ど
腎
臓
の
働
き
が
悪
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
値
と
年
齢
と
性
別
か
ら
計
算
で
き
ま
す
。

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
が
６０
％
以
下
、
尿
た
ん
ぱ
く
が
陽

性
の
ど
ち
ら
か
も
し
く
は
両
方
が
３
か
月
以

上
続
く
場
合
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
診
断
し
ま
す
。
Ｃ

Ｋ
Ｄ
の
治
療
は
、
日
々
の
生
活
習
慣
の
改
善
、

食
事
療
法
や
薬
物
治
療
に
よ
る
血
圧
管
理
、

貧
血
改
善
、
脂
質
代
謝
管
理
、
糖
代
謝
管
理
、

塩
分
摂
取
制
限
な
ど
を
総
合
的
に
お
こ
な
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
病
気
の
進
行
度

合
い
や
症
状
に
応
じ
た
、
適
切
な
治
療
を
お

こ
な
う
た
め
に
、
定
期
的
な
検
査
が
重
要
で

す
。
万
一
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
治
療
が

必
要
で
す
。
こ
の
場
合
は
専
門
医
の
総
合
的

な
管
理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
健

康
診
断
な
ど
に
よ
る
定
期
的
な
検
査
と
、
日

常
的
な
体
調
管
理
の
中
で
異
変
に
い
ち
早
く

気
が
付
い
て
、
患
者
と
か
か
り
つ
け
医
、
専

門
医
と
の
３
人
４
脚
で
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
重
要
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
以
下
の
項
目
に
ひ
と
つ
で
も
あ
て

は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
の

診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
健
康
診
断
の
尿
検
査
の
項
目
で
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

○
お
し
っ
こ
の
色
が
変
だ
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
。

○
お
し
っ
こ
が
泡
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

○
夜
間
に
何
度
も
ト
イ
レ
に
行
く
。

○
顔
色
が
悪
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

○
疲
れ
易
い
。
疲
れ
が
抜
け
な
い
。

○
息
切
れ
が
す
る
。

○
靴
や
指
輪
が
き
つ
く
な
っ
た
。

○
む
く
み
を
感
じ
る
。
な
ど
。

※当番医は変
更になる場合
もあります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター �０４８―８２４―４１９９
●埼玉県南西部消防本部 �０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談
●＃８０００（携帯電話からも相談可能）

※１１月の休日歯科応急診療所
実 施 日 １１月３日㈰・４日（月・休）・１０日㈰・１７日㈰・２３日（土・祝）・２４日㈰
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所（新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください。）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１
☆今月の主な保健衛生週間行事予定 ２４日～３０日は「医療安全推進週間」です。

慢性腎臓病（CKD）
はまさき きみひさ

朝霞地区医師会 濵嵜 公久
�４６４―４６６６

日曜・休日に実施している医療機関
�（０４８）
４６４―５３３３
４５０―２０３０
０４２―

４７１―５０９８
４６９―２１３９
４７７―３５３６
４７３―８１０１

科 目
皮・アレ
眼

消内

内・外・消内・肛・放
内・外・循内・消内
内・循内・腎内

施 設 名
村山皮膚科クリニック
まつおか眼科クリニック

小熊クリニック

はねだクリニック
田中医院
志木駅前クリニック

場所
和光
朝霞

新座

朝霞
新座
志木

�（０４８）
４８１―２６２６
４８０―０２４８

４６１―６４１２

４７２―１２８８
４８７―１２５５
４６１―６１００

科 目
内・小・循内
内・小・アレ

内・循内・皮・小

内
内・小
内・小

施 設 名
橋本内科クリニック
平山クリニック

門田医院

朝霞台クリニック
志木ホームクリニック
塩味クリニック

場所
新座
新座

和光

朝霞
志木
朝霞

月日
３
④
１０

１７
㉓
２４

１１

問…問い合わせ

午前１０時～午後４時



問い合わせ／健康づくり課（保健センター内）
�465-8611 �466-7522

※各種相談の日程は、４６ページをご覧ください。

小児用肺炎球菌ワクチンの変更について
平成２５年１１月１日から、定期予防接種で使われている小児用肺

炎球菌ワクチンが、新しいワクチンに変更になります。対象者や
接種間隔は、今までどおり変更ありません。
○今までのワクチンとの違いは？
今までのワクチン（PCV７）には、７種類の肺炎球菌の成分

が含まれていました。一方、１１月１日から使用される新しいワク
チン（PCV１３）には、新たに６種類が追加され、計１３種類の肺
炎球菌の成分が含まれています。これにより、従来より多くの種
類に対して予防効果が期待できると考えられています。

○既に接種を開始していて、接種途中の方は・・・
１１月１日以降は、新しいワクチン（PCV１３）を使用して、続
きを接種することになります。
○定期接種で定められた回数を終了している方は・・・
希望者は、任意接種（有料）で、新しいワクチン（PCV１３）を

追加接種することが可能です。ご希望の方は、医療機関へご相談
ください。詳細は、厚生労働省のQ&Aを参照してください。
http : //www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou
２８/qa_haienkyuukin.html

内容／インフルエンザ予防接種 ※実施期間中１回のみ
（予診票は医療機関に備えてあります）

日時・会場／１０月２０日㈰～１２月３１日㈫（終了日は医療機関によって異なります）
※朝霞市・志木市・和光市・新座市の協定医療機関で受けられます。

対象／①接種時満６５歳以上の市民
②接種時満６０歳以上６５歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器等の病気、およびヒト
免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害を有した障害１級程度の方

申込方法／電話等で直接協定医療機関に要予約

費用／１，０００円
※①②該当者で生活保護受給者は無料

持ち物／健康保険証
※②に該当する方は、身体障害者手帳
をお持ちください。
※生活保護受給者は受給者証をお持ち
ください。

乳幼児と保護者の方へ
そ の 他

定員／３６組（先着順）
申／電話で１１月２０日㈬から予約受付開始

内容／赤ちゃんと育児について、お母さん同士
の交流など

申／電話で１１月１８日㈪から予約受付開始
内容／参加者同士の交流、手遊び等
申／健康づくり課（電話で要予約）

もくよく

内容／保育と沐浴、お産の進み方、DVD上映など
申／電話で１１月１８日㈪から予約受付開始
※不明な点は健康づくり課へお問い合わせくだ
さい。

※左記のとおり個別通知を
しますので、詳細は通知
をご覧ください。

H２５年７月生の第１子の
お子さんとその保護者

H２５年１０月生
定員／３０組（先着順）

０～３歳頃の多胎児とその保護者、
多胎児を妊娠中の妊婦

対 象
１２月１２日㈭
午後１時３０分～３時３０分
保健センター
１２月１６日㈪
午後１時３０分～３時３０分
保健センター
１１月２５日㈪、１２月１６日㈪
午前１０時３０分～１１時３０分
保健センター

日時・会場
離乳食実習

母と子のつどい

ぴーなっつ

実施時間

午前１０時～午後４時

１日目：午後１時～４時
２日目：午前１０時～午後４時

対象（初妊婦）
H２６年３～５月
出産予定
H２６年４～６月
出産予定

定員

３６人

３６人

日 程

７日㈯

１日目：９日㈭
２日目：２５日㈯

１２月
（１日コース）

１月
（２日コース）

マタニティ教室
※１２月コースは、
すでに受付を
行っています。

１２月の乳幼児健診
３歳児健診

H２２年８月生まれ
１１月上旬発送予定。通知が届かない場合はご連絡ください。

１歳６か月児健診
H２４年５月生まれ

１０か月児健診
H２５年２月生まれ

４か月児健診
H２５年８月生まれ

BCG等予防接種

H２５年９月生まれ

予防接種
乳幼児健康診査

内 容

成人の方へ
B型・C型肝炎ウイルス検診のご案内 ～平成２５年１２月３１日まで市の協定医療機関で実施しています～

市では、肝炎による健康障害を回避し、症状を軽減し、進行を遅延させることを目的として、医療機関と協定してB型・C型肝炎ウ
イルス検診を実施しています。B型・C型肝炎ウイルスに感染すると、慢性の肝臓病を引き起こす原因となります。肝炎ウイルスに感
染しているかどうかは、血液検査で判断します。

※志木市、和光市、新座市の
協定医療機関でも受診でき
ます（詳細は、健康づくり
課（保健センター内）へお
問い合わせください）。

対 象 者／①昭和４８年４月１日から昭和４９年３月３１日までの生年月日に該当する市民の方（節目の方）
②昭和４８年３月３１日までに生まれた方（４０歳以上の市民の方）
※①②とも、過去にこの検診を受けたことのない市民の方が対象です。

検診内容／問診、血液検査（※B型肝炎ウイルス検診のみの受診はできません）
検診費用／無料（全額公費負担）
申込方法／直接、市協定医療機関へお申し込みください（市協定医療機関一覧は、健康カレンダーまたは市ホームページをご覧ください）。

そ の 他
主催／朝霞市献血推進協議会

主催／テイ・エス テック株式会社
電話：０４８―４６２―１１２２

しんどう

担当：進藤
※６５歳以上７０歳未満の方については、６０歳から６４歳までの間に献血をしたことがある方に限られます。
採血者は共に埼玉県赤十字血液センター

１６歳～７０歳未満

１６歳～７０歳未満

対 象
１１／２２㈮ 午前１０時～正午、午後１時～４時
市役所１階市民ホール
１１／２６㈫ 午前９時３０分～１１時
テイ・エス テック株式会社本社駐車場
住所：朝霞市栄町３―７―２７

日時・会場
献 血
内 容

※埼玉県内のかかりつけ医（県内相互乗り入れ協定医療機関）で接種を希望される場合は、住所地の予診票が必要なため、健康
づくり課にお問い合わせください。

～ 高齢者インフルエンザ予防接種（希望される方）～

※費用について、特に記載しているもの以外は無料です。

各種健（検）診等の年間日
程は「朝霞市健康カレン
ダー」に掲載しています。
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す さき かつ しげ

１０月２日㈬、丸沼芸術の森主宰 須﨑勝茂さんから市にブロ
ンズ像が寄託され、市役所市民ホールで除幕式が行われました。

さ とう ちゅうりょう

寄託された作品は、戦後日本を代表する彫刻家佐藤忠良
作のブロンズ像「帽子・立像」（１９７４年作）です。
除幕式当日は、展示されたブロンズ像の実際のモデルにも

ささ ど ち づ こ

なった彫刻家の笹戸千津子さんも来賓として出席され、佐藤
忠良氏の思い出話を交えお話を聞くことができました。
ブロンズ像は市役所１階の市民ホールに展示されています。
多くの市民の方々に芸術作品をより一層身近に感じていただ
きたいと思いますので、市役所にお立ち寄りの際には、ぜひ
一度ご覧ください。

まつ むら とみ おか

１１月２６日㈫で満１００歳を迎えられる松村
と め

さんに富岡市長から敬老
祝金が手渡されました。
松村さんは、９０歳まで体操、民謡、踊りをし、数年前までカラオケが
好きでよく歌っていたそうです。
これからも元気でお過ごしください。

１０月１７日㈭、さいたま市で防犯のまちづくり県民大会が行われました。
朝霞署管内からは、朝霞地区防犯協会の推薦を受け、「いな穂いき
いき支援会」の皆さんが地域安全功労団体として、埼玉県警察本部長・
（公社）埼玉県防犯協会連合会会長の連名表彰を受賞されました。
この大会は、毎年県民の防犯意識の高揚のために行われているもの
で、その中で地域の防犯に尽力されている団体や個人に賞が贈られて
います。
これからも、朝霞の防犯のために、お力添えをいただけたらと思い
ます。ご受賞おめでとうございます。

９月２日㈪、埼玉県南西部消防本部では、救急車の適正利用啓発
ポスター用図画および救急業務に関する標語の表彰式を行いました。
救急車適正利用啓発ポスター用図画には８１作品の応募があり、最

まつ もと ね ね

優秀賞の朝霞第二中学校松本寧々さん、特別賞（朝霞地区医師会長
くろ さわ え り か

賞）の朝霞西高等学校黒澤英里香さんを表彰しました。最優秀賞作
品は、救急車適正利用啓発ポスターとして印刷し、朝霞、志木、和
光および新座市内の医療機関および公共施設に掲示されています。
また、救急業務に関する標語には２９作品の応募があり、最優秀作

しま だ じゅん

品「救えるよ あなたのその手で その命」の新座市在住島田順
こ

子さんを表彰しました。

佐藤忠良作ブロンズ像「帽子・立像」が市役所市民ホールに展示されました！

防犯のまちづくりにご尽力されている団体に賞が贈られました

平成２５年度救急車適正利用啓発ポスター用図画および救急業務に関する標語の表彰を行いました

とみおか

（前列左から）笹戸千津子さん、須﨑勝茂さん、富岡市長
わ だ なる み と ね がわ た なか

（後列左から）和田教育長、須﨑成美さん、利根川議長、田中副市長

いつまでもお元気で

ふるかわ なかがわ

(左から)古川副会長、中川会長、富岡市長

申…申し込み

（左から３人目から）黒澤英里香さん、松本寧々
さん、島田順子さん
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１０月７日㈪、朝霞市庁舎等整備方針検討委員会から富岡市長へ市庁舎
等の整備方針に関する提言を行いました。
朝霞市庁舎等整備方針検討委員会ではこれまで、市役所本庁舎および
市民会館の耐震化に係る課題を整理し、建て替えも視野に入れた整備方
針を検討しました。さらにパブリックコメントの意見等を踏まえ、検討
を行った提言内容になっています。
提言内容／市役所庁舎、市民会館とも耐震改修を行うのが適切である。
また、いずれ来る建て替えに向け、検討を始めることが望ましい。
問／財産管理課 ☎４６３―０２０３

広報あさかは再生紙を使用しています

●市市役所 ●産産業文化センター ●保保健センター ●児家庭児童相談室（保健センター２階） ●地各地域包括支援センター ●浦埼玉県浦和合同庁舎
●税関東信越税理士会朝霞支部事務局（幸町１―３―６石川ビル２階） ●宅宅建協会県南支部 ●そそれいゆぷらざ（中央公民館内女性センター）

会場
一覧

各 種 相 談 一 覧
電話番号（０４８）
�４６３―１７３８（直通）
�４６３―２６９７（直通）

�４６３―２６９７（直通）

�４６３―２６４８（直通）

�４６３―２６４８（直通）
�４６３―１１１１（代表）
内線２２５６
�４６３―２８５１（直通）
�４６５―００２５

�４６３―２０２３（直通）

�４６３―１２６４（直通）
�４６３―２２３１（直通）

�４６３―１９０３（直通）

�４６３―１９０３（直通）

�４６３―１９０３（直通）

�４６３―１９０３（直通）

�４６３―１９０３（直通）

�４６３―２５１８（直通）

�４６８―１７１７

�４６１―４５０７

�４６３―１５９９（直通）

�４６３―１９２１（直通）

�８３３―３２９６
�４６５―８６１１
�４６５―８６１１

予約・問い合わせ先
人権庶務課
それいゆぷらざ（女性センター）

それいゆぷらざ（女性センター）

地域づくり支援課

地域づくり支援課

地域づくり支援課

課税課
関東信越税理士会朝霞支部事務局

納税課

保険年金課
家庭児童相談室

産業振興課

産業振興課

産業振興課

産業振興課
第２㈬●産�

�
�

�
�
�
産業振興課第４㈬●市

都市計画課
（予約は前月第３月曜日から先着順）

宅建協会県南支部

建築士事務所協会県南支部

福祉課

長寿はつらつ課

外国人総合相談センター埼玉
健康づくり課
健康づくり課（１１月２５日㈪まで）

会場
●市
●そ

●そ

●市

●市

●市

●市
●税

●市

●市
●児

●産

●産

●市

●産

●市

●宅

●市

●市

●地

●浦
●保
●保

時 間
午後１時～４時
午前１０時～午後３時
午前９時～午後５時

午前１０時～午後４時

午前１０時～正午、
午後１時～３時
午後１時～４時
午前１０時～正午、
午後１時～４時
午前１０時～午後３時
午後１時３０分～４時

午前８時３０分～正午

午後１時～６時
午前９時３０分～午後４時

午前１０時～午後７時

午後１時３０分～４時３０分

午前９時～正午、
午後１時～４時
午後１時～４時
午前１０時～正午、
午後１時～４時
午後１時３０分～４時２０分
（１組５０分）

午後１時～４時

午後２時～４時

午後１時～５時１５分

午前８時３０分～午後５時

午前９時～午後４時
午前９時～午後４時
午後１時１５分～２時４５分

日 程
毎月第１月曜日
毎週木曜日
毎週火～日曜日
毎週火・土曜日
（専門の相談員）

毎週水・金曜日

毎月第２・４月曜日

毎週月～金曜日

毎月第３月曜日
毎週水曜日
毎月第１・３日曜日
（１月の第１を除く）
毎週木曜日
毎週月～金曜日
毎週月～金曜日
（休所日を除く）
毎月第１木曜日
（祝日の場合は翌週）

毎週火・金曜日

毎月第３土曜日

毎月第２・４水曜日

毎月第１水曜日
（１月は第２水曜日）
毎月第２木曜日
（祝日の場合は第３木曜日）
毎月第２水曜日
（１月は第３水曜日）
毎週火・金曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日
毎週月～金曜日
１１月２８日㈭

相 談 名
人 権 相 談
女 性 総 合 相 談
Ｄ Ｖ 相 談

法 律 相 談 ●予

行 政 相 談

消 費 生 活 相 談

税 務 相 談 ●予
税務相談（税理士会）●予

休 日 納 税 相 談

年 金 相 談 ●予
家 庭 児 童 相 談
起 業 家 育 成 相 談 ●予
（１週間前までに予約）

金 融 よ ろ ず 相 談 ●予

内 職 相 談

労働・社会保険相談

就 職 支 援 相 談 ●予

分 譲 マ ン シ ョ ン
管 理 相 談 ●予

不 動 産 無 料 相 談 ●予

住 宅 建 築 相 談 ●予

精 神 保 健 福 祉 相 談
地域包括支援センター
高齢者に関する総合相談
外 国 人 生 活 相 談
栄 養 相 談 ●予
こころの健康相談●予

いけ だ くわ こ

(左から)池田副委員長、桒子委員長、富岡市長

市庁舎等の整備方針に関する提言を行いました

問…問い合わせ
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＊●予…予約が必要です。 ＊すべて祝日を除きます。 ※日程・会場は変更になる場合があります。

広報あさか音声CD（デイジー形式）を図書館
本館と北朝霞分館で貸し出しています。
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